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◆ルシアン：俺と結婚して下さい！

◆猫姫：ふ、ふにゃ？

　巨きよ大だいな剣を背負った金きん髪ぱつの男が膝ひざをつき、頭に猫ねこの耳をつけた少女に手を差し伸べた。

　滑なめらかな３Ｄのグラフィックで表現されたその光こう景けいは、荘そう厳ごんで神しん聖せいで侵おかしがたく、まるで一枚の絵画になりそうなぐらいに美しい──と、少なくともその時の俺は思った。

「言っちまった、言っちまったよ……」

　画面に表ひよう示じされた自分のチャットを見つめ、俺は震える手をぐっと握り込んだ。

　レジェンダリー・エイジ、略してＬＡと呼ばれるゲームがある。

　パソコン専用のマッシブリー・マルチプレイヤー・オンライン・ロール・プレイング・ゲーム──多くの人間が一つの仮か想そう世界に接続し、全員で同時にロールプレイングゲームをするという、ＭＭＯＲＰＧの一つだ。ＬＡはサービス開始から一年程ほどだが、悪くないアクション性と可愛かわいらしいグラフィックでそれなりのプレイ人数を集めている中ちゆう堅けんＭＭＯＲＰＧである。

　このゲームではじめてオンラインゲームというものに触れた俺は、ＮＰＣしか存在しない既き存そんのオフラインゲームとは違う、それぞれが生きた人間だからこそ成立するオンラインゲーム独自の楽しさにどっぷりとハマってしまった。それこそ寝る間も惜おしむように、サービスが始まってからずっとプレイし続けている。

　そのＬＡなのだが、サービス開始一周年を迎えて大だい規き模ぼなアップデートが行われた。

　その目玉が新実じつ装そうの『結婚システム』だ。

　異い性せいのプレイヤーキャラクターに求きゆう婚こんして、成功すれば結婚式を行うことができる。結婚以い降こうは夫ふう婦ふとして扱われ、一いつ緒しよに居るとステータスボーナスが与えられたり、お互いの位置を把は握あくできるなど様さま々ざまな特典を受けられるという内容だ。

◆猫姫：結婚って……私と、ってことなのかにゃ？

◆ルシアン：はい、お願いします猫姫さん！

　その実装初しよ日にち。

　俺は所属するギルド内で最も美しく、可愛らしく、それでいて仲間にはいつも気をつかう。さらに装備品のセンスも良く、質も良い。その上プレイの腕も良くて、何より語ご尾びにいつでも『にゃ☆』を欠かさない、まさに理り想そうの女性、名実共にギルドのアイドルである猫姫さんに結婚を申し込んだのだ。

　アップデート当日のメンテナンス終了直後、たまたま同時にログインした猫姫さんにその場でのプロポーズだ。誰だれよりも早く、この場にライバルは居ない。唯ゆい一いつ無む二にの完かん璧ぺきなタイミングだった。

◆猫姫：にゃ、にゃんで私？　冗談とかじゃないのかにゃ？　本気の、本気で言ってるのかにゃ？

◆ルシアン：本気です！　あなたが好きなんです！

「頼む、頼む……！」

　もしこれがＯＫしてもらえれば俺おれと猫ねこ姫ひめさんはめでたく夫ふう婦ふ。

　皆に愛される天てん使しである猫姫さん、その愛を独どく占せんしてゲームをプレイする──ああ、まさに夢のようじゃないか。

　もしかしたら断られるかもしれない。そんな不安はもちろんあった。

　しかし俺は猫姫さんと誰だれよりも仲良くしていた自信があったし、気持ちを抑えられないぐらいに彼女のことを想っていた。

　例え断られても彼女に何の隔かく意いも持たない。それぐらいの決意があった。それだけの覚かく悟ごをもった告こく白はくだった。

　だから──

◆猫姫：あー、ごめん。私、リアル男なんだけど

「…………は？」

　その言葉が表ひよう示じされた瞬しゆん間かん、俺はモニターの前でぽかんと口を開けてしまった。

　おと……おとこ？

　俺の天使である猫姫さんが？

　え、なにそれ？

　どういう冗じよう談だん？

　あ、そうか、冗談か。

　ははは、猫姫さんったら悪戯いたずらっ子だなぁ。

◆ルシアン：や、やめてくださいよ猫姫さん、そんな冗談を言うのは

◆猫姫：いや、マジだから

　震える手で文字を打った俺に返ってきたのは、猫姫さんとは思えない程に冷たい言葉だった。

◆猫姫：悪いけど本当に中身男。ってかおっさん。ちょっとノリであからさまなネカマプレイをしてみただけなんだけど、まさか本気で結婚とか言われるとはねぇ。悪いことしたよ

◆ルシアン：な、何を言って……

　何とか否定しようとするのだが、彼女のチャット内容が余りにも猫姫さんらしくなくて、それ以上の言葉が出て来ない。

◆猫姫：いや、本当に謝るね、悪かったよ

◆ルシアン：ま、マジで男なんすか？

◆猫姫：そう、マジでリアル男

◆ルシアン：しかもおっさんなんですか？

◆猫姫：そうそう、リアルおっさん

「そ、そんな……」

　俺は絶望的な心しん境きようで肩を落とした。

　あの猫姫ちゃんが、俺の初恋と言っても良い彼女が、まさか中身男──おっさんだなんて、そんな馬ば鹿かなことがあり得るのか。

　いいやありえない。

　ありえるはずがない。絶対にない。

　そうか猫ねこ姫ひめちゃんは俺おれと結婚したくなくて、俺を傷つけずに振る為ために嘘うそを吐ついているんだ。優しい彼女ならそんなこともありえる──。

◆猫姫：っていうか、リアル女の子が『にゃ☆』とか言うわけないし、流石に気付こうよ

「う、うわ、うわああああああああああああ」

　俺は絶望の叫びを上げてキーボードを叩たたきつけた。

◆ルシアン：くぁｗせｄｒｆｔｇｙふじこｌｐ

「あの野や郎ろう、くそ、くそ！　偽にせ物ものめ！　裏うら切ぎりやがって！」

　滅め茶ちや苦く茶ちやに押されたボタンが反応したか、ＬＡが強制的に終了する。そのことにも気付かず、本気の涙を流しながら何度も何度もキーボードを殴なぐる。

「くそ、くそ！　もう絶対、絶対に！」

　ガン、と強く叩きつけた瞬しゆん間かんにキーボードから外れたいくつものキーが宙ちゆうを舞った。

「ネトゲの女なんて信じたりしねえええええ！」




　それがおよそ二年前のことだ。

　今でも思い出すだけで背せ筋すじが凍る、それはそれは恐ろしい思い出だ。

◆ルシアン：──ということがあったんだよ

◆アコ：そうなんですか。ゲームの中で女の子になろうなんて、大変な人が居るんですね

◆ルシアン：あの頃は俺もまだ素人だったからな……

　長い時間をかけ、俺はひとしきり語り終えた。

　これで恐らく、目の前にいる彼女に──いや、正確には俺のキャラクターの目の前にいる女キャラクターに、しっかりと意い図とが伝わっただろうと思う。

◆ルシアン：そういう訳だからさ

◆アコ：はい！　お願いします！　私と結婚してください！

◆ルシアン：俺の話を聞いてたのかお前!?

◆アコ：聞いた上であえてお願いします！

◆ルシアン：あえての意味がわからねえ！

◆アコ：私と結婚した方が楽しいのは確定的に明らかです！

◆ルシアン：その自信の源が何か知らないけど、とにかく駄目だって！

◆アコ：じゃあいつ結婚するんですか？　──今でしょ！

◆ルシアン：今じゃねえよ！　話を聞けよ！

　これは大体そんな、俺と『嫁よめ』の話。
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　俺おれが通う県立前まえヶが崎さき高こう校こうでは月に一度、朝に全校集会がある。

　体育館で集会の開始を待っていた俺は隣となりに並んだ友人に声をかけた。

「速そく報ほう、俺氏ついに嫁よめができる」

「はっ、今年ことし何人目だよ西にし村むら」

　クラスメイトが呆あきれた様よう子すで言い返した。

　西村ってのが俺のリアルの名前だ。

　いや、リアルの、とか前置く必要もなく、普通に俺の名前なんだけど。

　ネットにどっぶり浸つかってると、現実のことに一々『リアルの』って前置きをする癖くせがついたりしないかね？

「いやな、それが聞いて驚け、一人目だ」

「大おお嘘うそつくな、嫁とか三ヶ月毎ごとに変わってるくせに」

　真ま面じ目めに言ってみたんだけど、思いっきり否定された。

　あの、返事まで一秒もなかったんだけど。

　そこまであっさり言い切らなくても良いんじゃないかな。

「もうちょっと他のリアクションないか？　マジで結婚したのか!?　みたいなの」

「ねーよ」

「お前に彼女ができた時点で既すでに心しん臓ぞうが止まるぐらい驚くけど」

「二十年後ぐらいに結婚したって連れん絡らくが来ても滅め茶ちや苦く茶ちやに驚くな」

「異い論ろんはねえけどもうちょっと言い方があるだろ！」

　他のクラスメイトまで乗ってきて、随ずい分ぶんと酷ひどい言い様ようだった。

　その内一人はいぶかしげに眉まゆをひそめると、

「ってか何なんだよ、嫁って」

「こいつの言う嫁って、ただのお気に入りキャラだよ」

「そーそー、『俺の嫁』ってヤツ」

「うわ、キモッ」

「やめろよ！　ガチトーンで言われると傷つくだろ！」

　俺は頭を抱えて、わざとらしくダメージを受けてみせた。

　といっても傷ついて見せるだけだ。実際はそんなにショックじゃない。

　これはなんというか、一種の処しよ世せい術じゆつみたいなもんだ。

　学校のクラスってさ、どいつもこいつも何かしらの『キャラ』みたいなのを持ってないかな。

　運動部所しよ属ぞくのスポーツマン、音楽には詳しいバンドマン、成せい績せきの良い委員長タイプ、ちょっと柄がらの悪い不ふ良りよう系けい、みたいなヤツな。

　でも俺は成績が中の中、部ぶ活かつは帰き宅たく部ぶで趣しゆ味みはネトゲ。もうリア充じゆうできる要素なんて一つもない平へい凡ぼんな男子高校生だ。

　そんな俺おれがそれなりにクラスで生きていこうとキャラ作りを試みると、その結果は──。

「西にし村むら、本当にガチオタだよな……」

「俺はそれで人生楽しいんだよ、放っといてくれ」

「まあその嫁よめ、今度紹しよう介かいしてくれよ」

「モニターから西村の嫁を取り出す方法を調べるのが先だろ」

　そう、オープンオタクになってしまったのだ。

　でもさ、これが意い外がいと楽なんだ。オタキャラって結けつ構こう需じゆ要ようがあるもんだから、クラスでは何をはばかることなく生きていけるんだよ。

　例えば、そう。

「そういや西村、芸げい人にんのジャンボ佐さ藤とうがネットで生なま放送してるって聞いたんだけどマジ？」

「ああ、マジマジ。昨日きのうもやってた」

「うっそ、おもしれえの？」

「聞けばわかるけど、これがもう超つまんねえから」

「だよなー！　だと思った！」

　こんな話をする時に、俺の存在が欠かせないらしい。

　オープンオタクは『そういうネタならこいつに聞いとけ』という需要がある。

　オタっぽい話を振って大だい丈じよう夫ぶな相手、という安心感を提てい供きようできるのだ。

　ネットの生放送なんて話だが、俺が当たり前の様ように『見た』と言ったせいか、クラスメイトはほっとした様よう子すで話を続ける。

「あいつ、どうせ一発ギャグしかできないんだろ？」

「そうそう、どのコメントにも返し一いつ緒しよなんだよ。そいつはジャンボだ！　って」

「コメント荒れまくりだろそれ」

「それだけなのにたまにハマるのが怖こわいけどな」

　会話に乗ってくる他のクラスメイト。どうせこいつらは自分で生放送を見ていたに違いない。

　でもそれっぽいことを言ってオタ扱いされるのを避ける為ために、わざわざ俺を介してからこの会話をするのだ。

　何せ思いっきりオタク宣せん言げんをしている俺と話している限りはオタクっぽい話が許されるという免めん罪ざい符ふが与えられる。

　それ以外に話題のない俺に付き合ってやっている、という言い訳わけだよ。

「一いつ発ぱつ芸人とかどうでもいーんだよ。あー、彼女ほしー」

「悲しい話するのやめろよお前」

「嫁ならいるぞ」

「悲しい話するのやめろよ西村」

　勿もち論ろんこうやって普通の話にも絡からめる。

　自分を隠かくさなくて良いし、サブカルの話題なんて幾いくらでもある。リア充じゆうっぽい話について行けなくても、それが俺おれのキャラなんだから何も問題ない。

　我ながら結けつ構こう上う手まいことやったな、と思ってたりする。

　唯ゆい一いつの問題は────女子からの視線、かな。

「きっも……」

　と、俺達の斜め後ろからそんな声が聞こえた。

「まーた気持ち悪い話してる。オタクマジ気持ち悪い。近寄んないでよね、本当に」

　そちらに顔を向けると、そこには冷たい視線で俺を睨にらむクラスメイトの女子が。

　オープンオタクなんてやってると、やっぱ『キモイ』だの『ウザイ』だのと言われる機き会かいはある。ちょっと腹は立つけど、やっぱそれが普通の女子校生なんだろうな。

　あの子の名前は確か、瀬せ川がわなにがし、だったと思う。

「なんだよ瀬川、オタク一ひと纏まとめで気持ち悪いみたいに言うなよ。世の中にはワインオタクとかフラワーオタクなんかの洒落しやれたオタクもいるんだぞ、そういう人に悪いだろ」

　形だけ言い返した俺に、瀬川はさらに視線を細めた。

「っつか、西にし村むらが気持ち悪い」

「ぐうの音ねも出ないからやめてくれ！」

「ああ西村、可哀かわい想そうに。事実って痛いよな」

「いくら本当に気持ち悪いからといって、気持ち悪いとはっきり言わなくてもいいのに」

「お前達の方がよっぽど酷ひでえよ！」

　まあ、こんなのだからさ、絶対彼女とかはできないんだよな。

　自分でも正直諦あきらめてる。俺にはもうゲームがあればそれでいいんだ。

「でも瀬川、口だけマシなら可愛かわいいのになあ」

「知ってるか、隣となりの前まえ田だが告こくって粉ふん砕さいされたらしい」

「勇ゆう者しやだなおい」

「アイツもオタっぽいよな。そういや西村みたいなヤツが好きそうだよな、瀬川って。ほら、顔はそれなりだし、背は小さくてツインテールだし」

　ひそひそと話すクラスメイトに促うながされ、さっきの子に視線を向けると、

「んー、それでツンデレならいいんだけど、あいつツンしかないから……う、わ……」

　それはそれは猛もう烈れつな殺さつ気きの籠こもった瞳ひとみと目が合った。

「……あんた、本気でぶっ殺すわよ」

「すんませんでした！」

「西村を、西村を許してやってくれ！　こいつはただツインテールを愛しているだけなんだ！」

「マジで気持ち悪い……あたしと同じ所で空気吸うのやめてくんない？」

「酷い！」

　そこまで言うことなくねえ!?

　びっくりして身を動かしたところで、隣となりのクラスの女子と肩が当たった。

「きゃっ……」

「あ、ごめん。大だい丈じよう夫ぶ？」

「ぁ、いえ……」

　その子は怯おびえたように身を引いて、ふるふると首を振った。前まえ髪がみが長い上に俯うつむいていてよくわからないが、本気で怖こわがられているみたいだ。
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　そんなに怖いですかオタクが。

　そうですよね、近くに存在してごめんなさい。

　ま、世せ間けんのオタクに対する目なんてこんなもんだよな。

「そろそろ集会が始まるわー、全員静かにしなさーい」

　クラスの前方でうちの担たん任にんがだらだらと言う。二十代前ぜん半はん、未み婚こんの女教きよう師し。若い割にやる気は見せないが厳きびしくも言わない、極ごく々ごく普通の国こく語ご教師、斉さい藤とう先生だ。うぃー、と適当に返事をしながらクラスメイトが口を閉じ始める。

『おはよう、皆。会長の御ご聖しよう院いんだ。これより全校集会を始める』

　そして生徒会長の平静な声が響ひびき始め、集会が始まった。その美び貌ぼうと自信満まん々まんな態度で当選したと噂うわさされる会長の姿すがたをぼんやりと見ながら、俺おれは小さく溜ため息いきを吐ついた。

　いや、本当にリアルじゃ女の子に縁えんとかないんだよ。

　マジマジ、全然ないの。

　でも、でもさあ。

　俺おれに嫁よめができたってのは、本当に本当なんだけどなぁ。




　　　　†††　　　†††　　　†††




　キャラクター名『ルシアン』の上に浮いたライフポイントゲージが減っていくのを冷静に見つめながら、俺はぽんぽんとテンポ良くキーボードを操そう作さした。

　耳につけたヘッドホンからはモンスターの鳴き声が何重にも重なって響ひびいている。

　俺の操作キャラクターであるルシアンは、深いダンジョンの中を全ぜん速力で駆かけ抜けていた。

　一人で、じゃない。画面を覆おおい尽くす程のモンスターを背後に引き連れて、だ。

「ああっ、くそっ……面倒めんどくさいな」

　走り続ける間に探たん知ち範囲から逃のがれてしまい、一いつ匹ぴきのモンスターがその場に足を止める。

　俺は敵の塊かたまりをくるりと回って回かい収しゆうしたが、その過か程ていでまたライフが減り、ゲージが更さらに減げん少しようした。

　こんなのは普ふ段だんなら大して苦労のないプレイで、ミスなんて絶対にしない所だ。

　それがさっきからミス続きだ。最低でも八割のライフを保って味み方かたの所に戻りたい所なのに、既すでにライフは半分を割ってしまっている。集中力が足りていないのは間違いない。

　そしてその原因はわかっている。

　画面下か方ほうのチャットウインドウを勢いよく流れ続けるギルドメンバー達の会話だ。

　間違いなく全てこれが悪い。俺は悪くねえ。俺は悪くねえ。

◆アコ：それで、ルシアンと初めて会った場所に来てもらって、そこで告白したんですよ

◆アプリコット：ついにか。まだかまだかと思っていたが、アコの方からだったと。

◆シュヴァイン：俺様から見れば遅すぎるぐらいだ。はっ、腰抜けだなｗ

◆アコ：それがルシアンには一度断られてしまって……

◆アプリコット：本気か？　アコの告白を一回断ったというのか？　頭の病気か何かか

◆シュヴァイン：ふん、俺様ならありえんなｗ　馬鹿者ここに極まれりだｗ

◆アコ：想像を絶する悲しみが私を襲いました……

「こいつら……」

　好き勝かつ手て言いやがって、この敵の塊をまとめて叩たたきつけてやろうか。

　暗い気持ちを抱えながら味方の元へとひた走る。モンスターを狩からせる為ためではない、チャットをやめさせる為だ。

◆アコ：でもルシアン、私が指輪につけるエンチャントを用意して来たら『そんな勿体ないもの買わなくて良いぞ』なんて言ったんですけど、私にくれた指輪の方には20Ｍぐらいする全耐性強化をつけてあって

「うおおわあああああ急げええええええ」

　色々とバラされる前に、と全速力で仲間の目の前に走り込んだ。

　以前は大きな剣を使っていたが、その頃ころとは正せい反対に大きな盾たてを持った俺おれのキャラクターが敵の攻こう撃げきを受け止めはじめる。

◆ルシアン：ほら、餌持ってきたぞお前ら！

　足を止めた為に一気に攻撃が集まる。道どう中ちゆうで回復していたライフも一気に削けずられ、ゲージの色がグリーンからイエローへと変わる。

◆シュヴァイン：あのむっつり男め、何だかんだと言ってノリノリじゃねえかｗｗｗ

◆アプリコット：男のツンデレもそれはそれで良いではないか

◆ルシアン：人がＭＯＢ釣ってきてるのにチャットしてんじゃねえよ！　ちょっとは受け持てシュー！

　俺が殴なぐられてるだろ俺が！　死ぬぞ！

◆シュヴァイン：むっつり旦那に言われたくねーなｗ

　そんなチャットを浮かべた後、大たい剣けんを持った仲間、シュー──正式名めい称しようシュヴァインが、敵に攻撃を浴びせはじめた。

◆ルシアン：この敵全部お前になすりつけてやろうかこの野郎

◆シュヴァイン：は、この程度のカスで俺様が死ぬとでも？

　何を偉えらそうに、半分でも絶対死ぬだろお前。

◆アコ：お帰りなさい、ルシアン

　そして嬉うれしそうに『俺の嫁よめ』、クレリックのアコが声をかけてくる。

　いや、お前はヒーラーだからな。戦せん闘とう中にのんびりチャットを打ってる余よ裕ゆうがある職業じゃねえからな。

◆ルシアン：そういうの良いからヒール！　ヒールしろアコ！

　勝かつ手てなことばかりの仲間達にいらだちながら必死に敵を削る。

　しかしキャラクターの上に浮いているゲージは急速に削れて行く。

　ライフ半分以下を示すイエローを過ぎ、さらにレッドへ。

「おいおいおい、ヒール、ヒールくれ！」

　俺の操そう作さするルシアンの上にヘルプマークと瀕ひん死しのマーカーがつく。もはや限界だ。

◆アコ：ごめんルシアン、すぐにやるからちょっと待って！

「そのチャット打ってる時間に何回スキル使えるんだよ！」

　イライラと操作を続けて数秒、ようやく派は手でな緑みどり色いろのエフェクトが画が面めん上で輝いた。

　回復スキルは無ぶ事じに発動した。

　──敵の群れのど真まん中なかに。

◆ルシアン：お前何やってくれてんの!?

◆アコ：ご、ごめんルシアン！

　だからその文字を打ってる間に操そう作さを！

　俺おれが死を覚かく悟ごしたところで、アコの後方に立っていたローブ姿すがたの男キャラクターに吹き出しが表ひよう示じされる。

◆アプリコット：ははは、心配など要らぬさ。見よ、これがリアルマネー十五万円をかけて強化した杖の、そして使い捨ての課金魔力ブースターお値段三百円、十個一気に買ったら何とおまけで１個プレゼントの力！

◆ルシアン：何そのユーザー舐めきった課金アイテム！

　超もったいねえ！　やめとけよ！

　そう思ったものの、止めるまもなく魔ま法ほうは発動した。

　課金アイテム独特の普ふ段だんより派手なエフェクト、盛せい大だいな効果音、そしてとんでもない威い力りよくが画面を覆おおうように炸さく裂れつした。

◆アコ：マスターすごーい、モブがゴミみたい！

◆アプリコット：はっはっは、これが伝説の杖の力だ

　つまり金の力じゃないか、嫌いやな伝説だ。

　しかし課金杖の時点で十分過ぎた火か力りよくに課金アイテムがさらなる力を与え、フィールドに降り注そそいだ隕いん石せきは見事にモンスター集団を叩たたき潰つぶしてくれた。

◆アプリコット：ふっふっふ、一確ほど気持ちの良いことはこのゲームに存在しないな

◆ルシアン：うわ、ここのモンスター確殺なのかよ

　攻こう撃げきをすれば乱らん数すうに拠よらず確実に殺す確殺、それも一いち撃げきで倒す一確は、モンスター狩がりにおいて最大効こう率りつを引き出す要素の一つだ。

　しかしそれなりに難度のある狩り場でそれを実現するのは並なみ大たい抵ていのことじゃない。

　彼、我らがギルド『アレイキャッツ』のマスターであるアプリコット氏は、その重じゆう課か金きん戦せん士し振りにおいてそこらの廃はいギルドですら追いつけない域いきにある。

　はっきり言って見ていて胸が痛い。減ってるのは俺の金じゃないのに自分が損しているみたいに辛つらい気持ちになる。

◆アプリコット：当然だ。課金アイテムは伊達じゃない。今の隕石一つにうめえ棒が三十本入っていると思っていただきたいな

◆ルシアン：一本十円が三十本……

◆シュヴァイン：今の一発にはルシアン以上の価値がある訳だな？ｗ

◆ルシアン：俺の価値低すぎねえ？

　話している間に俺のキャラクターを緑みどり色いろの光が包みこんだ。

　ようやくの回復魔ま法ほうのエフェクト。無ぶ事じにライフのゲージは緑に戻った。

◆アコ：ごめん、話してる途中だったから遅くなっちゃって

　ぺこぺこと頭を下げる白い服を着た女のキャラクター。俺おれの嫁よめのアコだ。

　結果死ななかったから良いものの、なかなか操そう作さが上う手まくなってくれない。そろそろゲームを始めて一年になろうっていうのになぁ。

◆ルシアン：それ以前に狩りの途中にチャットに熱中するってのがな

◆シュヴァイン：どうせ死ぬのは俺様じゃなくルシアンだ、問題ないぜ

◆アプリコット：旦那たるもの懐の深さを見せるべきではないかな。次はもっとゆっくりでいいぐらいだ

　無責任な二人の言葉に、アコのキャラクターは嬉うれしそうに手をたたいた。

◆アコ：そっか。じゃあルシアン、ゆっくりしていってくださいね！

◆ルシアン：ゆっくりしねえよ！　さっさとヒールしろ！

　ああもう、ったく。

　せめてもう少しまともなヒーラーが居れば楽になるんだけど。

◆シュヴァイン：おいルシアン、自分の嫁に対してその発言はないんじゃねえか、なあ？

◆アプリコット：うむ、これはドメスティックだな

◆ルシアン：酷いことされたのは俺の方だよ！　それからドメスティックって家庭的って意味だからな！

　ちょっと怒るとこうやって言われるしな！　結婚なんてしたせいで余よ計けいに甘やかすしかなくなったじゃないか！

◆ルシアン：とりあえず後何回かは敵を運んでくるから。アコ、無理しなくて良いから俺が死なない程度に頼むよ

◆アコ：はーい、頑張ります

　アコは元気よく言った。

　出発する直前、ぴこん♪　と軽い音と共にチャットウインドウが開いた。

◆アコ：ありがとう、ルシアン

　続いてもう一ひと言こと。

◆アコ：だいすき




　要するに、断れなかったのだ。

　ネカマにプロポーズしたトラウマがあるから結婚とか無理なんだよ！　という俺の訴えを押しのけるほどの熱意で迫られた結果、ふがいなくも押し切られてしまった。

　ゲーム内で嫁ができてしまったのである。

◆ルシアン：ああ、疲れた……

◆アプリコット：ルシアン、経験値は増えたか？

◆ルシアン：まあ一応は

　全員で町に戻り、勝かつ手てに溜たまり場にしている喫きつ茶さ店てんに集まった。

　高級感のある木もく目め調の調ちよう度ど品ひんに、落ち着くＢＧＭ。雰ふん囲い気きの良いお気に入りの店だ。

　その店内に置かれた椅い子すの一つに座らせた俺おれのキャラクター、ルシアンのぴったり真ま横よこに、当たり前の様ようにアコが座った。

◆アコ：お疲れ様です。ルシアン、何度も殺しちゃってごめんなさい

　ぺこぺこと頭を下げ、アコのキャラクターがチャットの吹き出しを表ひよう示じした。

　吹き出しの中に書かれているのがアコの発言だ。吹き出しが出るだけあって周りの人全員に同じ台詞せりふが見えている。

◆アプリコット：確かに今日は普段より危なかったな

◆アコ：だ、だって……

　ぽんぽんと打ち込んだ俺の言葉の後に、ピコン♪　と軽い効果音が鳴る。同時にゲーム画面上に新しいウインドウが表示された。

　現れたのはアコからのささやきチャット。

　ウィスパー、ＷＩＳ、ＴＥＬＬなんぞと呼ばれる他人からは見えない二人だけの会話窓まどだ。吹き出しで行うチャットと違い、こちらでどんな話をしても聞かれる心配がない。

　皆と居る時にもアコはこうしてささやきチャットを飛ばしてくることがよくあった。

◆アコ：だってもっとルシアンと話したかったから……

「またそんなことを言ってなぁ……」

　ゲーム内ではそろそろ一年の付き合いになろうかという仲の良い友人アコ。

　こいつが俺の嫁よめだ。

　自分でも何を言っているんだと思うが、本当に俺の嫁だ。

　出会いは一年ほど前だろうか。初しよ心しん者しや丸出しだったアコに簡単なアドバイスをしてからの付き合いだ。内容はログアウトの仕方とか、そういう話だったと思う。初心者がゲームを終了する方法がわからない、なんて本当によくあることだ。何も珍めずらしい話じゃない。

　しかし完かん璧ぺきな初心者だった彼女は、それこそ鳥の雛ひなが初めて見たものを親だと思うように、最初に助けた俺にすっかり懐なつききってしまった。

　その時丁ちよう度ど猫ねこ姫ひめさんに玉ぎよく砕さいしてギルドを抜けていて悲しいソロプレイをしていた俺はなんとなくアコの面めん倒どうを見てしまい、気がつけばごらんの有あり様さまである。

◆ルシアン：でもアコ、もう結婚してるんだし、別にささやきで言ってこなくてもいいんじゃないか？　わざわざ二人じゃなくて皆で話せば良いだろ

　ささやきでそう返事をすると、しばしの間を置いてアコからも返事があった。

◆アコ：今……あなたの心に……直接……語りかけています……

◆ルシアン：おーい、アコー？

◆アコ：……ギルメンと……チャットをしている場合では……ありません……あなたのお嫁さんを大事にするのです……大事にするのです……大事にするのです……

◆ルシアン：人の話を聞けよ

　まあマイペースなヤツだ。しかし一いつ緒しよに居て飽あきない奴やつではある。

　困ったことも、面白かったことも、興きよう味みがあることも、ネタみたいな話も、とりあえず俺に振ってくる。そんな女性キャラだった。

『女性』じゃない、『女性キャラ』だ。

　中なか身みについては俺おれは知らない。

　ぶっちゃけた話、中身は男なんじゃねーかなーとは思う。

　っていうか、俺はネトゲに女なんていないと思っている。

　いや、この広いネトゲ世界のどこかには存在してるってのは知ってるよ？　もしかしたら俺の周りにも居るのかもしんないよ？　とんでもなく低い確かく率りつでアコが女だったりするかもしんないよ？　でもそれは俺には関係ない。ゲームの中の俺は『ルシアン』だし、アコは『アコ』だ。女ではなく『女キャラ』なのだ。

　ゲームとリアルは別べつ物もの。まったく関係ない。だからここに居るのは『男キャラ』と『女キャラ』であって、男と女じゃない。そういう考え方をするようにしてる。

　その方がお互いの為ためだし、精神衛えい生せい上も良い。

　──何せ中身男にガチ告こく白はくするなんて酷ひどい思いをすることもない訳わけだし。

◆シュヴァイン：しかしルシアン、あの程度の数で死にかけるとか、鈍っているなｗ

　と、集めたアイテムを精せい算さんして戻って来たシューが偉えらそうに言った。

　こうして狩かりが終わった後のアイテム分配をやってくれたり、俺様とか言ってるくせにやることはマメなヤツなのだ。裏側に真ま面じ目めっぽい影が見え隠かくれして案あん外がい可愛かわいい。

◆ルシアン：大きく出たなお前、じゃあ代わりにやってみろよ

◆シュヴァイン：あ、言うか？　それを言うか？　よし見ていろ、次回は俺様が全部釣ってきてやる

　ふん、と気き合あいのモーションを取ってシューが言う。

　それに大きく拍はく手しゆしてアコは

◆アコ：メイン盾来た！　これで勝つります！

◆シュヴァイン：いや、俺様が持ってるの剣だが

◆ルシアン：アコ、それで良いのかお前は

　うん。やっぱこんなこと言う女が居るわけねえよな。

　だからってネトゲとリアルは別だし、気にしない。

「まあこんなもんか」

　今回の狩かりで集まった資金の分ぶん配ぱいを受け取って息を吐く。

　幾いくら死んでも平気だよ、というほどＬＡは優しくない。死ぬとペナルティとして経けい験けん値ちがぐぐっと下がるようになっているのだ。今日きようも色んなモンスターを倒したが、その分の経験値はそのままなくなるぐらいのデスペナを受けている。得た物はこのお金ぐらいのものだ。

　皆と遊ぶのが目的であって、得られる物の多少は構わないけども。

◆アプリコット：しかし二人とも、今日もべたべたと引っ付いているな

　と、俺おれ達のキャラクターへ視線を向けて、マスターが言い出した。

◆ルシアン：ベタベタって、普段通りだろ

◆アプリコット：それが普段通りだというのがつまり愛の証ではないだろうか。私達が出会ってそろそろ一年になるが、ルシアンとアコは以前から仲が良かったしな。収まるところに収まったというところだ

　画面の中でうんうんと頷うなずくマスター。ゲームの結婚で愛がどうだとか、そういう言い方をされると凄すごく恥はずかしいのでやめて欲しい。

◆ルシアン：そんなんじゃないって

◆シュヴァイン：何だその謙遜は。ふん、リア充どもめが

　分配金を配り終えたシューが剣を振りかざして言った。

　どういう理り屈くつだよ。ゲーム内ない結婚のどの辺りがリア充なんだか俺にはさっぱりわからん。

◆ルシアン：どこがだよ、いいとこネト充だろ

◆シュヴァイン：それはそうだが……いやいや待てよ。考えて見るとやはり俺様の方がリア充だな。最近はリアルで告白もされたしな

◆アプリコット：ほう、それは凄いな

◆ルシアン：マジで!?　シューってまさかイケメンか！

　うっわ、羨うらやましい。むしろコイツの方がずっと妬ねたましい。

　くっそイケメンとか死ねば良いのに──。

◆アコ：わー、シューちゃん死ねば良いのにね

◆ルシアン：え？

◆シュヴァイン：あ、あこ？

　隣となりのアコが妙みような気き炎えんを吐いた。

　メンバーの動どう揺ようも無視して続ける。

◆アコ：もう本当にリア充とか死ねば良いですよね。告られる人とかゲームから出ていけばいいんですよ、近くに居るだけでなんか不幸になる気がするし。ああ滅びないかなああいう人種、世界の害悪ですよふふふふふふふふふ

◆ルシアン：アコ、落ち着け落ち着け！

◆シュヴァイン：振った、振ったぞ！　俺様は恋愛なんぞに興味はないからな！

◆アコ：ふひふひふひひひひ

◆ルシアン：戻ってこーい！

　どうどう、とアコをなだめる。

　うん、まあ、たまに変になることもある嫁よめだ。

◆ルシアン：俺もリア充を憎む気持ちは同じだが、それを仲間にぶつけちゃだめだぞ

◆アコ：は、はい、失礼しました

　ぺこぺこと頭を下げるアコ。

◆シュヴァイン：それについては俺様も同意見だけどなｗ

◆アプリコット：私もその気持ちはよくわかる

　全員が見事に同意した。

　なんでリア充への嫉しつ妬とで一いつ致ちするんだよ。歪ゆがみすぎだろ、このギルド。

　でも、だからこそ気が合う、何とも良い奴やつらばかりだ。たった四人のギルドだけど、俺が楽しくゲームしていられるのはこいつらのお陰だと思う。

◆アプリコット：そういう意味ではアコとルシアンが一番充実しているな

◆アコ：それがそうでもないんですよ、聞いて下さい！

　ぱっとアコが立ち上がる。

　くるりとキャラクターの向きを変えて俺に向かい合わせると、両手で胸を押さえて訴えるようにチャットを出した。

◆アコ：私の愛の籠もった告白を、ルシアンったら何度も何度も断ったんです。もう私の寿命がストレスでマッハでしたよ！

◆ルシアン：結局はＯＫしただろ

◆アコ：結果より過程です！

　おお、言うじゃないか俺の嫁。

　お前がその気なら俺にも考えがあるぞ。

◆ルシアン：よしわかった、じゃあ一度リセットして最初の話し合いから始めるか

◆アコ：嘘ですごめんなさい離婚だけは嫌ですお願いします捨てないで下さい！

　アコは一いつ瞬しゆんにして折れた。

　こういう素直な所は好きなんだけどなあ。

◆シュヴァイン：そう、問題はそれだ

　シューの吹き出しがアコに被かぶさるように表ひよう示じされた。

◆シュヴァイン：ルシアン、アコに結婚申し込まれて一度断ったんだと？　本気か？　俺様が言うのも何だが、普通ならＧ単位で貢がないとＯＫしてもらえないような逸材だぞ？

◆アコ：そ、そんなことないですよぉ

　大きな吹き出しの裏で照れているっぽいアコ。

　照れんな照れんな、お前まえ全然褒ほめられてないぞ。姫ひめプレイみたいな扱いをされてるから。

◆アプリコット：私も気になるな。何が嫌だったんだルシアン。お前達はこれまでずっと上手くやっていただろう？

　マスターも一いつ緒しよになって尋たずねてくる。

　正直言って説明したくもないんだけどなぁ。

　しかし聞かれて答えないのも悪い。ぽちぽちとキーボードを叩たたく。

◆ルシアン：別にアコが嫌だったんじゃなくて、俺はゲーム内で結婚とかそういうのが嫌だったんだって。だってお前、ゲームだぞゲーム。現実じゃないんだからさあ

　だから一度は断ったのだ。

　アコの申し出が単純に仲を深めたいという気持ちだと思えば悪くは思わないけど、結婚と言われるとやっぱり引いてしまう。その──猫ねこ姫ひめさんのこともあったし。

◆シュヴァイン：なにが現実とは別、だ。どうせお前なんぞリアルで結婚できないんだ、こっちで経験しとけば良いだろう、ルシアン

◆ルシアン：超えちゃいけないライン考えろよお前!?

　言って良いことと悪いことがあんだろ！

　俺だってショック受けるんだぞ！

　さらに言い募つのろうとした俺の機き先せんを制すように、アコのチャットが画面に表示された。

◆アコ：あ、そうそう。ルシアンが言ってたんですけど、昔男の人に告白したことがあるんですって

◆ルシアン：なっ

◆シュヴァイン：ほうｗ

◆アプリコット：なんと！

　あ、アコ!?　お前言うか!?　それあっさり言うか!?

　旦だん那なの恥ち部ぶをいきなり漏もらすかよ!?

◆シュヴァイン：まさかの同性愛かｗｗｗ　構わんぞ、俺様はそういうのにも理解のある方だからなｗｗｗ

◆アプリコット：ああ、私もだ。大丈夫だぞルシアン、何も心配しなくて良い。私達は仲間だ。ああ待て、それ以上こっちに近づくなよ、ギルドから追放するぞ

◆ルシアン：容赦ねえなお前達！

　シューとマスターが溢あふれる笑いを全面に表して言った。

　ああくっそうぜえ超うぜえ。しかもそんな所で受け入れられても困るわ！

◆ルシアン：そういうんじゃなくて。ただちょっと、ほら

◆シュヴァイン：ほら？

◆ルシアン：だからその

◆アプリコット：その？

◆ルシアン：本当に大した話じゃないんだけどな

◆シュヴァイン：笑わないから、ほら

◆アプリコット：大丈夫だ、心配要らない。ギルマスを信用しろ

◆アコ：大丈夫だよルシアン、皆もちゃんと聞いてくれるから

　マスターとシューにアコから代わる代わる促うながされる。

　あー、言いたくねえ。言いたくねえけどしょうがないか。

◆ルシアン：ちょっとその、昔ネカマにガチで告って盛大に振られたことがあってさ……

◆シュヴァイン：ｗｗｗｗｗｗｗｗｗ

◆アプリコット：ｗｗｗｗｗｗｗ

◆ルシアン：やっぱ笑うんじゃねえかよ！

　打ち込んだ直後に鬱うつ陶とうしいぐらいに笑われた。

　ああああやっぱ言うんじゃなかった！

◆シュヴァイン：俺様としたことが、真剣に腹が痛いｗｗｗ　笑い過ぎて文字を打つのも辛いぞｗｗｗ

◆アプリコット：リアルでコーヒーを吹いたのは初めてだ、やるなルシアン、こんな大ネタを隠し持っていたとは

◆ルシアン：受けすぎだろお前ら！

◆シュヴァイン：ネカマに告白したんだぞ？　もう黒歴史過ぎるだろうが

◆アプリコット：青春の思い出、だな

◆ルシアン：忘れろ、忘れてくれ！

◆シュヴァイン：忘れるわけがないだろうが

◆アプリコット：既にスクリーンショットも撮ってコピーした

　お前まえ達マジ腐くさってんな！

　良い奴やつらだと思った俺の温かい気持ち返せ！

◆シュヴァイン：画像タイトルは７・１３、ルシアンネカマ告白事件にして保存しておこう

◆ルシアン：事件自体が起きたのは今日じゃねえし！　今すぐ消せし！

　ってか俺がネカマなことをカミングアウトした、みたいになってんだろ！

　しかし実際、あの玉ぎよく砕さいは痛かった。

　俺は極ごく々ごく普通の嗜し好こうをしてるつもりなので、結婚とか恋れん愛あいってなると、やっぱり相手が異い性せいであるってことが重要だと思う。中なか身み男かもしれない相手と愛を囁ささやき合うってのはいささか難なん易い度どが高い。

　それでもアコとの結婚をＯＫしたのは『ゲームとリアルは別だ』という俺のこだわりが故ゆえだ。

　二年前のあの日、ネカマに本気の告白をした衝しよう撃げきは余りにも大きく、事件直後にギルドを抜けた俺おれは一年近くソロプレイを続けたぐらいだった。

　その中で立ち直るきっかけになったのが一つの真しん理りだ。

「それは……『可愛かわいければ良いじゃないか！』だ！」

　画面の前で一人拳こぶしを握る。

　そのぐらいに偉い大だいな真しん理りである。

　例え相手のリアルが男でも、ゲーム内で女を演じていてそれが可愛いなら良いじゃないか。俺はゲームの中の可愛さを愛めでるのだ。例えネカマでもそれを愛でる。

　そう、俺は騙だまされたんじゃなくゲームの中での真実を見たのだ！

　──とまあそう考えることで心に折り合いをつけたのだ。ゲームとリアルは別べつ物もの。まったく関係ない。それが今の俺の理り念ねんなのだ。

　そんな俺が、相手がネカマかもしれないから結婚とか無む理りだしー、と言うのは余りに自分に都つ合ごうが良いじゃあないか。アコはアコなんだから、例えリアル男でもそこは別に見るべきじゃないか。

　そんな思いから最終的には押し切られてしまったのだ。

　ほら、それにさあ。

◆アコ：ルシアン、怒ってる？　やっぱり誰にも言わない方が良かったですか？

　ピコン、とアコからのささやきチャットに表ひよう示じが出る。

◆ルシアン：あー、気にすんな。いじられるのは覚悟の上だし

◆アコ：ありがとう、ルシアン

　というチャットから一いつ拍ぱくおいて。

◆アコ：だいすき

　そんな文字が映し出されると同時に、アコから幾いくつものハートマークが飛んだ。

　だってほら、やっぱり可愛いものは可愛いじゃん！

「…………お、落ち着け、落ち着くんだ俺。のめり込むと後こう悔かいするのは経けい験けん済みだ……！」

　すーはーすーはー。

　深しん呼吸して心を落ち着かせる。

　俺のキャラの隣となりに座る黒くろ髪かみに白いローブをまとった少女。これはあくまでもアバター、ゲーム内の外観であって、リアルの俺がそれにドキドキするなんて不健全だ。

◆アプリコット：なるほどな、それで渋った訳か

　ひとしきり笑って落ち着いたか、うんうんと頷うなずいてマスターが言った。

　そんな気にしてるわけじゃないよ。リアルとかどうでもいいし。マジマジ、本当にどうでもいいと思ってる。

　そりゃ確かに、中なか身み女ならいいなとは思うよ。中身が男じゃないならアコのことは良い子だと思ってるし、中身が男じゃないならゲーム内とはいえ女の子から好かれるって悪い気分じゃない。中なか身みが男じゃないなら──でも、男だよなあ普通に考えて。ふひひひひ、とか笑い出す女が居るのかよ。

　万まんが一いちの確かく率りつで女の子だったとして同どう年代とかあり得るか？

　クラスの女子を想そう像ぞうしてみてその子がネトゲしてるって……ねーよなぁ。

　あー、どう考えてもないない。

◆アコ：私、一応女の子、ですよ？

　そんな空気を感じたか、アコがそんなチャットを打った。

　おい、一応ってなんだよ。

◆アコ：ＬＡではクレリックだけどリアルでは文学少女タイプですから

◆シュヴァイン：おい待て、その宣言をオープンチャットでするのはネトゲ最大のタブーだぞ

　シューがたしなめた。

　確かにリアル情報、それも女アピールとか最も嫌きらわれることの一つだ。

◆アコ：そうなんですか？

◆ルシアン：そだな、もうやらない方が良い

　きょとんとしたアコを俺おれもたしなめる。

　町まち中なかとはいえ人通りがない喫きつ茶さ店てんで本当に良かった。

◆アプリコット：タブーなど下らない。私などもう普通にリアルＪＫだからな

　ふふん、と笑ってマスターが言う。

　リアルＪＫ──女子高生。マスターが。

　全身課か金きん装そう備びで固めて戦せん闘とう中は課金アイテムでパワーアップし死にそうになると課金回かい復ふくアイテムを食う、この超ちよう重課金戦せん士しが女子校生だと申すか。

◆ルシアン：マスターマジないわ

　余りの気持ち悪さに素すで突っ込む。

◆アプリコット：勇気を出してタブーを踏み越えたというのにこの扱い、むしろ若干気持ちが良い

◆シュヴァイン：マスター、それはありえんぞ

◆アプリコット：シュヴァインまでか

◆アコ：マスターマジないです

◆シュヴァイン：四面楚歌か

　どう考えても独どく身しん社会人な重じゆう課金をしておいて何が女子高生か。馬ば鹿かを言うもんじゃない。

　一いつ般ぱん的な男子高校生の俺でも羨うらやましくなるような課金額がくを、男より何かと金のかかる女子が捻ひねりだせるもんか。

◆アプリコット：しかし、なるほどな。ルシアンの懸念はわかった

◆ルシアン：いや、何も言ってないけど

◆アプリコット：うむうむ、みなまで言うな

　最初から言ってないって。

　そんな俺おれの意見を軽やかにスルーし、マスターは続ける。

◆アプリコット：ならば！　こうしよう！

　マスターの頭の上にどどんと大文字が現れた。

「ギルド　アレイキャッツ……第一回オフ会開かい催さい決定……？」

　ぽけー、とその文字を読み上げる。

　ついでにどどーんと花はな火びが上がった。ここ室内なんだけど。

◆アプリコット：はい拍手！

◆ルシアン：マスター、そのビッグチャットも花火も課金アイテムでは

◆アプリコット：はい拍手！

　ぱちぱちぱち、とおざなりにそれぞれが手を合わせた。

　何、え、オフ会？

　オフ会ってオンラインで知り合いの面子メンツがオフライン、つまりリアルで会うってことだろ？

　この流れでやんの？　マジで言ってんの？

◆アプリコット：ギルド結成一周年とあれば何かしらイベントをしない訳にはいくまいな、と思っていた所だ。そこでこの機会だ、初のオフ会をするというのはどうだろうか

◆シュヴァイン：どうだろうか──と言いながら、開催決定になっていないか

　チャット内容へ突っ込んだシューに、マスターは、

◆アプリコット：開催するのだ！

◆シュヴァイン：独裁になったぞ!?

　仮にもマスターなんだから仕方がないっちゃ仕方がない。

　しかしまあ別に決めるのはいいけど……。

◆シュヴァイン：ぬう……それには、皆も参加するのか？

　若じやつ干かん嫌いやそうに言うシュー。

　文字だけのチャットでもそういう空気は十分に伝わる。

◆アコ：オフ会って、皆と会うんですよね？

　ほんのりと引き気ぎ味みなアコ。その言葉だけで、やっぱりな、と思った。オフ会なんて出ちゃったら中なか身みがわかるもんな。そうだよな。

　とはいえ俺の方も積極的ではない。

　だってほら、アコの中身が男でも女でもどっちでもいいよ。リアルとゲームは別だよ。それが俺にとって絶対の真しん理りだよ。だから結婚したんだよ。

　でもそれって、やっぱり真実を知らない前ぜん提ていじゃん？

　俺の嫁よめが中身男だって知った上で、さらにお前の真理を貫つらぬけって言われると……まだまだ若い俺おれにはちょっと難なん易い度どが限界を超えるんじゃないかな、みたいなさ。

◆ルシアン：でも住んでる場所とかバラバラなんじゃないか？　そんな簡単に集まれるか？

　俺は恐る恐る消しよう極きよく的な反対意い見けんを出した。

　このギルドはリアルの話を余りしない。リアルの話──主おもに性せい別べつ──とかできれば聞きたくなかった俺は余り話さなかったし、アコもシューもマスターも大してそういう話はしていないと思う。

　しかしマスターは、

◆アプリコット：ふふふ、私を舐めるな。気象の変化やローカルテレビの話題に関するリアクションから推測はできている。まず間違いなく全員関東地方だろう

　力強く言い切った。

　はい、正解です、俺は確かに関東です。

　確かに雨が降ってきたとか、地じ震しんだとか、そういう話題は全員揃そろっていたかもしれない。

◆シュヴァイン：おい、俺様は秋葉原だとか言われても行けねえぞ

◆ルシアン：そうだな。東京オフとか言われたらきつい

◆アプリコット：わかっている。皆が学生であることも予想済みだ

　む、それもバレてたか。確かに来週からテストだからログイン不定期、みたいなことをほんの少しだけ漏もらしたことはあったような気がしなくもない、けど。

◆ルシアン：よく見てるなマスター……なんか怖いぞ

◆アプリコット：ギルマスとして当然のことだ。心配するな、開催場所はマスターの権限で私の最寄り駅に設定する

◆アコ：マスター横暴ですねー

◆アプリコット：何とでも言うがいい。開催日は今週末日曜日！　その日に前ヶ崎駅に来られない者は来なくて良い

「近ちけえ！」

　思わずモニターの前で吹き出した。

　お、驚いた。俺の最寄り駅と同じだぞ。自転車でいける距きよ離りだ。

　しかしそんなマイナーな駅、俺とマスターしか集まれないだろうと思うんだけど──でもそれはそれで気が楽か。マスターなら飯めしぐらい奢おごってくれそうだし。

　幾いくらかは楽な気分で軽くキーボードを叩たたく。

　エンターキーを入力した直後、俺とアコ、シューの上に同時に吹き出しが表ひよう示じされた。

◆ルシアン：マスターの家近いな。俺は行けるけど

◆シュヴァイン：俺様は構わんが、成立せんだろう

◆アコ：私は大丈夫ですけど、そんな所で大丈夫ですか？

　………………えっ？

◆ルシアン：えっ？

◆シュヴァイン：えっ？

◆アコ：何これ、怖いです

　再び三人のチャットが被かぶった。

◆アプリコット：よし全員参加だな。良かった良かった

◆シュヴァイン：ちょっ、なっ……みんなそんな近くに住んでるのか？

◆シュヴァイン：信じられない……

　何かの冗じよう談だんじゃないのか？

　思わず呆ぼう然ぜんとした。

　マジで？　もしかして駅ですれ違ったこととかあるかもしんないの？

　ネットって意い外がいと狭いなおい。

◆アプリコット：よーし、来ると言った以上は来てもらうぞお前達

◆アコ：わ、わかりました。私も男です、発言の責任は取ります！

　アコの上に表ひよう示じされた吹き出しにはそんな言葉が。

◆ルシアン：おい今なんて言った

◆アコ：いえ今のは言葉のあやで！

　すげえ嫌いやな言葉聞いた。嫌な言葉聞いちゃった。

　あー、行きたくねー。

◆アプリコット：嫁が来るんだ、旦那のルシアンも来るな？

◆ルシアン：あー……わかったよ

　やだ。超やだ。超やだけどもうしょうがない、覚かく悟ごを決めていこう。

◆アプリコット：私は当然出る以上、三人は参加だな。シュヴァインも来るだろう？

◆シュヴァイン：いや、俺様は……あー、やんのか？　本当にやんのか？

◆アプリコット：まあそう嫌がらずにシュヴァインも来い。来なかったから仲間外れだなどとは言わんが、無駄な疎外感を覚えることもないだろう？

◆シュヴァイン：ぬう……くそっ、わかった

　シューはがっくりと肩を落として頷うなずいた。

　まあ、そうやってキャラを動かす余よ裕ゆうがあるなら大だい丈じよう夫ぶだろ、多分。

◆アプリコット：では今週の日曜日、学生の諸君に配慮して昼の十二時に集合だ。店の手配等は任せておけ。ふふふ、楽しみだな

◆ルシアン：はぁい……

　機き嫌げん良く言うマスターに俺達は鬱うつ々うつと返事を返した。

　会う、のか。

　本当に会うのか。

　俺おれの嫁よめと──会わなければならないのか。
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　そして週末。

　ギルド『アレイキャッツ』初のオフ会が開かい催さいされてしまう日だ。

　俺はそこら辺のリアルが充実した男子高校生と違って髪かみ型がたのセットとかよくわからないし、なんとなく気を遣ったような気分で鏡かがみの前に立つだけ立ってから待ち合わせ場所へ向かう。

　自転車を漕こぐこと数分、予定より幾いくらか早く着いてしまったのは気き遣づかいなのか、それとも緊きん張ちようが故ゆえなのか。

「ま、なるようになる。えーと……着いたぞ、っと」

　携けい帯たいから全員に向けてメッセージを送った。

　今いま着いた、着いたら連れん絡らくくれ、と。

　さてさて、と周囲を見回す。小さな駅とはいえ日曜日だ、あちこちに待ち合わせの人が居る。

　あのチャラ男っぽい人か。それともあのスーツ姿すがたの男か。それともあっちの女連れの男だったりするのか。意い外がいとあのツインテールの女の子だったりして。

　と、ぴこん、と返事が来た。

　それぞれがもう近くに居るとのこと。どうやら全員が着いているみたいだ。

　そ、そうか。居るのか。この近くに。

　ついに会ってしまうのか。一年間共に戦ってきた戦せん友ゆうに。

　そして俺の嫁に。

　いや、俺の嫁（男）に。

　っていうか嫁と初しよ対たい面めんでしかも相手が男だから怯おびえてるってどういう状況だよ。

　いっそ電話しようかとも思ったのだが、やはり緊きん張ちようする。とりあえず皆に連れん絡らくを入れよう。

「俺は白のシャツにジーンズ、靴くつは茶ちや色いろ。駅前の像ぞうの前に居る……と」

　ドキドキしながら送信する。

　すると、さほど間もなく返信が来た。三人から同時に。

　誰だれから見ようかと考えて、やっぱり嫁のアコから確かく認にんすることにした。

　アコのメッセージには『私は黒い上うわ着ぎに白のシャツを着て、白い──』

　続きを読むべく画面をスクロールしようとしたところで、ぽんと、背後から背に触れる感かん触しよくがあった。

　同時に小さな声。

「あの……ルシアン？」

「え……うわっ」

　鈴すずの鳴るような綺き麗れいな声。

　お、女の子だ。女の子の声だ。

　え、えええ、うちのギルドに女が居たのか!?　誰だれだよ!?

　ってかやべえ、ゲームの名前を呼ばれるのって凄すげえ恥はずかしい！

　こんなところで横よこ文字のキャラ名で呼ばれるとかクラスメイトに見られたらマジで死ぬぞ！

「は、はい、俺おれがそのルシアンですけど……」

　恐る恐る、カクカクと振り向く。

「こ、こんにちは」

　そこに居たのは少し怯おびえた様よう子すでこちらを見上げる少女だった。

　肩まである黒くろ髪かみ、ちょっと長めの前まえ髪がみで顔が隠かくれているが、不安そうに揺れる大きな瞳ひとみの中に俺が映っているのがわかった。ゲームをするとか休日に外出しているというよりは、図と書しよ館かんで本でも読んでいそうなのが似に合あう少女。

　服ふく装そうは黒い上うわ着ぎに白いブラウス、そして白いスカート。

「あの、わ、わたし、アコです」

　少女はつっかえつっかえ、そう言った。

　アコ、ああアコか。へえ、ギルドに女の子なんて居るのかと思ったら、よりにもよってアコか。びっくりしたなあ、俺の嫁よめじゃん。

　──って、そうじゃん！

　アコって俺の嫁じゃねえか！

「あこ？　アコ!?　えええっ!?」

　アコ？　これが？　この子が!?

　思わずメールを確かく認にんする。




『私は黒い上着に白いシャツを着て、白いスカートで来ています』




　お、おおう。

　この後女じよ装そうしたおっさんがやって来るんでなければ、この女の子が。

「……ほ、本ほん物もののアコか？」

「は、はい」

　ま、マジで？　本当にリアル女!?

　しかも前髪に隠れた顔をじっと見ると、うわ、滅め茶ちや苦く茶ちや可愛かわいい。線は細いんだけど顔の作りがやたらと整ってて、そんな子がちょっと怯おびえた感じでおずおずと俺を見上げてるのが警けい戒かい心しんの強い小しよう動物みたいで凄すごく可愛い。

　この子が『俺の嫁』だって？

　毎日馬ば鹿かみたいな話で笑い合って、つまんない冗じよう談だんに付き合って、付き合わせて。

　一いつ緒しよにモンスターを狩かりに行って、たまに狩られたりもして。

　怒ったり、怒られたり、甘えられたり、放り出して泣かれたり。

　それで、いつも俺おれのことを大好きだって言ってくれる──アコ？

　それが、この子？

「い、いやいやいや、落ち着け、落ち着け俺」

　こちらを見上げるアコから少し目を逸そらして、俺は口の中だけで呟つぶやいた。

　駄だ目めだ俺、冷静になれ。

　嫁よめとはいえそれはゲーム内の話で、実際には初しよ対たい面めんだ。そう、相手は初対面の女の子。ここは紳しん士し的に、あくまでもジェントルマンな対応をせねば。

「えーと、初めましてアコさん、俺は──」

「これがルシアン……生なまルシアン!!」

　少女は俺の言葉にかぶせるように言った。

　な、なま!?

「生ってなんだ生って！　普ふ段だん生じゃないみたいだろ！」

「っ！」

　思わず突っ込むと、少女はビクリと身を震わせた。

　あ、まずかったかな──と思ったのも一いつ瞬しゆん、彼女はすぐに表情を緩めた。

「それはほら、普段はモニタ越しだから……半はん解かい凍とうルシアン、みたいな」

「なんで中ちゆう途と半はん端ぱに解凍されたシャーベットみたいになってんだ俺！」

「半解凍ぐらいのアイスも結けつ構こう好きなんです」

「繋つながりがわからねえ！　意味がわからねえ！」

　なんで初対面の女の子とこんな言い合いしてるんだよ俺！

　あー、こいつアコだ！　この人の話の聞かなさは確かにアコだ！

　向こうも同じような確信を持ったのか、アコは緊きん張ちように固まっていた体から力を抜いて、ふにゃりと微ほほ笑えんだ。

「うわー、ルシアンだ！　本当にルシアンですよー！」

「その名前連れん呼こしないでくれ、本当に頼むから」

　駅前でネトゲのキャラ名めい連呼とか死ぬほどの恥はじだ。

　さっきも思ったけど、こんなのクラスメイトにでも見られたら──。

「る、るしあん……？」

「ひっ!?」

　横から声がした。それも聞き覚えのある声。

　見るとそこにはものすごく唖あ然ぜんとした顔をしたツインテールの女の子が居た。

「せ、瀬せ川がわ？」

「西にし村むら……よね？」

　クラスメイトの瀬川さんだった。

　あの俺おれにキモイウザイと言ってはばからないあの瀬川だった。

　何てことだ、よりにもよってコイツに見られたのか。

「あ、あ……あああああ」

　何か言おうとして喉のどから変な声が漏もれ出す。

　うわあああ、天てん下かの往おう来らいでキャラ名で呼ばれてるところ見られたあああああ！

　やべえええええ！

　お、おおおおちつけ、おちちつつくんだ俺！

　なんとか誤ご魔ま化かすんだ。明日あしたからクラスで生きていくために！

「……？」

「あ……え？」

　ふいっと、俺の隣となりに居たアコが瀬川に視線を送った。

「この人、知り合い、ですか？」

　さっきまでと違い、なんだかじろーっと睨にらむ怖こわい視線。

「え、えっと、知り合いっていうか……」

　視線を向けられた瀬川が戸と惑まどう。

　まあわかる。この状況で女の方に声かけられても困るだけだ。

　いや、待てよ。しかし、だからこそこのタイミングなんじゃないか!?

「ち、違う違う、ただのクラスメイトだよ。は、恥はずかしい所を見られたな、瀬川。クラスの皆に言わないでくれよは、ははは」

　まるで隣のアコに言い訳わけをするように言ってみせる。

　これでほら、甘えん坊ぼうな彼女に困ってる彼かれ氏しの図が完成だ。

　完成か？　完成してるか？　大だい丈じよう夫ぶか？

「そ、そそそそう。そうなんだ」

　俺の不安をよそに瀬川の方もカクカクと、どうしてか不ぶ器き用ように頷うなずいた。

「あんたもそういう相手が居たんだ。ま、まったく、その子を変な趣しゆ味みに巻き込まないようにしなさいよ、あ、あははははは」

「そ、そうだな、ははははは」

　あっちも笑いがひきつってる、俺も超ちよう引きつってる。

　何な故ぜか二人で乾いた笑いを交わし合う。

「じゃ、あたしはこれで……」

「お、おう。またな」

　かくかくと後ずさる瀬せ川がわ。おお、帰ってくれ帰ってくれ。ついでに忘れてくれ。

　ずりずりと下がっていく瀬川を見送っていると、その肩が後ろからぽんぽんと叩たたかれた。

「えっ？」

　足を止めて振り返る瀬川。当然俺おれの視し界かいにも入るが、そこにはうちの学校の制せい服ふくを着た見覚えのある女じよ生徒が居た。

「あ、えっと……」

　瀬川の知り合いかと思ったが、こっちも言葉に詰まっている。

　誰だれだったかな、間違いなくどこかで見たんだけど。

　クラスメイトかと思ったが、違う。リボンの色が俺達一年生の赤じゃなく、二年生の青だ。

「……会長さん」

　と、相変わらず胡乱うろんげな視線でアコが言った。

　ああそうそう。そりゃ見たことあるはずだよ、うちの生徒会長だ。ちょうど前の集会で見たところだぞ。

「あ、そ、そうそう、会長さん。何か用でしょーか？」

　やはりかくかくと尋たずねた瀬川に、生徒会長の先せん輩ぱいは何故かニヤリと不ふ適てきに笑い、

「いいや、違う」

　大きく首を振って見せた。

　そして瀬川の両肩かたをつかんで俺達の方に押して進みながら、力強く言った。

「私は会長ではない。マスターだ。うむ、無ぶ事じに全員が揃そろったようだな」

「は？」

「な、に？」

「え……」

　きょとんとする三人を順番に見て会長は笑った。

「初めましてになるか。私がギルド『アレイキャッツ』マスターのアプリコットだ」

　う、嘘うそぉ？

　そんな全員の心の声がシンクロした気がした。

「それでそっちがルシアンで、旦だん那なにしがみついてるのがアコだな」

「あ、はい」

「マスター、こんにちは」

　呆ぼう然ぜんとして頷うなずくしかない俺と、先さき程ほどと違い温かい声で挨あい拶さつを交わすアコ。

　そんな二人を見ながら違い和わ感かんに気付く。

「え、あれ、会長、今いま全員が揃ったって……」

　俺が視線を向けた先には、会長──マスターに肩をがっしりとつかまれた、真まっ青さおになって固まっている瀬川。

「え、お前……シュヴァイン？」

　呆ぼう然ぜんと言った俺おれ。

「あ、シューちゃんだったんですか」

　ほっとした表情でアコ。

「なんだ、まだ言ってなかったのかシュヴァイン」

　ふっふっふ、と笑いながらマスター。

「そ、その名前で呼ばないでー！」

　そして瀬せ川がわ──シュヴァインが頭を抱えてしゃがみこんだ。

「嘘うそぉ……」

「そ、それはあたしの台詞せりふよ！」

　絶望的な表情で俺を睨にらむ瀬川を余よ所そに、マスターは普ふ段だん通りの自信満まん々まんの口く調ちようで言った。

「それではギルドアレイキャッツ、記き念ねんすべき第一回目のオフ会をはじめよう」




　マスターに連れられるまま、予約したというレストランの個室に入った。

　どうみても安くはないと主張する高級感あふれる外がい観かんに、中なか身みもそれに合わせて居い心地ごこちと持ち主の趣しゆ味みを反映したセンスの良い内ない装そう。俺の金で足りるかな、と若じやつ干かん不安になった。

　しかしそんなことは些さ細さいなことだ。もっと重要なことがある。

　まず間違いなく男四人のむさくるしいオフ会だろう──そう思ってやって来た俺の前に居るのは、三人の女の子だった。見た目はそれぞれに可愛かわいいし、綺き麗れいだと思う。傍はた目めから見たらもしかすると羨うらやましい状況なのかもしれない。

　それが俺の気持ちとしてどうかと言うと、もう本当にきまずい。超きまずい。

　まずテーブルを挟んで斜め向かい側に座った瀬川だ。それはもう超睨んできている。普段からオタクキモイお前キモイとあれだけ言ってる瀬川だ。あっちも気分が悪いだろうがこっちも気分が悪い。

　そして悠ゆう々ゆうと注文を済ませる会長。普段壇だん上じようで見上げている彼女は、こうして見ても話し方から感じるイメージ通りに冷れい静せい沈ちん着ちやくで泰たい然ぜん自じ若じやくでクールビューティーで、近くに居るとなんだか落ち着かない。

　そして何よりも、まるっきりゲーム内と同じように俺にぴったりと寄り添って座る隣となりの少女──アコ。

「…………」

「……？」

　じりっと横にズレて離れてみると、当たり前のようにその距きよ離りを詰められた。

　ちらりと見るとニコニコと笑顔を向けてくる。
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　ああ、こいつアコだ。この問もん答どう無む用ようの懐なつき方はアコだ。

　アコだけど……アコだけどさぁ。

　おかしいよ、だって本当におかしいだろ。

　可愛かわいいんだぞ、このアコ。アコなのに可愛いんだよ。

　さらさらの髪かみの毛に小さめの身長。ほっそりとした相そう貌ぼうは図と書しよ館かんで本でも読んでるのが似に合あいそうなんだけど、俺おれを見てにこにこ笑ってる所を見ると、ふわふわしてやわらかそうにも思える。

　なんだかどこかで見た記き憶おくがあるけど、さっぱり思い出せない。こんな可愛い子そうそう忘れないと思うんだけど。

「ね、ね、ルシアン」

　そうして見つめている俺を何な故ぜか嬉うれしそうに見返し、アコはこちらに手を伸ばしてきた。

「な、なんだよ」

「んー……」

　ぺたぺたと俺の肩を触り、胸を触り、頬ほおを触り……お、おいっ、何のつもりだよっ。

「うわー、ルシアンって生きてるんですね」

「なんだそれっ!?」

　挙あげ句く出てきたのはそんな言葉だった。

　こいつの中の俺ってどうなってたんだ？

「俺おれが生きてるのがおかしいみたいな言い方すんな」

　アコの頭を前からおさえ、ぐっと後ろに押し戻す。

「きゃんっ」

　アコは小さく言って後ろに身を揺らした。

　あ、やべっ、ちょっと馴なれ馴なれしかった。アコが余りにアコらしいもんだからこんな風ふうに接しちゃったけど、相手は初しよ対たい面めんの女の子だぞ。体に触られたら嫌いやに決まってんだろ。

「ご、ごめん、大だい丈じよう夫ぶか？」

　しかもかなり大人おとなしそうに見えるし、これは絶対にダメな行動だった。一発で嫌きらわれたんじゃないか。

　そんな俺の危き惧ぐをよそに、

「えへへ……やっぱりルシアンだ」

　アコは何な故ぜか嬉うれしそうに笑っていた。

　いつもゲームの中でやっているのと同じ、あしらわれてもあしらわれても喉のどを鳴らして甘えてくる、よく懐なついた猫ねこのような彼女。それがゲームのアバターじゃなく、リアルの体でここに居た。

　アコがやってることはゲームと同じなのに俺の方はいつもと全ぜん然ぜん気持ちが違う。ドキドキと心しん臓ぞうの鼓こ動どうが速まっていく──って、いやいやいや。なに初対面の女の子と当たり前みたいにベタベタしてんだよ。

　まるでゲームの関係を利用してるみたいですんごい罪ざい悪あく感かんがあるんだけど。

「なんで適当に扱われて喜んでんのよ。むしろコイツを適当に扱うぐらいでいいでしょうが」

　瀬せ川がわがぽつりと、呆あきれたように言った。

　なんだよ、その言い方。俺だってこれはおかしいだろってわかってんだよ。

「んだよ、お前」

「な、何よ」

　睨にらみつける俺に一いつ瞬しゆん怯おびえたように身を引いたが、それでも瀬川は俺から目を逸そらさなかった。

　腹立つな、こいつ。あれだけ人にオタクオタクって言っておいて、お前の方こそネトゲオタじゃねえか──なんてことはさ、こんな時にわざわざ言ったりしないけどさぁ。ちょっとぐらいはしおらしくしても罰ばちはあたらないだろ。

「？　どうしたんですか？」

　俺達を交こう互ごに見つめるアコと目をあわさず、瀬川は、

「別に……」

　と小さく言った。

「さて飲み物も来た。まずは……そうだな、自己紹しよう介かいからはじめようか」

　さっきまで何やら店員さんと会話をしていた会長は、俺達にグラスを配りながら言った。

　目の前に置かれたジュースのグラスに視線を落とし、ふっと息を吐く。

　自己紹しよう介かい、か。

　一年付き合いがあるのに馬ば鹿か馬鹿しいとは思うけど、確かに初しよ対たい面めんみたいなもんだしな。

　マスターはカンッと軽い音を立ててグラスを置くと、ゆっくりと、やたらと絵になる動どう作さで椅い子すから立ち上がった。

「私が『アレイキャッツ』マスターのアプリコットだ。職業はロウウィザード、ご存じだとは思うが火か力りよくには自信があるぞ。前まえヶが崎さき高こう校こう二年で名前は御ご聖しよう院いん杏きよう、生徒会で会長をしている。今日きようは学校帰りなので、こんな格かつ好こうで失礼する」

　自信満まん々まんの口く調ちよう。キャラ変わらねえなあこの人。

「我々は今日この時が初しよ対たい面めんだ。しかしすでに親しき仲でもある。その楽しくも複雑な関係を、たっぷりと楽しもうではないか」

　壇だん上じようで演えん説ぜつでもしているのかという様よう子すで言うと、会長は軽くお辞じ儀ぎをして椅子に腰掛けた。

　ぱちぱちと、軽い拍はく手しゆが響ひびく。

「では次だ」

　マスターから視線を向けられたシューがさっと目をそらす。その目が俺おれの方に向いて──うっわこええ、超にらんでる。別に俺が悪いんじゃないだろうに。

「ほらシュヴァイン、お前だ」

「うう……」

　シュヴァインと呼ばれるのが恥はずかしくてしかたない、といった様よう子すで、瀬せ川がわがのろのろと立ち上がる。

「瀬川茜あかね、前ヶ崎高校一年……です」

　普ふ段だんと全く違う小さな声。緊きん張ちようしてんのかこいつ。

「それで、えっと……」

　らしくもなくもごもごと口ごもる。

　顔を見てみるとその顔は真まっ赤かに染まっていた。

　こうして見上げると、茶ちや色いろの髪かみを両脇わきに留めたスタイルも、身長も何もかも小さめな体型も、可愛かわいらしい相そう貌ぼうも、それこそ俺みたいなオタク人じん種しゆに好かれそうにまとまった女の子だ。

　確かにこれで趣しゆ味みはネトゲですとは言いにくいかもしれないけど、だからってオタクキモイキモイと言いまくるのもなあ。

　そんな瀬川の緊張をどう受け取ったのか、

「うん、わかるぞシュヴァイン、人ひと前まえでシュヴァインと名乗るなど当然恥ずかしいだろうな」

「え……っと、マスター？」

　いきなりうんうん同情するようにマスターが言った。

　彼女はそのまま感かん慨がい深げに続ける。

「何せシュヴァインというのはドイツ語で豚ぶたという意味だからな。私は豚ですよろしくお願いします、などと言うのは乙おと女めには恥はずかしかろう」

「は……え、はい？」

　ぽかんと固まる瀬せ川がわ──シュヴァイン──豚。

　数秒呆ぼう然ぜんとした後、顔を真まっ赤かにしてマスターに問いかける。

「何、え、嘘うそ、それマジで言ってるの？　豚？　シュヴァインが？」

「うむ。……なんだ、知らずに使っていたのか？」

「当たり前でしょ、誰だれが自分の名前に豚なんてつけんのよ！　なんか格好かつこ良いから使ってたに決まってるじゃない！」

「シューちゃん……お気の毒どくに……」

　実は知っていたのかもしれない、アコが沈ちん痛つうな表情で俯うつむく。

「ちょっ、マスター、なんで言わなかったのよ！」

　本当に想そう定てい外がいだったのか、マスターを普ふ段だん通りに呼び出す瀬川。

　あ、こいつ、大だい分ぶ元気が出てきたな。

「考えなくもなかったが、わざとでなく素すでつけていたらもっと恥ずかしいだろうと指し摘てきするのは控えていたんだ。いや、まさかこんな場で暴ばく露ろすることになるとは、この私ですらも予想外のことだった……」

「うわあ、ちょっと、やめてよ！」

　あわあわと手を振る瀬川。

　そんな彼女をよそにマスターは機き嫌げん良く笑った。

「ほら、シュヴァイン（笑）、早く自己紹しよう介かいを続けろ」

「かっこわらいかっことじ、とかわざわざ口に出して言ってんじゃないわよ！　あんた、いつもモニターの前でそんな読み方してたの!?」

「ねえシューちゃん、そんなに大人おとなしくしなくても、普段通りに、俺おれ様はシュヴァインだぜ！　みたいなテンションで大だい丈じよう夫ぶだよ？」

「それは言わないでええええええっ！」

　アコの言葉にトドメをさされた瀬川はがっくりと崩くずれ落ちた。

　だ、大丈夫かな？　流石さすがにいたたまれないんだけど。

「くっくっくっ……初しよっぱなから飛ばしていくな、シュヴァイン。普段ならｗｗｗが飛び交っているところだ」

「そういえば、そのいつも使ってる『だぶりゅーだぶりゅーだぶりゅー』っていう文字、何て読めばよかったんですか？」

　ｗｗｗ、ってヤツのことか？

　確かによく使う割に口には出さないし、読み方とかわかんないな。

「あれはワールドワイドウェブの略りやくだ」

　マスターが訳わけ知り顔で言った。いや違うだろ。

「そういう意味じゃないだろ。あれはワラワラワラって読むんじゃねえの？」

「へー、流石さすがルシアンっ」

　アコがぱちぱちと手をたたいた。

　んなことで感かん心しんされても。そもそも正解とかあんのかよ。

「あああもう人を放って置いてあんたらは！」

　ばんばんと机を叩たたき、シュヴァインが大きく息を吸った

「すー……はー……あー、私がシュヴァイン。ＬＡではソードダンサーをやってるわ。今後豚ぶたって呼んだ奴やつはぶった切るから。あと、ｗｗｗは三つセットでテラワロって読む。それ以外は認めないから。以上！」

　言うだけ言ってどっかりと座り込む瀬せ川がわ。

　ぱちぱちぱち、とさっきより幾いく分ぶん元気な拍はく手しゆが彼女を包んだ。瀬川も幾らか割り切りがついたのか、仏ぶつ頂ちよう面づらながらも少しは表情が緩んで見える。

「ちなみにだが、私は本当はダブダブダブ派だ」

「聞いてないわよ、そんなの」

「それはすまないな」

　そんな瀬川に、マスターは少しだけ優しい笑えみを向けたように見えた。

　あいつを普ふ段だんのあいつにしてやろうと、わかってわざとやったのかな。だとしたらやるなあ、流石ギルドマスター。

「では次、ルシアン」

「あいよ」

　だよな、と思っていたのですいと立ち上がる。

　ついでに腕にくっついていたアコが立ち上がった。

「おいアコ」

「はい？」

　アコが当たり前のように俺おれを見上げる。

　よく懐なついた猫ねこみたいで可愛かわいいけど、俺達そういう関係じゃないし。

「俺の自己紹しよう介かいだから、座ってなさい」

「はーい」

　割と聞き分けが良い所も普段通りらしい。アコは素す直なおに座りなおした。

「なにイチャついてんのよ」

「いや、そんなんじゃないけどさ」

　と、そんな場合じゃない。

　すう、と大きく息を吸うと、俺おれは三人を見回した。

「俺はルシ……ルシアン、だ。ＬＡでは、その……その、アーマーナイトをやってる。……うっわ、キャラ名で自己紹しよう介かいするの超ちよう恥はずかしい」

　大したことを言った訳わけでもないのに思わず言葉に詰まるぐらいの恥ずかしさがあった。

「あんたなんて存在自体が恥ずかしいくせに何言ってんのよ」

「うっせ」

　瀬せ川がわのちゃちゃが入る。普ふ段だんなら──いや、ほんの少し前なら同じ言葉に相当腹が立ったと思う。

　それが何な故ぜだろうか、少しも嫌いやじゃない。普段通りにゲームの中でシューと言い合いをしているような落ち着きがあるだけだった。

「大体、豚ぶたの方がずっと恥ずかしい──ごめん、二度と言わない。ええと、俺も会長──あ、はい、すいません、マスター。敬けい語ご要いらないんですかね？　……あい。えー、マスターと同じ学校の一年で、名前は西にし村むら英ひで騎き。部ぶ活かつは帰き宅たく部ぶで特とく筆ひつする特とく技ぎなし。趣しゆ味みはまあ……ネトゲ。よろしく」

　ぱちぱち、と軽い拍はく手しゆが鳴った。

　なんつうか、アレだな。やっぱ一年の付き合いって伊だ達てじゃないな。話しながらこちらを見てくるマスターと瀬川の視線だけで何が言いたいかが何となくわかった。

「では最後、アコ」

「はーい」

　よいしょっ、と軽い声をあげてアコが立ち上がった。

　真ま横よこ、すぐそばで立ち上がったせいでスカートに隠かくれていた細い脚あしが顔の横に来た。

　自己紹介とは違う意味で鼓こ動どうが速まる。

　次いでふわっと漂ただよった甘い香りに頭がくらくらと揺れた。

　本当に今いま更さらだけど、女の子だなーと感じた。

「えっと、私はアコです。ＬＡではクレリックしてます。ゲームは余り上う手まくなくて、みんなにはいつも迷めい惑わくかけて……ごめんなさい」

　いーよいーよ、とシューが言う。

　そりゃまあお前は直接命いのちに関わることが少ないしいいだろうけどな！

「みんなと同じ前まえヶが崎さき高こう校こうの一年生です」

「あれ、同級生なのか」

「はい、実はそうなんです」

　結局全ぜん員いん同じ学校かよ、ネットの世界狭せますぎだろ。

「ごめん、わかんなかった。あたしも一年で他のクラスの子とか知らないし」

「えへへ、私もです」

　そりゃそうだ。入学してまだ数ヶ月、部ぶ活かつでもやってないと他のクラスと接点なんてない。アコは大人おとなしそうな子だし、接点があるタイプでもないだろ。

　そのまま気にした様よう子すもなく続けるアコ。

「名前は玉置たまき亜あ子こです。いつも通りアコって呼んでください」

「え、本ほん名みよう？」

「はい。……おかしいですかね？」

　おかしいだろ、そりゃ。

「いや、ネットリテラシーとかさ、そういうの……いや、まあいいけど」

「ははは、アコらしいな」

　明らかに不ま味ずいだろうアコの名付け方に渋い顔をする瀬せ川がわとおおらかに笑うマスター。

　そんな温かく柔らかい空気が、

「部活は何も入ってません。学校に友達も、居ません」

「っ!?」

　ビシっと凍り付いたように固まった。

　あ、あの、アコさん？　何をおっしゃっているので？

「あまりに行かないのでたまに学校に行くとみんなが私に注目するぐらいです」

「へ、へえ……」

　流石さすがの瀬川も二にの句くが継げないらしい。

　どうしよう、と二人の顔を見るが、笑顔で空そら恐ろしいことを言うアコにすっかり表情が青ざめていた。いきなりこんなカミングアウトをされて、俺おれ達にどうしろと言うんだ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだ！　生徒会長だが、私にも友達は居ないぞ！」

　そこを同意すんの!?

　何を思ったのやら、マスターが大きく頷うなずいて言った。

　いやいや、そんな悲しいアピールは要いらないんだけど！

「ほ、ほらアコ、俺達が友達だし」

　慌あわててフォローすると、瀬川も必ひつ死しの表情で同意した。

「そうそう！　友達がふえるよ!!」

「やったねアコちゃん！」

「おいやめろ！」

　そうして馬ば鹿かなことを言う俺達にアコはクスクスと笑った。

「はい、だから……こうして話せる友達ができて、本当に嬉うれしいです」

　その言葉は少し震えていた。

　隣となりに居た俺にはアコの足や肩が小さく震えているのもわかった。

　オフ会に緊きん張ちようしてる……ＬＡの中でそう言ってたっけ。

「これからもよろしくおねがいします」

　アコはぱちぱちと拍はく手しゆを浴びながら座り直した。

　一ひと言こと、二言、言葉を交わすたびに、目の前のアコが、瀬せ川がわが、会長が、いつものギルメンと重なっていく。

　そうして俺おれ達たちのオフ会は始まった。




「要するに私はね、防ぼう具ぐの強化に金をかけるのが、相そう対たい的に自分を弱じゃく体たい化かさせてるってことを言いたいわけ」

　コーヒーのカップをスプーンでつつき、シューが偉えらそうに言う。

「だってその分の資し金きんで武ぶ器きを強化した方が明らかに効こう率りつが上がるじゃない。狩かりの効率ってのは要するに火か力りよくよ火力。なのに防具のマイナーチェンジにＭ単位の資金を投入するなんて自じ己こ満足以外の何物でもないわ。まさに馬鹿の所しよ業ぎようね」

「いいや、その見方は一いち面めん的過すぎる」

　鼻はな息いきも荒く自じ説せつを説く彼女を前に、俺は真まっ向こうから噛かみついた。

「言いたいことはわかる、火力は大事だ。でも一定の防ぼう御ぎよ力りよくを備えないと狩りにならない場所ってのは確実にあって、そういう場所でこそ本当の高こう効率ってのが出るんだよ。実際お前の装そう備びじゃサイオン研究所で狩りにならないだろ。同じレベルなのに余よ裕ゆうで狩れてるソードダンサーは沢たく山さんいるってのに」

　わかるか、とシューと目を合わせる。

　しかし彼女は軽く肩をすくめると呆あきれたように笑った。

「それは一定のラインを超えさえすれば良いってことでしょ。過か剰じように強い防具は不要って意味じゃ同じことよ」

「防具に求められるラインってのは一本じゃねえし、そんなに低いハードルでもないんだよ。大体だな、基準を超えさえすれば良いって言うなら武器だってそうだろ。それなりの武器を握った後はちょっと上位に変えたってほとんど効率はかわらん。それこそ費ひ用よう対たい効果は最悪ってやつだ」

「武器の重要性を舐なめるんじゃないわよ。アンタみたいに一いつ確かくか二確かでしか考えられないヤツは絶対つまんない狩り場にしか行けないのよ」

「んだとこの俺様野や郎ろう」

「それは言うなつってんでしょうが！」

「まあ待てお前達」

　一歩も譲ゆずらず言い合う俺達に、横から入って来るマスター。

「いいか、もっと簡単でわかりやすく、それでいてパーフェクトな考え方がある。説明してやろう。それは足りない部分を課か金きんで補ほ強きようすることによって攻こう撃げきと防御が両方そなわり最強に見えるという考え方でだな」

「ちょっと重じゆう課か金きん戦せん士しは黙だまってて、あたし達は一いつ般ぱんプレイヤーの話してるの」

「マスターの扱いが酷ひどい件について」

　マスターが一いつ刀とう両りよう断だんにされた。

「はい、はい、私も思うんですけど！」

　次いで入ってきたアコ。

「私はお金をかけるなら見た目装そう備びだと思うんです。装備の強化とか別にしなくても放っておけばみんなが倒してくれるんだし、正直どうでもいいことなんじゃないかと」

「お前マジでふざけんなよ」

「張り倒すわよあんた」

「ひぃっ!?」

　俺おれとシューの二人から睨にらみ付けられたアコが怯おびえて後ずさる。

　なにが見た目だこの野や郎ろう、服ふく装そうを気にしてる暇ひまがあったら一秒でも長く耐えて一ポイントでも多く回復しろっつうんだよ。

「アコくん、回復職しよくは絶対に最後まで生き残らなければならないのだが、その辺はわかっているか？」

「えー、でもルシアンは私が何かする前に死んじゃうし……」

「言っておくけど俺はメイン盾たてとして何ら遜そん色しよくのない装備だからな!?」

　俺のことをそんな風ふうに思ってたのかこいつは!?

　俺はぐっとジュースを飲み干した。

　こいつら全然わかってねえ、金をかけるならまず防ぼう具ぐだろ、ったくよぉ。

「あのな、まず防具が良くないと死ぬんだぞ。何せ俺達のヒーラーは超下へ手たくそなんだから」

「それについては否定できないけど」

「うむ、議ぎ論ろんの余よ地ちがないな」

「あー、あー、聞こえませーん」

　そんな風にしてゲームの話から始まった俺達の会話は、思うがままにあっちこっちへと話題が移り変わっていった。

　例えば昔の話。

「あの時のアコのヒールはやばかったよねー。死ぬ寸前のルシアン放ほう置ちして敵にヒール連打するとは思わなかったもん」

「しかも俺が削けずってた敵をピンポイントで狙ねらってガンガン回復していってたからな」

　ほんの数日前の話だ。あれはマジで死ぬかと思った。

「そ、それは、減ってるゲージを狙うようにしたらそうなっちゃって」

　もごもごと言い訳わけをするアコに、マスターがぽんを手を叩たたいた。

「ああ、わかったぞ。それは光の精せい霊れいの仕し業わざだな」

「光の精霊？」

　あ、覚えてるぞ、それ！

「あー、最初の頃ころな。アコがスキルの使い方がわからなくて、ＮＰＣに聞いたら光の精霊の力を借りるって言ってたーって、ずっとチャットで『精霊さん』にお願いしてたやつ！」

「──っ!?」

　大おお昔の思い出に、アコが何かを吹き散らすように両手を振った。

「ちが、ちがうんです！　だって教きよう会かいの人が光の精霊の力を借りて傷を治すって言ってたんですよっ」

「信じる方も信じる方よ、それ……」

　例えば、今まではしなかったリアルの話をしてみたり。

「私もこの年ねん齢れいだ、課か金きんの元もと手では親から借りた資金だよ。放ほう置ち気ぎ味みの割に過か保ほ護ごな親でな、友達を選べ、などと時代にそぐわない冗じよう談だんのようなことを真ま顔がおで言うんだ。せめて自宅でできる遊びに金をつぎ込むぐらいは許してもらわないと割に合わない」

「へー、マスターって良い所のお嬢じよう様さまなんだ」

「そんな感じですね、凄すごく綺き麗れいですし」

　目を細めて言ったアコに、マスターはニヤリと笑って返した。

「それほどでもない」

「謙けん虚きよですねー」

　け、謙虚かなぁ。何とも疑わしい所だ。

「実際それほどでもないんだ。金と言っても元手は借りたが、そこからは自分で増やしているし、実家もいくつかの会社と学校を持っているぐらいだ」

　おい、綺麗って言われたことの方は否定しなかったぞ。

　確かに否定する要素は何もないけど、絶対謙虚ではないだろ。

「しかし学校……っていうと」

「前まえヶが崎さき高こう校こうもその一つだ。だから入学したようなものだ」

「うっそ凄い！　理り事じ長ちようの娘むすめさん、ってやつ！」

「理事の娘、だ」

「へー、そりゃ凄い。成せい績せきとか勝かつ手てに補ほ整せい入りそうだよな。羨うらやましい」

「補整って、ステータスじゃないんだから。発はつ想そうがネトゲ脳のうよね」

　シューが呆あきれたように言った。うるさいな、お前だって絶対似にたようなことを考えたくせに。

　ふん、と視線を逸そらして横を見ると、アコが暗い瞳ひとみで微ほほ笑えんでいた。

「うわあ……将しよう来らいが約束されたお金持ちとか死ねば良いのに……」

　えーと……あ、あこさん？

「アコ、アコ!?」

「落ち着いてアコ、これマスターだから！　ってかその病気こっちでも同じなの!?」

　戻ってこい戻ってこい、とアコの肩を揺らす。

　ぐりんぐりんとまわされたアコの顔色はおよそ十回転で元に戻った。

「すいません、取り乱しました」

「乱し過ぎよ……それにさ、理り事じ長ちようの娘むすめで生徒会長って色いろ々いろ気を遣つかわない？」

「まあ否定はできないな」

　苦く笑しようして、マスター。

「元もと々もと人に好かれる性格でもないというのに、友達まで制限されてはな。しかし心配するな、ネットゲームを始めてネットの世界に触れた後、私は開かい眼がんした。親との戦いの末、好きな友達を作って良いと認めさせたのだ」

「おおー」

　全員から感かん嘆たんの声が漏もれる。

　ネットで真実を見た──の、成功バージョンか。

　うんうん、良かった良かった。

「手て遅おくれだったが」

　全員の声が止った。

「マ、マスター？」

「……ふっ。クラスに友達など居なくとも、私は一人で戦って行けるさ」

「マスター、一いつ緒しよにリア充じゆうのやつらと戦っていきましょう」

「そうだなアコ、私達は仲間だ」

　学年を超えた友ゆう好こうを結んだアコとマスターはがっちりと手を握り合った。

「これ、見てるだけで胸が痛いんだけど」

「俺おれはこんな握あく手しゆ、見とうはなかった……」

　俺とシューはぐっと涙を拭ぬぐった。

　そうして今まではできなかったリアルの話をするのは思ったよりずっと楽しかった。これまでどうしてしなかったんだろうと思うぐらい。

　といっても事前に話していたらこんな機き会かいは絶対になかっただろうし、結果としては良かったんだけどさ。

　と、リアルと言えば、で思い出した。

「そういや前、学校で瀬せ川がわ……シューの噂うわさを聞いた」

「は？　なんて？」

「なんか告こくられたって噂。凄すげえじゃん、お前」

　全校集会で聞いた前まえ田だなにがし君の話だ。シュー本人も言っていたと思う。

「は、はあっ!?　どうしてそんなのが噂うわさになんのよ？　これだから男ってのはさぁ」

「ってかゲーム内で自じ慢まんしてただろ、覚えてるぞ」

「それはそれよ」

　これはこれ、か。

　俺おれはいいけど──他のヤツが納なつ得とくするかどうか。

「なるほど、シュヴァインは私達と違って立りつ派ぱなリア充じゆうだというわけだな。しっかり理解したぞ。──へい、壁かべ殴なぐり代だい行こう！」

　ぱちん、と指を叩たたくマスター。

　それに応こたえるようにアコがさっと両腕うでを上げたポーズを決めた。

「壁殴り代行はあなたの近くの壁を無む差さ別べつに殴りまくります！」

「断った！　断ったって言ったでしょ！」

　拳こぶしを握るアコに、シューが大おお慌あわてで火消しに走る。

「すげなく振ったってことは、シューはそういうのにあんまり興きよう味みはないのか？　それとも別に好きな人でも？」

　なんとなく、そこまで聞いていいのかよ、と思うような踏み込んだ質問をしてしまった。普ふ段だんなら絶対にできない質問なのに、どうしてだろうか、あっさりと尋たずねることができた。

「いや、それは……うーん……」

　そして言われた方のシューもこれといって違い和わ感かんのない様よう子すで普通に答えを考え始める。

　瀬せ川がわはそんなにスタイルが良いってわけじゃない。身長も小さいし、そもそも体が全体的に小さい。女性的魅み力りよくを云うん々ぬんするタイプじゃないだろう。ツインテールを子供っぽいと見るか可愛かわいらしいとみるかは人によるだろうし、中には受け付けない人だっているかもしれない。

　しかし少なくとも彼女の顔の作りは充分過すぎるぐらいにレベルが高い。明らかに可愛いと言っていい。

　そして前述の特とく徴ちようは、ある意味で言えば需じゆ要ようがないこともない──と思う。

「だって彼かれ氏しを作るとさー、色いろ々いろ時間かかるじゃない」

　しばし悩んだ後、シューは小さく言った。

「そりゃまあ二人の時間は必要だろ」

「でしょ。するとネトゲする時間が減るじゃん」

「そこかよ！」

　色々と台だい無なしなことを言い出した！

「確かにネトゲをする時間は減りますね」

　何な故ぜかそこで力強く同どう意いするアコ。

「そう、それよ！」

　我が意を得たりと瀬川が続ける。

「それって、絶対に嫌いやじゃん？」

「絶対に嫌ですね！」

「お断りだな」

　そしてノータイムでアコとマスターが同どう意いした。

「真しん性せいだなお前達……」

　こんな俺おれでも彼女欲ほしいなーぐらいのことは思うのに。行き着くところまで行き着いちゃってるな、こいつら。

　呆あきれ全開で言った俺に、シューはじろりとこちらを睨にらんだ。

「何よ、文もん句くあるの？」

「……いや。学校のお前より断だん然ぜん良い」

「絶対褒ほめてないわよね、それ」

　嫌そうな言葉とは裏うら腹はらにシューは機き嫌げん良く笑った。

　こんな瀬せ川がわ相手なら絶対できないような会話が、絶対に言えないようなことが、シューを相手になら簡単に話せる。

　普ふ段だんなら腹の立つ言葉に全然苛いら立だたない。

　なんだか面白い気分だった。

　そして俺の気のせいじゃなければシューもそれを楽しんでいるように思う。

「と、ここで逆転の発はつ想そう！　シューちゃんも私みたいにゲームの中で旦だん那なさんを作ったらどうですか？　ゲームの時間を減らさずに一いつ緒しよに居られますよ？」

　俺の手を取ってアコが言った。

　いや、俺とアコが結婚してるのはゲーム内の話であって、それとリアルで告こくられたって話は全然全く欠片かけらも関係ないんだけど。

「んー、一緒にネトゲできる彼かれ氏しっていうのは、まあ……いや、やっぱない。キモイし」

「おいこら」

　俺を見ながら言うなよ、同どう類るいのくせに。

　とにかく、何から何まで話した。昼から夕方まで店を変えることなくずっと個室に籠こもっていて、欠片も飽あきることがないぐらい、それはそれは楽しいオフ会だった。




　そして日が沈む頃ころ、名残なごりを惜おしみながらも、俺達は店を出て駅まで戻ってきた。

「時間があれば皆で夕食も取りたかったんだがな。すまない、これ以上は家から許してもらえないんだ」

「平気よ、私も晩ばんご飯はんまでに帰らないと流石さすがに怒られるわ」

　ぺこりと頭を下げたマスターにシューが鷹おう揚ように頷うなずいた。立場が逆だろ、お前ら。

「本当に楽しかったです。また、いつか……いつか、やりましょうね」

　最後まで店から離れたがらなかったアコは、今も名残なごりが惜おしい様よう子すで、しょんぼりと言った。

「いや、いつかってお前、同じ学校なんだからいつでもやれるだろ」

「そっか……そっか！　そうですよね！」

　考えても居なかった！　とアコは瞳ひとみを輝かせた。

　うむ、と頷うなずいてマスターも言う。

「よし、ならば毎週の恒こう例れい行ぎよう事じとするか」

「毎週とかは勘かん弁べんしてよ。これ以上あんた達に染められたら、あたしの暗あん黒こく面めんが日常に引っ張り出されそうだわ」

「その発言が既すでにラインを踏み越えてるぞ。なんだ暗黒面って」

「おっと、危ない危ない。オタクキモイオタクキモイオタクキモイ」

　それは呪じゆ文もんか何かかよ。

　駅まで戻ってきても最後の最後まで楽しいまま。

　全員が顔を合わせた時のひきつった空気とは正反対に、いつまでも柔らかく温かな空気が俺おれ達を包んでいた。

　改かい札さつ口ぐちに流れていく人ひと波なみから少し離れた壁かべ際ぎわで、別れるタイミングを探りながら──俺は知らぬ間に口を開いていた。

「なんかさ、ごめん」

　出た言葉は謝しや罪ざいの一ひと言ことだった。

「なんで謝るの、ルシアン？」

　不ふ思し議ぎそうに俺を見上げるアコ。

　ただの友達と言うにはずっと近い距きよ離り、手を伸ばせばそのまま捕つかまえられそうな場所で、なんの危き機き感かんもなく俺に寄り添う『俺の嫁よめ』。

　そうだ、彼女も理由の一つだ。

「俺さ、正直言って、みんな男だと思ってたんだ」

「ああ、そういうことか」

　マスターが珍めずらしく柔らかく笑って、ゆっくりと頷いた。

「私はちゃんとリアルＪＫだと言ったのに、欠片かけらも信じていなかったな」

「当たり前だ！」

　誰だれが信じるかあんなの！

「あんた、最初は凄すごい顔してたもんねえ」

「主にお前のせいでな」

　シューも驚きだった。

　普ふ段だんは自分のこと、俺様とか言ってたくせにさ。

「それでさ、合流した後、ちょっと気まずいなって思ってた」

「一人だけ男で、会話に入れないのではないか。疎そ外がい感かんがあるのではないか。そう思ったのか？」

　マスターが微ほほ笑えむ。

「そ、最初は不安だらけでさ。でも──楽しかった」

　今日きようの本当に楽しかった半日を思い出し、俺おれは闇やみの深まっていく夜空を見上げた。

「俺さ、ゲームはゲームで、リアルはリアルで、ゲームとリアルは全く別べつ物ものだって思ってたんだ。一いつ緒しよにしない方が良い、できるだけ分けて考えた方がいい、って。だってゲームで良い奴やつだったのにリアルでは最低だったとか、リアルでは良い奴なのにゲームでは最低だとか、そんなの幾いくらでも聞いてたし、さ」

　本当によく聞く話だ。

　リアルでは理性的な人間なのに、ゲームだから何をしても良いなどと言い出す輩やからは幾らでも居るし、ゲームの中で甘かん言げんを尽くして、出会ってしまえば卑ひ劣れつ漢かんになる男など、枚まい挙きよに暇いとまがない。

「でもこうやって実際に会ってさ、本当に楽しかったんだ。ああ、俺の仲間はゲームでもリアルでも最高だったんだなって思った」

　ゆっくりと顔を下ろし、周りに居る仲間達に頭を下げる。

「だから──ごめん、最初みんなのこと信じてなくて。それから、ありがとう」

　真剣にそう言った俺に、ふっと笑ったシューは、

「くさっ！　その上にキモっ！」

「酷ひどくねえか!?」

　台だい無なしになるようなことを言い放った。

「酷くないわよ。リアルでもゲームでも、あんたにこんなこと言われたらあたしのリアクションは同じよ」

「そうかもしれないけどさ！」

　くそっ、謝ったりするんじゃなかった。

「ぶっ……ふふふ、ははははは」

「マスター笑い過ぎだろ！」

　こっちもこっちで酷い！

「い、いやいや。私も人のことは言えん。ルシアンを最初に見た時、女だからと色いろ目めを使うような男でないかどうか疑った部分はある。おあいこだ」

　マスターは笑いを堪こらえてそう言った。

　人を何だと思ってたんだ、ったく。

「……でもね」

　と、シューはぐっと俺の襟えり首くびを引き寄せると、背せ筋すじが冷えるぐらいの無む表情で言った。

「学校でも馴なれ馴なれしくするようだったら、絶対に容よう赦しやしないからね？　おーけー？」

「学校ではあのキャラ続けんのな……お、おーけー」

「よろしい」

　一転くるりと表情を変えて、シューは笑顔を浮かべた。

　ち、近い。顔が近い。こうしてみるとこいつ、やっぱ顔は可愛かわいい。顔は。

　間ま近ぢかに迫った女の子の笑顔にドギマギする俺おれの頭が、後ろからぐいっと引かれた。

「うわっ」

　そのまま後こう頭とう部ぶが柔らかい何かに包まれる。

　あったかくて、ふわふわしてて、すげえいいにおいする。

「むー！」

　で、真ま上うえからなんか不ふ機き嫌げんな声がする。

　え、えーと、アコさん？

　何をしてるんですかね？　っていうか、どうしてそんなにシューを睨にらんでおいでで？

「あ、アコ？」

「……むー！」

「いや、威い嚇かくなんかしなくてもあんたの旦だん那なは取らないわよ」

　要いらないし。と失礼なことを言って、シューはマスターに目を向けた。

「ねえ？」

「そうだな」

　苦く笑しようを向け合うと、二人は揃そろって振り向き、改かい札さつへ歩き出した。

「ではまたな。学校で会ったら気き軽がるにマスターと声をかけてくれ！」

「いや、会長って呼ぶから！　それじゃ、またね！」

　軽く声をかけ、そのまま駅に入っていく二人。

　二人の姿すがたが視し界かいから消えた後、アコはようやく俺を放した。中ちゆう腰ごしの姿し勢せいがちょっと辛つらかったからほっとすると同時に、離れていくアコの感かん触しよくがちょっと残念だったりする。

　──で、あの、アコさん、どうして俺を睨んでいるんでしょうか。

　黙だまって見返していると、アコは小さな声で言った。

「ルシアン、私のこと本当に男だって思ってたんですか？」

「……ごめん、ぶっちゃけおっさんまでありえると思ってた」

「なんでですか!?」

　本ほん音ねをぶちこんだ俺に、アコは本日一番の怒ど声せいを上げた。おとなしげな外見そのままに大した声量ではなかったが、俺の腰が引けるぐらいの迫はく力りよくはあった。

「私、女の子だって言いましたよね!?　なんで信じなかったんです!?」

「それはその……ついかっとなって」

「今も反省してないでしょう！」

「ご、ごめんなさい」

　で、でもさあ。実際仕し方かたない部分もあると思うんだよ。

　普通に考えて自分の嫁よめが可愛かわいい女の子だなんて思わないし、俺おれには昔のトラウマもあるし。精神衛えい生せい上も男だと思って置いた方が楽だろ？

　しかしアコは納なつ得とくする様よう子すもなく、さらに言い募つのる。

「だいたいルシアン、私が男だと思ってたならどうして結婚してもいいって思ったんですか？」

「それはほら……男でもいいかなって」

「え、ええっ!?」

「いやいやそういう意味じゃなくてな！」

　目を丸くしたアコに慌あわてて言う。

「俺は本当にリアルとゲームは別だと思うんだよ。だからさ、例えゲームの外では男であっても、ゲームの中では俺にとってアコなら、それはそれでいいかな、って」

　自分で言って思ったけど、なんか理り屈くつとしては大差がない気がする。

　アコ、やっぱり引くかな──と思ったのだが。

「それは……『私』のことが好きだから、ですか？」

「………………………………まあ、うん」

　き、聞きますか、そういうこと？

　顔が真まっ赤かになるのを自覚しながら、アコから目を逸そらして頷うなずく。

　うわあ、滅め茶ちや苦く茶ちや恥はずかしい。なんでこんな所で羞しゆう恥ちプレイをさせられてるんだ。

「じゃあルシアンは住所も年ねん齢れいも顔も性せい別べつも、なにも関係なく、ただ『私』のことを好きになってくれたって、そういうことですか？」

「は、はい、そうです」

　要するにそういうことで間違ってない。

　おっかなびっくり答えた俺をじーっと見つめた後──アコはふにゃりと溶けるように微ほほ笑えんだ。

「ルシアン、私もですっ！」

「お、おお!?」

　アコは俺の両手をしっかりと握って何度も何度も上下に振った。

　アコの手は凄すごく熱かった。そして柔らかかった。

　俺の手を溶かすように、包み込むように、その温かみが伝わってくる。

「私もルシアンがルシアンだから一いつ緒しよに居たいって思ったんです。ルシアンが近くに住んでる同い年の男の子じゃなくても、もしも私が思ってた人と全然違ちがったとしても、絶対に大好きでした！　これは本当ですから、信じてください」

「……あ、ありがとう、アコ」

　アコは目に涙まで浮かべて、本当に嬉うれしそうにそう言った。

　えっと、それは、どう受け取れば良いんだろう。

　もしも俺がアコの思った『ルシアン』と違っても大好きだった、って……じゃあ実際の俺おれは想そう像ぞうと大差なかったってことか？

　そして仮に差があってもなくても、結局は俺が好きだって──。

「いや違う、落ち着け。ゲームとリアルは別、ゲームとリアルは別、ゲームとリアルは別……」

「？　ルシアン？」

　なんでもないなんでもない、とアコの手をそっとほどく。

　さっきから騒さわいでいるし、流石さすがに人の目があって恥はずかしい。

「もう遅くなる。帰ろうぜ」

「でも、私はまだ……」

「俺が帰らなきゃいけないの。ほら」

　うー、と不満げに言ったアコだったが、結局は素す直なおに頷うなずいた。

「ルシアン、また明日あした……ううん、また後で！　今日きようは迷めい惑わくかけないようにしますから！」

「あ、ああ。気をつけて帰れよ」

「うん、じゃあ、のし！」

「ノシ、ってリアルで挨あい拶さつに使う単たん語ごじゃねえから！」

　何度も何度も手を振って、アコは駅の中へと消えていった。

　それに手を振り返してる俺は端はたから見たら仲の良い恋こい人びと同士に見えたんだろう、ちょっとした視線と、クスクスと笑われているのが聞こえる。

　俺とアコはそんなんじゃない、全くの初しよ対たい面めんだ。

　なのにこんなに仲の良い感じで──。

　なんだろう、微び妙みように嫌いやな予感がする。

　例えて言うならそう、凄すごく大きな地じ雷らいを思いっきり踏み抜いてしまったような。

「さ、さっさと帰ろう。うん、帰ろう」

　俺は何かから目をそらすように、急いで帰き宅たくの途とについた。




　　　　†††　　　†††　　　†††




◆シュヴァイン：ははは、アコの操作が普段よりさらに酷いぞｗｗｗ

◆アコ：が、頑張ってるんですけど……

◆アプリコット：気合いが空回りすることもある、気にするなアコ

◆シュヴァイン：俺様は全く気にしないぞｗ　何も問題ないからなｗ

◆ルシアン：ああそうだな気にするな。デスペナで俺の経験値がとんでもない減り方をしただけだからな

◆アコ：ごめんなさいルシアンっ

◆ルシアン：……冗談だよ、冗談

　オフ会の夜、いつも通りに集まって狩かりに出かけた俺おれ達たちだったが、アコの操作は普ふ段だんに輪をかけて酷かった。俺のキャラが見ていて可哀かわい想そうな目に遭あっていた。

　しかしアコの操そう作さの幅としては悪い意味でブレの範はん囲い内だ。それにモニターの向こう側に涙なみだ目めになったアコが──玉置たまきさんがいるのかと思うとなんだか許せる気がしてくるし。

　あんなにゲームとリアルは別だと自己弁べん護ごしてたっていうのに、我ながら現金だとは思う。

　そうして狩りを終え、町に戻ってきていつもの椅い子すに座ると、アコもまたいつものように隣となりに座った。

◆アコ：お疲れ様です、ルシアン

◆ルシアン：ん、お疲れ

　何も変わらない普段通りの行動なのに、今日きよう俺の隣に座っていた彼女を思い出してなんだか一人でドキドキしてしまう。

　落ち着け落ち着け、あの子はリアルの亜あ子こさんであって、俺の嫁よめのアコはこっちの方だ。

　しかしこうして普通にゲームをしているのがちょっと意い外がいではあった。

　実際に顔を合わせて会って、同い年の同級生だとわかって、その後も仲間だ嫁だ旦だん那なだなんて言っていられないだろう、と思ってたんだ。

　この居い心地ごこちのいい空間はリアルで見知らぬ他人だったからこそ維い持じできたのだ。出会って、そして決して遠からぬ関係であることがわかった以上、一人の気持ち次第でどう変わってしまうかもわからない──なんて、不安に思ってたんだけどな。

　と、マスターの上にぽんと吹き出しが表ひよう示じされた。

◆アプリコット：では私はそろそろ落ちるとしよう。明日は朝から用があってな

◆シュヴァイン：それ、学校で？　あ……っと

◆アプリコット：うむ、そうだ

　ぽろりとリアルの話を漏もらしたシューに気にした風ふうもなく、マスターは頷うなずく。

◆アプリコット：皆が思うよりも会長は暇なのだが、たまには忙しかったりもするのだ。校内で見かけたらいつでもマスターと声をかけてくれて構わんぞ

◆シュヴァイン：かけないわよ！

◆ルシアン：おいシュー、素がでてるぞ！

◆シュヴァイン：お、俺様に限ってそんなことはないわよ！　な、ないのぜ！

◆ルシアン：落ち着け！　超不安定になってるから！

◆アプリコット：ははは、寝る前に笑わせてくれるなよ。ではな、また会おう

　言うだけ言って、マスターはあっさりと落ちた。

　この人は本当に何も変わらないな。泰たい然ぜん自じ若じやくっぷりが凄すごい。

◆アコ：じゃあ私も、お風呂に入って寝ますね

　そう言うアコに、今日きよう会った玉置たまきさんがシャワーを浴びるところを一いつ瞬しゆんだけ想そう像ぞうし──すぐに打ち消す。

　リアルとゲームは別、リアルとゲームは別。

◆ルシアン：お疲れー

◆シュヴァイン：湯船で出汁でもとられて来るんだな

◆ルシアン：豚のお前じゃねえんだから、シュヴァインさんよ

◆シュヴァイン：俺様を豚なんて呼ぶんじゃねえ！　マジうざいわねあんた！

◆ルシアン：だから混じってるって

◆シュヴァイン：か、顔を見られた後だとなんかやりにくいのよ！

　そりゃそうだろう。

　あの顔で俺様とか言ってるんだなって考えると俺もニヤニヤが止まらないし。

◆アコ：それじゃあ、お休みなさい

◆ルシアン：ういー

　手を振って消えていくアコを見送った後、ふとシューが言った。

◆シュヴァイン：あー、それから。さっきも言ったが、ちょっと知り合いだったからって俺様に馴れ馴れしくしたらマジでぶっ殺すぞ、わかってんな？

◆ルシアン：そのぐらいわきまえてるよ。誰にも言わないし態度も変えないって

◆シュヴァイン：本当に？　頼むわよ？

　不安そうに、もしくは何か物足りなさそうに言う瀬せ川がわ。

　もう口く調ちようがごちゃごちゃになってる。

　何だかなあ、そんなに俺が信用ならないかね。

◆ルシアン：ゲームと現実は別だよ。ゲームの中でシューと親しいからってリアルの瀬川にべたべたしたりしねえって

◆シュヴァイン：そ。ならいいけど

◆ルシアン：おう、心配すんな

　ルシアンに大げさなお辞じ儀ぎをさせてみせると、瀬川はシューに肩をすくめさせてチャットを表ひよう示じした。

◆シュヴァイン：なにそのわかってる風な格好つけた言い方、キモッ！

◆ルシアン：ほっとけ！

　何ともいつもの瀬川らしい言葉だった。

　しかしこれがまあ、腹が立たない立たない。瀬川に言われるとイラっとくるのに、相手がシューだと思うとなんてこともない。同じ言葉でも言う人によって違うもんだな。

　いや、同どう一いつ人物なんだけどさ。

◆シュヴァイン：それから……アコにも馴れ馴れしくするんじゃないわよ。変な噂たったら可哀想だし

◆ルシアン：俺と噂がたったら可哀想みたいな言い方を……いや、可哀想だな、うん

◆シュヴァイン：でしょ？

　確かにアコには損しかなさそうだ。オープンオタクの辛つらさである。

　と、シューは少し間を置くと、いつもの瀬せ川がわのように、

◆シュヴァイン：……もしもアコと本気で付き合いたいって言うなら、それなりに応援したりしなかったりはするけど？

◆ルシアン：ねえよ！

　俺は慌あわてて言い切った。

◆ルシアン：ネットで会った子を口説いて彼女にするとか、マジねーだろ

◆シュヴァイン：でも今日のあんた、端から見たら直結厨みたいだったし

◆ルシアン：それは言うなああああああっ！

◆シュヴァイン：ｗｗｗｗｗｗ

　流石さすがに本気で言った訳わけではないらしくシューは笑っていたが、俺の方は晩ばん飯めしを口から吐き出しそうな心しん境きようだった。

　直結厨。

　それは最低の称しよう号ごう。

　それはクズの称号。

　それは嫌きらわれ者の称号だ。

　直結厨と呼ばれる者のやることは簡単。ゲームの中で女性と見るや声をかけ、媚こびて、煽おだてて、その気にさせて、すぐにでもリアルで会おうと迫りに迫る。

　とりあえず繋つながる、すぐ繋がる、その姿すがたはまさに直結。

　ネトゲの中では最高クラスに忌いみ嫌われる存在だ。

　俺は直結じゃない、俺は直結なんかじゃない！

◆シュヴァイン：ま、良いけど。どのぐらいの距離感で行くのか、アコともちゃんと話しときなさいよ

◆ルシアン：そうする

◆シュヴァイン：じゃ、俺様も先に落ちるな

◆ルシアン：……一応そのキャラ続けるのな

◆シュヴァイン：るさいわよ

　こっちを一ひと睨にらみすると、シューはそのまま消えていった。

　しかし、確かにアコとは距離を置かないとダメ、だよな。

　さっき別れるときとか、明らかに友達って雰ふん囲い気きじゃなかったし。

「でも……」

　余よ計けいなことなんて言わずにこのままでもいいんじゃないか、なんて欲求が頭をもたげた。

　アコとは上う手まくやってる。今日きようだって初めて会ったのに長い知り合いみたいだった。

　望んでもいないのに距離を遠ざけるようなことを言わなくてもいいんじゃないか。

　だってほら、実際に会ったアコはあんなにも可愛かわいかったんだし。

　脳のう裏りに、照れたような笑顔を向けてくる玉置たまきさんの顔が浮かんだ。

「──っ、駄だ目めだ！」

　そういう思し考こうが！

　男を直ちよつ結けつにして！

　俺おれをネカマに告こく白はくさせたのだ！

　急いでゲームを終了すると、パソコンも落として、俺はベッドに飛び込んだ。

　ゲームと現実は別、ゲームと現実は別──そう考えながら休もうとするのだが、しかし脳裏に浮かぶのは、良く懐なついた猫ねこのような顔で俺を見上げる玉置さんの顔。

　頭を振って振り払おうとしたがそれはアコ本人のようにしつこくつきまとった。

　ルシアン、ルシアン、ルシアン……と。






[image: 二章　マスター・オブ・現代通信電子遊戯部]







　普ふ段だん通りの一日を過ごそう、そう決めていた朝一番。

「……お、おは、おはよう、西にし村むら」

「…………」

　もう一発目から全くいつも通りじゃなかった。
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　席に座った俺おれに明らかに上ずった声で挨あい拶さつをしてきたのは、シュー……いや、瀬せ川がわ。

　お前、そんなにも上う手まくやれないんなら俺なんか無視しておけばいいだろうに。変なプライドか何かだろうか。

　しょうがないなあ、とできるだけ普段通りに挨拶を返す。

「おう、おはよう瀬川」

　うん、凄すごく普通。

　我ながら会かい心しんの無ぶ難なんな返しをしたのだが、

「は？　何いきなり話しかけて来てるわけ？」

　瀬川はあからさまにいやそうな顔で吐き捨てた。

「ちょっお前それ理り不ふ尽じんすぎねえ!?」

　挨拶してきたのお前だろ!?　それ普段のお前から見ても相当な無む茶ちや振ぶりだぞ！

「な、ちょっ……そうやって絡からむのはやめてって言ったじゃん！」

「今のはお前が悪いだろ！　明らかに会話の流れがおかしいって！」

「細かいことをぐちぐちと、ほんっと最低」

「お、今のは多た少しよう普ふ段だんの瀬せ川がわっぽい。八十点やろう」

「だからそういう……」

　そんな会話をする俺おれ達の横に、名前も覚えていない女じよ生徒Ａがやってきた。

「ふふ。西にし村むら君と茜あかねちゃん、今日きようも仲いいねー」

　そう言うお前は誰だれだよ、という思いを押し込める方法も随ずい分ぶんとなれている。

　名前も知らないことは胸の中に秘ひめ、俺は素そ知しらぬ顔で返した。

「まあ、俺と瀬川の仲だからな」

　普段の俺達を見るに明らかな冗じよう談だんで返した。

　しかし瀬川はそうは受け取らなかったらしい。

「なっ……こんな気持ち悪い奴やつ、仲なんて良い訳わけないわよ！　馬ば鹿かなんじゃないの!?」

「お、おおっ!?」

「あ、茜ちゃん？」

　瀬川はそれはもうとんでもない大声で叫んだのだ。

　クラス全員、教室そのものが静まりかえるぐらいの大声で。

「あ、その……」

　無言でこちらを見つめる周囲の視線に固まる瀬川、俺、そして女生徒Ａ。

　圧あつ迫ぱく感すらある無数の瞳ひとみに、俺は慌あわてて頭を下げた。

「ご、ごめん、瀬川。悪かったよ」

　衆しゅう人じん環かん視しの中で真ま面じ目めに謝る。

「わたしも、ごめんね茜」

「え、いや……」

　本当に予想外なんだろう展開に戸と惑まどう瀬川。

　彼女に向けて周囲から寄せられるのは『あーあ、西村のヤツ可哀かわい想そう。瀬川も酷ひでえなぁ』的な視線だった。

　何も知らないクラスメイトからするとそりゃ俺が可哀想なんだと思う。しかしこれはそういうんじゃないんだ。割と気の知れた間あいだ柄がらでちょっと言い合っただけで

　しかしそれを説明もできない。何せ自動的にＬＡの話をする羽は目めになっちゃうし。

「────っ、ほんとっ、うっざい！」

　そう言い放つと、瀬川は荒あら々あらしく自分の席に荷物をたたきつけた。

　ああ、こええ。そして申し訳わけねえ。

　でも俺が悪いのかっていうとそれもまた違うような気もするんだけど。

「ごめんね西村君、私が余よ計けいなこと言ったから……」

「いや、慣れてるし。ははは……」

　ぺこりと頭を下げる女じよ生徒Ａはこう見ると結けつ構こう可愛かわいい子だった。名前も覚えてないけど。

「ははは、お前も前まえ田だと同じく玉ぎよく砕さい組ぐみか？」

「なんだよそれ。そんな話じゃないって」

「おい言ってやるなよ、こいつには嫁よめが居るから平気なんだよ」

「厚みねえじゃんその嫁」

「西にし村むらにとっては厚みがないからこそいいんだろ」

　ツンツンなクラスメイトに怒ど鳴なられた俺おれを慰なぐさめにか、男達が俺の方に寄ってくる。

　ああ、良い友人達だ。言いたい放ほう題だいに言っていなければ、だけど。

「ったく、お前ら好き勝かつ手てに言って……あのな、俺の嫁は意い外がいと可愛くてしかも一いち途ずでだな」

「うんうん、そうだな」

「わかるわかる」

「聞けよ！　優しい視線で見るのやめろよ！」

「いた、ルシアン！」

　俺達の会話を裂さいて、鈴すずのなるような声が教室内に響ひびいた。

　聞き慣れない、しかし聞き覚えのある声。

　声の出で所どころは教室の入り口。視線を向けるとそこに居たのは、目元まで隠かくれそうな黒くろ髪かみの、小こ柄がらな女子生徒──え、あれ、アコ？

「あ……玉置たまきさん、か」

　あこ、と言い掛けて踏みとどまる。危ない。実際には何の関係もないのに名前で呼んでるなんて、クラスメイトにわかったら面めん倒どうなことになる。

　ここは何も知らない振りをして乗り切ろう。

「うちのクラスの子じゃないよな」

「あれ、結構可愛いじゃん、知らねえの？」

「いや、マジノーマーク。あんま学校で見ないのかも」

「……で、るしあん？　って誰だれ？」

　その一ひと言ことにびくっと体が震える。

「さ、さあな。何なんだろ？」

　キャ、キャラ名が呼ばれた。それもクラスメイト全員の前で。

　やっべえ恥はずかしい。自己紹しよう介かいしたときに並ぶぐらい超ちよう恥ずかしい。

　進行形で誰にも見せたくない黒くろ歴れき史しをあばかれてる気分。

　ってか、何しに来たんだよアコは。用なら後でいくらでも聞くから、今の所は帰ってくれ、頼む！

「……！　……!!」

　戻れ、戻れと視線にこめてアコと目を合わせる。

　するとアコはにっこりと微ほほ笑えんで

「おはよう、ルシアン！」

　とことこと真まっ直すぐに俺おれの机に寄ってきた。

　何でだ、マスターとシューは目と目で通じ合えたのに！　どうして嫁よめのアコの方が理解してくれないんだよ！

「……え、西にし村むら、知り合い？」

「いや、俺は何も……」

　言い訳わけを終える前に、俺の前までアコがやってきた。

　にこにこと機き嫌げんの良い笑えみを浮かべて、のぞきこむようにして俺と顔を合わせる。

「ルシアン二組だったんですね。ルシアンのクラスがどこか聞いてなかったから探しちゃって、ほとんどのクラスをまわりましたよー」

　下を向いてしらん振りを続ける俺にアコはぺらぺらと話し続ける。

　あああやばい、教室がどんどん静かになっていってる。

　俺に凄すごい視線が集まってるのを感じる。

　やめて死ぬ！　恥はずかしさで死ぬ！

　あああクラス中から『なに、西村ってルシアンとか名乗ってんの？　やべえオタクここに極まれりじゃんｗｗｗ』みたいな視線来てる！　それは無む理りなの！　オープンオタクな俺にも耐えられるものと耐えられないものがあるの！

　そしてついに隣となりの友人が口を開いた。

「るしあんって……お前？」

「うわあああああ違う違う、なんつうかその愛あい称しようっつうかなんつうかな、そういうのでさ！」

　やめて！

　俺を、俺を見ないで！

　ルシアンになってしまった俺を見ないでくれ！

「う、うわあ……」

　ちらりと視線を送ると、瀬せ川がわは青ざめた表情で呆ぼう然ぜんとアコを見ていた。

　そりゃそうだよ、そうなるよ、こんな交通事故みたいな目に遭あうと思わないって、普通。

「愛称って……へえ、その子と仲良いんだな。何ど処このクラス？」

「違うんだよ、そういうんじゃなくてさ」

「ルシアン、私の話も聞いてください。どうしたんですかルシアン、なんで下を向くんですか？　もしかしてルシアン調子悪いんですか？　大だい丈じよう夫ぶ、ルシアン？　ルシアーン？」

「ルシアンルシアン呼びすぎだお前！」

「きゃんっ」

　俺はがばっと顔を上げて怒ど鳴なった。クラスメイトの前で大声でキャラ名を呼ばれる続ける地じ獄ごくを前に知らない振りなんてできるか！

「っつか何の用だよ！」

「だ、だって……」

　睨にらむ俺おれに照れたような笑顔を向けて、アコは続けた。

「昨日きのうの夜はあんまり遅くまで一いつ緒しよにいられなかったから、早くルシアンに会いたくて……」

「っ!?」

　ざわりと。

　静まりかえっていた教室がにわかにわいた。

「西にし村むらてめええええええ！　裏うら切ぎってやがったなこの野や郎ろう！」

「ああああああ、アコお前何なに言ってんの!?　違うんだってそういうんじゃねえってマジで！」

「なにが違うんだ思いっきり名前で呼んでんじゃねえか！」

　俺の襟えり首くびをつかんでぐいんぐいんと揺すってくるクラスメイト。顔は笑ってるから勿もち論ろん本気じゃないだろうけど、だからこそ遠えん慮りよなくからかってくる。

　やばい、なんとか誤ご魔ま化かさないと──。

「あ、ちょっと、やめてください！　私のルシアンにひどいことしないで！」

「わ、私の……だってよ」

　俺の首をつかんでいた手がびくりと震えてとまった。

　アコの声はさっきまでと違い、怯おびえた小しよう動物が威い嚇かくするような必死さがこもっていた。聞くだけで申し訳わけない気持ちになるような切実な声。

「え、えっと、君さ。こいつと一体どういう関係で？」

「あ……待て、その質問は」

　その質問に俺はなぜか背せ筋すじが寒くなった。

　こうまで騒さわぎになった以上素す直なおにゲーム仲間だと言うぐらいは仕方がない。

　むしろここでアコが素直にそう言ってくれれば大した騒ぎにはならない筈はずだ。ああ、オタ仲間なのね、みたいな。

　なのにすさまじく嫌いやな予よ感かんがする。

　その予感の元はそう、顔を真まっ赤かにして、しかし強い視線でクラスメイトを睨にらむアコ。

「それは……ルシアンは、私の大事な旦だん那な様だから」

「にしむらああああああ」

「うわあああああああ」

　きゃーっ！　旦那だって！　と叫ぶ女子の声が聞こえた。

　爆ばく発はつしたようにクラス全員が騒ぎ出した。

　だめだこいつだめだ本当にだめだ！

　もう収しゆう拾しゆうがつかない！

　この地じ獄ごくがチャイムまで続くことを覚かく悟ごした俺おれの前に、

「ちょっと、玉置たまきさん！」

「せ、瀬せ川がわ！」

　ツインテールの救きゆう世せい主しゆが現れた。

「ったく、朝から騒さわがしいのよ。ルシアンだか旦だん那な設定だか知らないけど、オタク臭くさい話なら外で二人でやりなさいよ。皆を巻き込まないでよね」

「……お、おおお」

　なんということだろう。騒がしいクラスが一いつ瞬しゆんにして静まりかえった。

　不ふ機き嫌げんな顔で言う瀬川がこの時ばかりは天てん使しにすら見えた。

　瀬川の言葉はいくつもの意味で俺を助けようとしてくれていた。

　ルシアン呼びと旦那話ばなしをいつものオタクっぽい話の枠わくに収めてしまうことで俺と玉置さんの関係を怪あやしまれる方向からずらし、今日きようは不機嫌だという空気を定てい着ちやくさせた自分の存在を使って俺とアコを教室から追い出そうとしてくれている。

「…………ふん」

　俺にだけ見えるよう、瀬川は軽くウインクして見せた。

　できる、コイツはできるヤツだ！

　完かん璧ぺきだ瀬川──いや、今のこいつは瀬川じゃない。シューだ。シュヴァイン、俺と幾いくつもの死し線せんをくぐりぬけた友よ！

「ほら、言われたしさ、話なら外で聞くから」

　しかし。アコにそんな気き遣づかいは全く通じなかった。

「あ、おはようございます、シューちゃん」

「っ!?」

　ふっと表情を緩めたアコの口から放たれたのは、色々なものを一発で台だい無なしにする一ひと言こと。

「あれ、シューちゃんもルシアンと同じクラスだったんですか？　いいなあ、二人一いつ緒しよ……」

「ちょっ、あんた……」

「……シューちゃん？」

「ひぐっ！」

　クラスのどこからか聞こえた声にびくりと瀬川の体が震える。

　だらだらと流れる冷や汗あせをそれとなく拭ぬぐうと、瀬川はぽんぽんとアコの肩を叩たたいた。話を聞け、わかるな、口くち答ごたえするな。そんな気持ちが目め線せんから伝わってくる。

「な、何を言ってるのかわからないけど、とりあえず外に出なさい外に。いい、教室の外に出るの。出ろって言ってるのよ私は。わかるわね？」

「え、あれ？　シューちゃん、怒ってますか？」

「い、いいから、アコ、ほら外に……」

　ぐいっとアコの腕を引こうとした瀬せ川がわの手が空くうを切る。

　アコが大げさな動どう作さでぽんと手を叩たたいたのだ。

「あ、わかりました。ちゃんと呼ばないから怒ってるんですね。おはようございます、シュヴァインさん。今日きようは俺おれ様！　とか、だぜ！　とか言わないんですね。あ、もしかして昨日きのう言ってた、隠かくされた暗あん黒こく面めんがシュヴァインの時にでてくる、みたいな状態で……」
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「いやああああああああああ」

　瀬川が絶望の叫びを上げた。

　それはもう、これがゲームの中ならスクリーンショットを撮とって永久にデータを残したいと思うぐらいの見事な絶望の表情だった。

「お、落ち着けシュー！　叫ぶのはだめだ！」

「あんたも余よ計けいなこと言うんじゃないわよ！」

「え、何、三人知り合い……？」

　呆あつ気けにとられた様よう子すで言う女じよ生徒Ａ。

「知り合いでもなんでもない！　ほら、とにかくこっちこい！　こいっつってんのよこらああああああ！」

　女生徒Ａに怒ど鳴なるように言うと、俺とアコの首をひっつかみ、瀬川はすさまじい力で歩き出した。自分の人生が終わる瀬せ戸と際ぎわの火か事じ場ばのバカ力だろうか、二人ともぐんぐんひっぱられる。

「シューちゃん？　ど、どうしたんですか？」

「シューちゃん言うなあああああ！」

　しかしその顔はひどい絶望に染まっていた。




「アコ、あんた一体全体どういうつもりよ」

　ぜーはーと肩で息をして、瀬せ川がわ。

　しかし言われたアコの方は

「どうって……えっと、私が何か変でしたか？」

　訳わけがわからない様よう子すでおろおろと言うだけだった。

「むしろ変じゃないところをあげてみろってんのよ！」

「お、落ち着けシュー！」

「シューっていうな！」

「シュヴァインさん！」

「そういう意味じゃない！」

　瀬川はもはや涙なみだ目めだった。

　俺おれはあわてて瀬川の肩をつかむと、ぽんぽんと叩たたいて言った。

「お、おーけー瀬川。まずは落ち着こう。騒さわぐのはやめるんだ。後、なんつうか、盛大な自じ爆ばくに巻きこんですまん」

「本当よ！　変な仏ほとけ心ごころなんて出すんじゃなかった！」

　頭を抱える瀬川。と、それを困った顔で見つめるアコ。

「る、るしあん、シューちゃんなんで怒ってるんですか？　私に話しかけられて迷めい惑わくだった、とか……」

　怯おびえた様よう子すで聞いてくる。

　身を縮めてビクビクとしたそのリアクションは、まさかお前天てん然ねんなのか。

「違うだろ。シューとかシュヴァインとか呼ぶからだよ」

「え……駄だ目めなんですか？」

「当たり前でしょうが！」

　ばんばんと廊下の壁を叩く瀬川。

　壁を殴なぐるのは代だい行こうさんに任せよう、な？　ほら、手が痛むぞ。

「じゃあなんて呼べば……」

「瀬川さんとか茜あかねちゃんとか、普通に呼べばいいんじゃねえの？」

「ええっ!?」

　アコは更さらにびっくりしたように言う。

「でも私にとってシューちゃんはシューちゃんなのに！」

「あたしは瀬せ川がわ茜あかねよ！」

「おちつけ瀬川。あのなアコ、ルシアンとかシュヴァインってのはあくまでゲーム内の名前で、リアルではちゃんと本ほん名みようがあるだろ。時と場合っつうか、ＴＰＯというか、そういうやつでさ。ちゃんと名前で呼んでくれよ」

「でも私と友達なのはルシアンとシューちゃんだから……」

「ここはゲームじゃないんだからアコにとってどうとかいう問題じゃないわよ」

「ゲームとリアルは別だろ、アコ」

　溜ため息いきを吐ついて言う俺おれ達に、アコは目を丸くした。

「え、どうしてですか？」

「え？」

「え？」

　なにそれこわい。

　三人で顔を見合わせて疑問符ふを向けあう。

「あ、あこ？」

「あんた、何言ってるの？」

「え、私がおかしいんですか!?」

　アコは目を丸くして言うと、ふらりと一歩、俺たちから距きよ離りをとった。

「ゲームとは違うって……じゃあ私とシューちゃんってただの同級生なんですか？　友達でもなんでもない？　ずっと一いつ緒しよに遊んでたのに、毎日あんなにお話ししてたのに」

「いえ、それは……」

　言いよどむ瀬川から俺に視線を移し、アコは涙まで浮かべて言う。

「ルシアンと私って何の関係もない他人なんですか？　大好きだったのに、ルシアンも大好きって言ってくれたのに。私と結婚してくれたのに！」

「だからな、アコ……」

　瀬川と顔を見合わせる。

（ど、どうしよう？）

（あんたの嫁よめでしょ、なんとかしなさいよ）

（それはちょっと難なん易い度ど高えよ。と、とにかく慰なぐさめるか）

（おｋ）

　視線だけで会話して、すぐにアコに向き合う。

「ただの知り合いだとか、同級生でしかないとか、そんなことは絶対にないわよ？」

「ああ、ずっと一緒に遊んでたんだから当然だろ」

「う、嘘うそです！　やめてください！　これから私に酷ひどいこと言う気でしょう？　あの同どう人じんみたいに！　あの同人みたいに！」

　ぎゅっと両手を胸元に抱え、抑え切れない思いを吐と露ろするように、アコは叫んだ。

　お前学校で何を口走ってんの!?

「しないわよ！　あんたも友達だし、大事なギルドの仲間よ。当たり前でしょうが！」

「俺おれにとってもそうだよ。ゲームの中では大事な嫁よめだし！」

　言っといて何だけど、うっわ、超ちよう恥はずかしい。

　生なま身みの相手に嫁宣せん言げんとか一生やる機き会かいなんてないと思ってたよ。

「じゃあ二人ともどうして怒ったの？　私のせいですか？」

　ちょっと冷静になったのか、アコは上うわ目め遣づかいに言った

「だからゲームの名前をリアルで呼ばれるのは嫌いやなのよ。あたしはゲーム……それもネトゲなんて絶対しないようなキャラで通ってんの。横よこ文字の名前で呼ばれたりすると困るのよ」

「豚ぶただしな」

「るさいわね」

　瀬せ川がわに余よ計けいなこと言うな、と睨にらまれる。

　廊下の片かた隅すみ、人ひと気けはないが、遠くに同級生が居るのが見える。気を抜ける場所でもない。

「じゃあ私、どうすれば」

「別に難しく考えなくていいって。あたしのことは普通に名前で呼んで。瀬川でも茜あかねでもいいから」

「せ……瀬川、さん」

「ええ、玉置たまきさん」

　アコは何な故ぜか恐る恐る瀬川の名前を呼び、瀬川もようやく微ほほ笑えんで答えた。

「お友達、ですか？」

「当たり前でしょうが、何言ってんのよ」

「……よかった」

　アコも、ぱあぁぁ、っと花が咲くように笑えみを浮かべた。が、瀬川は逆にはぁぁと大きく溜ため息いきをついた。相当に疲れたんだろう。ま、わかってくれて俺も助かった。

「俺のことも普通に西にし村むらって呼んでくれていいから」

「に、西村くん」

「おう、アコ……じゃない、玉置さん」

「アコでいいですよ？」

「それは色いろ々いろ問題あるし」

「アコって呼んで欲しいです」

「それはほら、もう少し親しくなってからさ」

　女子を名前呼びとか、流石さすがに他の男子の前でできることじゃない。

「じゃあずっとルシアンって呼び続けますね！」

「すいませんでしたアコさん！」

　それは流石さすがに恥はずかしすぎます！

　ぐわっと頭を下げた俺おれをよしよしと撫なで、アコは嬉うれしそうに漏もらした。

「だからルシアンは大好きです」

「西にし村むらだっつの」

　頭を上げるとにこにこと微ほほ笑えむアコが居た。その顔を見ているとなんでも許せる気がしてくるのは、俺が嫁よめに甘いってだけなのか。

「よっわ……」

「うっせ」

　向こうから呼べって言われたのに嫌いやがるのも、無む駄だに意い識しきしてるみたいじゃん。それもそれでゲームとリアルをごっちゃにしてるだろ、と自己弁べん護ご。

「ほら、予よ鈴れい鳴るし、さっさと帰るわよ」

「はい！　これでいつでもシューちゃん……瀬せ川がわさんに話かけていいんですよね！」

　跳ねるように瀬川に駆かけ寄り、その手を取って言うアコ。

「そりゃいいけど、学校でネトゲの話とかネットの話とか振るのはやめてよ」

「え、ええ!?」

　直後、その手がビシリと固まった。

「そ、それは無む理りです！」

「なんでよ」

「だって他に話題なんて何もなくて……」

　本気で落ち込んだ様よう子すでアコが言う。

「あ、あんたね……」

「アコ……悲しすぎだろそれ」

　流石の俺も肩を落とした。瀬川も頭を抱えている。

　長めの前まえ髪がみに隠かくれてアコの表情は見えないが、酷ひどく落ち込んでいることは声のトーンだけで充分にわかる。アコ、それで普ふ段だんはどうやってクラスで過ごしてるんだよ──。

　あ、そうだ。それで思い出した！

　アコをどっかで見たことあるんだよなーと思ってたら、全校集会で会ったんだ。

　俺にぶつかって滅め茶ちや苦く茶ちや怯おびえてたあの子、あれがアコじゃん！　オフ会で会った時はちゃんと顔を合わせてくれるからわかんなかったんだ！

「ど、どうしよう……」

　泣きそうな顔で言うアコは、なるほどあの日の彼女だった。

　ってことはアコって普段はあんな感じで過ごしてんの？

　そ、そりゃ友達は居ないかもしれないなぁ。

「んじゃ別に無む理りしなくてもいいでしょうが。ＬＡの中なら幾いくらでも話せるんだし」

「そんな……」

　そんな俺おれの納なつ得とくを余よ所そに、アコにとってはキツイだろうことをあっさりと言う瀬せ川がわ。

　彼女は落ち込むアコの顔をぐっとつかんで俺の方を向かせると、

「その分はほら、あんたの旦だん那なに付き合ってもらいなさい」

「な、なんでっ!?」

「あんたはネトゲの話振られても平気でしょうが」

「そりゃそうだけど」

「本当、ルシアン？　ルシアンは大だい丈じよう夫ぶなの？」

　いいえ、俺は西にし村むらです。

　それは後で矯きよう正せいするとして、だ。

「確かに俺は平気だよ。ルシアン呼びは控えて欲しいし、旦那ってのも困るけど、それ以外なら何でも」

　今はあんまり友達が居ないってんでも、こうしてころころと表情を変える俺達の前のアコを見せていれば友達なんて幾いくらでもできるだろ。

　あと、ぶっちゃけ俺もそんなに友達が多いって訳わけでは……その……ないし……。

「る、ルシアンー！」

「俺の話を聞いてたかお前！」

「良かった。ルシアンはやっぱり私の味み方かたなんだよね。ルシアンは、ルシアンは！」

「まずはそっから改めろ！」

　ぎゅっと口元に両手を引き寄せ、感動に打ち震えるアコ。

　そんな彼女に俺の方は不安に包まれた。大丈夫かなあ、こいつ。

「西村くん、瀬川さん？　そんな所で何をやってるのー？　ホームルーム始めるわよー」

　と、廊下の遠くから斉さい藤とう先生が呼んだ。

「はーい、すぐ戻りますー！」

「そうして頂ちよう戴だいー」

　そうだったそうだった、もう時間がない。あの騒さわぎの後予よ鈴れいまで戻ってこないとなればさらなる大おお騒ぎを呼ぶだろう。

「そうね、話も付いたし戻りましょう。ったく、朝から偉えらい疲れたわよ。クラスの皆も西村のせいにしてごまかさないといけないし」

「俺のせいにすんのかよ……いいけどさ。アコ、大丈夫か？　戻れるか？」

「はい」

　ちゃんと返事は返ってきた。

　よし、と歩き出す。

「……あ、ルシアン」

　その直後、俺おれの服の袖そでを引いて、アコ。

「お昼休み、教室で待っててくれますか？」

「いいけど、どした？」

「お昼作ってきたから、よかったら一いつ緒しよに」

　…………はい？

　自分の体が不自然な姿勢で固まったのがわかった。

　そして先に立って歩き始めていた瀬せ川がわもぴたりと止まった。

「あ、アコ、何なに言ってるんだ？」

「ルシアンの分のお昼、作ってきたんです。あんまり自信はないんですけど……」

　俺を見上げ、ほんのりと頬ほおを染めて、アコはそんなことを言った。

　廊下を吹き抜けた風でふわりと前まえ髪がみが流れる。さっきの涙が残っているのか、明らかに濡ぬれた瞳ひとみがまっすぐに俺を見つめていた。

「なんで、そんなことを？」

　知らぬ間にごくりと唾つばを飲み込んで聞いた俺に、アコは少しだけ瞳を揺らして答えた。

「だってルシアンは私の旦だん那な様だから」

「…………だからそれはゲームの中のことだよな？」

「？　だから、結婚しました、よね？」

　あれ？　と本当に心しん底そこ不ふ思し議ぎそうに言う。

「……ねえ西にし村むら、あたし思ったんだけどさ」

「ああ、俺も今似たようなことを思った」

　呆あきれ顔で振り向いた瀬川に、俺も力なく返した。

　やばい、こいつ──俺と真ま逆ぎやくだ。

　人間関係を、ゲームとリアルで、欠片かけらも区別してねえ。

「……どうすんのよ」

「マスター……会長に携けい帯たいで連れん絡らく取っとく。悪いけどお前も昼休みあけておいてくれ」

「二人ともどうしたんですか？　私また変なことを言いました？」

「いや……昼ひる飯めし、一緒に食おうぜ」

　アコはしょぼくれていた猫ねこが名前を呼ばれたみたいに、ぱっと表情を輝かせた。

「はいっ！」

　ああ、可愛かわいいなあ。

　可愛いよ、可愛いけど……これ、どうしよう。




　マスターに連絡した所、昼休みに生徒会室へ来るが良いぞと返事があった。

　いいのかよ、私室じゃねえんだぞ──とは思ったものの、他に当てもない。

　昼休みを待って、俺おれ達は生徒会室を訪れた。

「なるほど、そんなことがあったのか」

　俺達以外に居ない部屋の中、一ひと通とおり話を聞いたマスターはにやりと笑って言った。

「それはおもしろいな！」

「何も面白くねえよ！」

　あの後どれだけ大変だったと思うんだ。

　あれやこれや聞こうとするクラスメイトに、

　玉置たまきさんとはたまに一いつ緒しよにゲームをする中で、俺の作ったルシアンってキャラクターが彼女の作ったキャラクターとたまたま結婚したんだ。

　そう、完全にゲームの中だけの付き合いなんだ。

　瀬せ川がわは俺が悪口で豚ぶたって教えてたのを玉置さんが勘かん違ちがいして覚えてたんだ、こいつは完全な被ひ害がい者しやで、部ぶ外がい者しやなんだ！

　──みたいな言い訳わけを必死に作り上げたのだ。

「寿じゆ命みようが縮んだわよ」

「全くだ……」

　俺と瀬川は疲れ切っていた。

「……ごめんなさい」

「いや、謝って欲しい訳じゃないんだけどさ」

「あんたは弁べん当とうまでもらってんだしね」

　まあ、な。

　目の前にあるアコの弁当を撫なでる。

　女の子にお弁当を作ってもらいました──とか人生初はつで、ぶっちゃけ凄すげぇドキドキしてる。

「アコの作った弁当、か。なるほどな、アコにとっては旦那であるルシアンに弁当を作ってくるのは当たり前なわけだ」

「おかしいですか？」

「普通ではないだろうな」

　言葉とは裏うら腹はらに、マスターは楽しそうに言う。

「確かにアコとルシアンはゲームの中で長い付き合いを経てお互いに愛し合うようになり、ついに結ばれた、そんな仲なのだろう。しかしそれはゲームの中のことだ。現実のことではない。顔も名前も知らぬ相手と本気の恋をしていたわけでもあるまい？」

　もっともなマスターの言い分。しかしアコは、

「そんなことありません！」

　大きく首を振り、力強く言い切った。

「顔も名前も知らないからこそです！　ルシアンとお話しして、ずっと一いつ緒しよに居て、心と心で触れ合って、お互いの繋つながり以外に何もない状態で好きになったんです。それはそこらにいくらでも居る一ひと山やまいくらのリア充じゆうどもよりもよりずっとずっと純じゆん粋すいな愛です！」

「……なるほど、そう言われると一いち理りあるな」

「マスター、流されんなよ！」

「おお、すまんすまん」

　はっはっはと軽やかに笑うマスター。

「しかし一いち概がいに否定するのもどうかとは思わないか？　顔だの声だの身長だの体重だの、そういう要素を全て別にして、アコは純粋にお前の人ひと柄がらが好きだと言うんだぞ。喜ぶべきことじゃないか」

「だから乗せられるなってば！」

　アコの側に傾いているように見えるマスターを止める。

　そんな単純な話じゃないっての。

「人柄だけで、なんて良い様ように考えすぎだよ。ゲームの中で好きになるってことはキャラクターの外見や戦せん闘とう時じのスペックが絡からんでるだろ。俺おれはいつもアコの面めん倒どうを見てたからさ、そういう部分で本当の俺とは違う形で評ひよう価かが上がってるんだよ。真まっ当とうな評価じゃない」

「……だそうだが、どうだ？」

　話を振られたアコは大きく首を振った。

「そんなことないです。ルシアン以外の人とも時とき々どき一緒にゲームしましたけど、みんなすぐ怒っていなくなっちゃって。でもルシアンはずっと一緒に居てくれたんです。私が何度失敗しても、何度忘れても、何度も、何度も──」

　照れた笑えみを浮かべて俺を見つめ、アコは言う。

「だから大好きなんです」

「……アコ」

　やっぱ可愛かわいいよなあ、この子。ノーマークだとか言われてたのは、こうしてしっかり顔を合わせて喋しやべる相手が俺達しか居なかったからだろ、絶対に。

　って考えるとアコは俺以外にこんな顔見せないんだろうな。それってなんか優ゆう越えつ感があるかも。──い、いや、駄だ目めだけどな！　そんな『俺ってこの子にとって特別なんだぜ』みたいなのは絶対考えちゃいけないんだけどな！

「あーはいはいお幸せにー。あたし帰るからー」

　と、見つめ合う俺達に鬱うつ陶とうしそうに言い、瀬せ川がわは席を立った。

「ったく、何が悲しくてノロケを聞かされて昼休みが潰つぶれるのよ」

「いやいや、待て瀬川！　これでお前まで居なくなったら大変なことになるから！」

　生徒会室から出ようとする瀬川を必死に引き留める。

　マスターもなんだかアコ寄りに見えるってのに、その上瀬せ川がわが居なくなったら俺おれの味み方かたは誰だれも居なくなる！

　すがりついた俺に、しかし瀬川は吐き捨てるように言う。

「近寄らないでよ、この直ちよつ結けつ厨ちゆう」

「ちょ、ちょ……ちょっけつちゅう……だと……」

「そうよ、やっぱそうだったんじゃないの」

「俺は違う、違う……！」

「何が違うっていうのよ。ゲームの中でアコに声かけて、会ってモノにして……」

「うわああああああああやめてくれええええええ」

　嫌いやだ、そんなのは嫌だ！

　直結厨なんてネトゲプレイヤーとして最高に嫌な称しよう号ごうじゃないか！

「ちょっけつちゅう？　ってなんです？」

「直結厨というのはネトゲで男慣れをしていない女を漁あさっては手を出すという腐くさった男のことでだな」

「言わないでくれえ！」

　俺は泣き叫んで頭を抱えた。

　嫌だ、直結厨なんて断だん固こお断りだ！　絶対にそんな称号は受け入れられない！

　そんなことになったら、またあんな悲しい事件が起きる！

「やってやる……やってやるぞ、アコ！」

「な、何をですか？」

　きょとんと言うアコ。

「お前の意い識しき改かい革かくだ」

「意識……改革？」

「そうだ」

　心しん底そこ不ふ思し議ぎそうな彼女の肩をぐっとつかみ、力強く頷うなずく。

「いいか、ゲームとリアルは別だ。通じるところがあるって部分まで否定はしないけど、それでもやっぱり別のものなんだよ。それをアコに理解してもらう」

「ど、どうしてそんな恐ろしいことを……ルシアン、まさに外げ道どうです」

「お前実は俺のこと嫌きらいだろ」

「いえいえ大好きですよ」

　そんな当たり前みたいな顔をして大好きとか言われても、なんだか信じられなくなってきたよ。

「で、そう簡単に言うけどどうやってよ」

「そうだなぁ。ゲームの中のルシアンとリアルの俺は別だってのが伝わりそうな何かがあればいいんだけど……」

　うーん、と考える。

　俺おれとルシアンは違うってことをはっきり認にん識しきさせるにはどうすればいいだろうか。

「ふむ、ゲームとリアルの違いを実感させればいいんだな？」

「マスター、何か案でも？」

「ああ、いいことを思いついたぞ、ふふふふふふ。全て私に任せておけ」

　マスターはにやりと笑って携けい帯たいを出すと、凄すさまじい勢いで操そう作さし始めた。

「これ、任せて大だい丈じよう夫ぶなわけ？」

「た、多分」

　大丈夫かな、大丈夫だといいなあ。




　　　　†††　　　†††　　　†††




「現代通つう信しん電子遊ゆう戯ぎ部ぶ……？」

　放課後ご、俺達はマスターに指定された場所、部室棟とうの一いつ角かくに集まっていた。

　そこで見たものは、真ま新あたらしい表ひよう札さつのつけられた教室だった。

「現代通信電子遊戯……って」

「ネトゲじゃないの？」

　だろうなあ。マスターが呼んだからには間違いなくネトゲに関係することなんだろうし。

「西にし村むら、前まえヶが崎さき高こう校こうにこんな部ぶ活かつあった？」

「あったら入部してるよ」

「あんたならそうよね」

　瀬せ川がわは至し極ごく当たり前の様ように頷うなずいた。

　そりゃ、あったら絶対入部してたってのは本当だよ。でもだからってそこまであっさり言われるとちょっとむかつくんだけども。

「私も入部してましたね」

「アコ、あんたね……」

　仲間が居たらしい。嬉うれしいかというと微び妙みような所だが。

「ったく。仮にあったとしても間違いなく女子向きの部活じゃないと思うわよ。それにここ、確か空あき部屋だった筈はずだし」

　瀬川は表札を見上げ、不ふ思し議ぎそうに言った。

「何で知ってるんだ？」

「隣となりの手しゆ芸げい部ぶに入ってたのよ。隣は空き部屋だったのを覚えてるわ」

　へえ、手芸部か。らしくないような、意い外がいと似に合あうような。

「……コスプレ衣い装しようとか作ってないわよ」

「先に釘くぎ刺すなよ」

　図ず星ぼしなのかって勘かんぐっちゃうだろうが。

　まあロリキャラなら何を着ても似に合あいそうな外見だけどさ。

「で、今も手しゆ芸げい部ぶなのか？」

「ゲームの時間が減るからやめたわ」

「やっぱお前も大たい概がいだよな」

　言われて見ると確かに隣となりは手芸部だ。

　ということはこの部室は最近まで間違いなく空あき部屋だった筈はずだ。

　そしてこの表ひよう札さつも見る限りにはかなり新しい。いや、かなり新しいというか、もう今日きようつけた所、みたいな──。

「すまない、待たせてしまったな」

　と、後ろから聞き慣れた流りゆう麗れいな声。

　振り向くとマスターが静かな笑えみを浮かべていた。

「申しん請せいに少し手て間ま取どってな。無ぶ事じに済んで良かったよ」

　そう言って片手に持った鍵かぎをちゃりちゃりと弄もてあそぶ。学校で普ふ段だん使われている教室の鍵と同じものに見えた。

「申請って何の話よ？」

「ふふふ、中を見ればわかる。さあ、入ってくれ」

　無む造ぞう作さにドアに近づくと、マスターは鍵を開けてドアを開いた。

　隙すき間まから冷たい空気が流れ出してきた。

　のぞきこむと、そこはカーテンの閉められた少し薄うす暗ぐらい部屋。中には四つ並んだ机、四つ並んだ椅い子す。そして四つ並んだモニターと、四つ並んだデスクトップ型のパソコンがあった。

　凄く凄く小さなインターネットカフェのような部屋。俺おれみたいなタイプの人間にはすっごく居い心地ごこちが良さそうな空間だった。

「えーと、これは……」

「なんというか、あつらえたような部屋ねえ」

　小さく溜ため息いきを吐ついて瀬せ川がわ。

「あ、パソコン！」

　アコはパソコンに寄っていった。

　そして部長はくるりと俺達を振り返り、大きく両手を広げた。
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「ようこそ現代通つう信しん電子遊ゆう戯ぎ部ぶ──む、長いな。ようこそネトゲ部へ……いや、オンゲ部か？まあいい。とにかく私が部長の護ご聖しよう院いん杏きようだ。部員諸しよ君くん、これから共にこの部を盛り上げていこうではないか」

「ネトゲ部かぁ……」

「オンゲ部だってよ……」

　本気でやりやがった、この人。

　呆ぼう然ぜんとする俺おれと瀬せ川がわを余よ所そにマスター──いや、部長は続ける。

「活動内容は主に放課後ごのオンラインゲームと休日のオフ会だ。残念ながら課か金きんは部費から出ないので実じつ費ぴになるがそこは我が慢まんしてもらいたい。ただし冷れい暖だん房ぼうは完備だし、回線の方は学校のものが使える。環かん境きようについては心配しなくていいぞ」

「いやちょっと待っておかしいでしょ」

　ようやく再起き動どうした瀬川がマスターの肩をつかんだ。

　うん、おかしい。明らかにおかしい。

「何がだ？」

「何がじゃねえよ」

　しれっと言い放つマスターに、俺も瀬川と一いつ緒しよに詰め寄る。

「どうやって部ぶ活かつ作ったんだとか、昼に決めたのにもうパソコンが揃そろってるのはどうしてだとか、俺達が入部決まってるのがどうしてかとか、もう全部だよ全部！　突っ込み所しかない！　なあアコ、お前も何か言えよ！」

　パソコンの周りをくるくると歩きまわるアコに話を振ると、アコはこちらに向き直ってにっこりと笑った。

「はい？　見事な仕事だと関心はしますがどこもおかしくはないでしょう？」

「お前に期待した俺おれが間違ってた！」

「ひどいっ!?」

　がーん、とあからさまにショックを受けてみせるアコは放っておく。

　問題はこのしっかりと準備されてしまった空間をどうするかだ。

「とりあえず、みんなでネトゲ部ぶ作ってネトゲやろう──ってことでいいの？」

「その通りだ。少し無む理りを言って状態の良いパソコンを運び込んでもらった。部室の使用許きよ可かはもちろん、ネットワークの接せつ続ぞく許可も既すでに取ってある。今日きようから放課後ごはこの部屋でネトゲができるぞ！」

「ここならみんなでいつでも遊べるんですね」

　アコは単純に喜んでいた。

　いや、そんな笑って受け止められるような簡単なことじゃないだろ、これ。一体何なん人にんの人に迷めい惑わくをかけてこうなったんだ。

「ふっふっふ、ここでなら皆で何をはばかることなくオンラインゲームを楽しめる。どうだ素す晴ばらしいだろう」

　自身の功こう績せきに大いに胸を張るマスター。

「そりゃ凄すごいわね。んじゃあたしは帰るから」

　そして真まっ先さきに帰き宅たくを決め込んだ瀬せ川がわ。

　こいつずるいぞ、後あと始し末まつを俺に押しつけて自分だけ逃げる気だ。

「待てシュヴァイン、お楽しみはこれからだろう。どうして帰る！」

「シュヴァイン言うな！　……あのね、あたしはあんた達と違って普通に趣しゆ味みとしてネトゲができれば十分なのよ」

　胸の前で腕を組み、先せん輩ぱい相手に酷ひどく偉えらそうに言う。

　とりえずマスターと瀬川の攻こう防ぼうを見守ることにした。

「わざわざ学校でまでネトゲしようなんて考えもしないわよ。友達に『部ぶ活かつはネトゲ部です』なんて言えるわけないし。やりたいならあんた達だけでやってよ」

「そういうことを言う人間はログインできる時間が減るから彼かれ氏しは要いらないなどとは言わない筈はずだが」

「うぎっ」

　お、瀬川が変な声で鳴いた。

　気のせいか、見み慣なれたクリティカルヒットのエフェクトが見えた気がした。

「そ、それは優ゆう先せん度どの問題よ。ネトゲは男なんかより大事だけど、だからといってあたしの学校生活を犠ぎ牲せいにする程ほどではないわ」

「プレイ時間が二時間延のびると一日に何Ｍ多く稼かせげるだろうな」

「うぐっ」

　さらに直ちよく撃げきが入り、瀬せ川がわのライフゲージが削けずられていく。

「だからあたしは学校では普通の女じよ子し高生として……」

「皆とどんどんレベル差ができて狩かり場も変わって、シュヴァインとは一いつ緒しよに遊べなくなるんだろうな。いやあ、残念でならない」

「うう、幾いくら言われたってあたしは──」

「ねえねえルシアン、電でん源げんってどれですかね？」

「あー、これだろ」

　そんな攻こう防ぼうをよそにアコは勝かつ手てにパソコンを起き動どうしようとしていた。

　アコがボタンを押し込むと同時に見み慣なれた起動シークエンスが始まる。うわ、こうやって見るとモニターでけえな。

「ねえルシアン、もうＬＡインストールしていいですよね？」

「俺おれに聞かれてもわかんないけど……そもそもスペック足りてるのか？」

　学校のパソコンでネトゲとかできるのかよ。

　ぽちぽちとコマンドを入れてパソコンのスペックを確かく認にんしてみる。

　さてさてダイアログに表ひよう示じされたこの機き体たいの中なか身みは。

「んーと、ＣＰＵはちゃんとｉ７か。おお凄すげぇ、ＯＳはＳＳＤに入ってる。んでメモリが……16Ｇ？　グラボがＧＴＸの二枚差し!?　なんだこれ！」

　想そう定てい外がいのハイスペック、幾いくらかかってるんだこれ！

　驚きよう愕がくした俺の声に、さらに驚きの声が被かぶった。

「マ、マジでっ!?」

　マスターと向かい合っていた瀬川がぐりんとこちらに顔を向けていた。

「マジマジ。なんだよこのネトゲやることしか考えてない頭悪わるそうなパソコン！」

「ははは、状態の良い物を運んだと言っただろう」

　良すぎだろ！　専用に組んだレベルじゃねえか！

「わ、なんだか動くのも私のパソコンより、ずっとはやい！」

「だろうなぁ……」

「ＳＳＤにグラボ二枚差し……メモリ16Ｇ……」

　瀬川はアコが機き嫌げん良く弄いじりまわしているパソコンにちらちらと視線を送り、落ち着かなさげに身を揺らしている。

　これは酷ひどい、マスターの状態異常攻こう撃げきが瀬川にクリティカルヒットしてる。瀬川のライフゲージに莫ばく大だいな持続ダメージが入っているのが見えるようだった。

　このまま時間が過ぎればあいつの残りライフはぐんぐん削られていくだろう。

「そういえばシュヴァイン、君のパソコンはスペックが微び妙みようだった筈はずだな」

「うう……そうよ、お下がりだもの。このパソコンがあればあたしも釣つりができる、わよね」

　瀬せ川がわの体がゆらゆらと揺れる。

　一歩パソコンの方に踏み出し、その脚あしを戻し、しかし再び踏み出す。

　その間も視線は一いつ瞬しゆんたりとてパソコン本体から離れてはいない。

「一人に一台用意してある、一台好きに使って構わないんだぞ、シュヴァイン」

「ぐっ……これは魅み力りよく的だけど……この程てい度どで……しかしＳＳＤの魅力は……」

「汚きたない、さすがマスターきたない。こんなの余りにも卑ひ怯きよう過ぎます！」

　嬉うれしそうだなあ、アコ。

　マスター対シュー。見守ってる間に勝敗は決してしまったようだ。

「諦あきらめろシュヴァイン、もう勝負はついている」

　にやりと笑ったマスターに瀬川はついに膝ひざを屈くつした。

「わ、わかったわよ、入れば良いんでしょう入れば！　その代わりこの子は好きにさせてもらうからね！」

「よしよし。アコはもちろん、ルシアンも構わんな。これで無ぶ事じに現代通つう信しん電子遊ゆう戯ぎ部ぶがはじめられるというわけだ」

　こうなっちゃうとどうやっても折れないだろう。

　最終的にマスターが余よ計けいな責任を被かぶる羽は目めにならないならなんでもいいけどさあ。

「それは構わないけど、マスター、何の為ためにこんなの作ったんだ？」

「何を言うルシアン、お前とアコの為だろう」

「俺おれたち？」

「はい？」

　そりゃ学校でもゲームができるってのは嬉しいけど、こんなわけわからないことをやれって言ったっけ。

　首を捻ひねる俺達を順番に見回し、マスターは一台のパソコンに歩み寄った。

　そのままゆっくりと電でん源げんを入れながら言う。

「アコにゲームとリアルの違いを理解させなければならない──そう言ったではないか。忘れたか？」

「そりゃ言ったけど……」

　それがどうしてこんなことになったのかさっぱりわからないんだけども。

「良いか、ここでネトゲをするということは全員が顔の見える状態でゲームをするということだ。どんな顔で、どんな風ふうにキャラクターを操そう作さしているかがすべて見える。普ふ段だんならチャットでしている会話も声に出してできるのだ」

　ぽんぽんと光を放ち始めたモニターを叩たたいてマスター。

「ゲームのキャラクターと中の人が同時に存在している状況。アコにゲームとリアルの違いを感じさせるのは最高の状況だと思わないか？」

「あー、そりゃ確かに！」

　チャットでの会話と実際の会話は全ぜん然ぜん違う。

　普ふ段だんのように甘えた台詞せりふもそうそう出て来ないだろうし、アコもルシアンと俺おれじゃ全く違うってことに気付いてくれるんじゃないか。

「そうだな、確かにそうだ。しばらくここでゲームしてればアコの勘かん違ちがいも落ち着くだろ」

「んー……何も変わらないと思いますよ？」

　そう思ってられるのは今のうちだ。

「見てろよアコ、お前の夢ゆめ見みがちな幻げん想そうを粉こな々ごなに打ち砕くだいて、俺という情なさけない男に気付かせてやる！」

「その台詞だけで百年の恋も冷めそうなもんだけど」

「いいえ、私の愛がその程てい度どではないことを証しよう明めいして見せますよ！」

「…………はあ」

　苦く笑しようする瀬せ川がわと睨にらみ合う俺とアコ。

　こうして現代通つう信しん電子遊ゆう戯ぎ部ぶ、第一回部ぶ活かつ動どうが始まった。

「では早さつ速そく始めるとしよう。下校時じ刻こくまでまだまだある、それなりに狩かりになるだろう」

「んじゃ、あたしはこのパソコン！」

　気を取り直したか、瀬川がうきうきとパソコンの電でん源げんを入れる。

　俺も残った一台の前に腰を落ち着けた。

　電源を入れると……うっわ、起き動どうはええ。

「マスター、壁かべ紙がみ可愛かわいいのにしていいですか？」

「好きにいじってくれて構わない。自分の使いやすいようにしてくれ。……ああ、不適切なサイトには繋つなぐなよルシアン。職しよく員いん室しつで問題になったら困る」

「俺限げん定ていで言うなよ！」

　人ひと前まえでそんなもん見ねえよ！　俺を何だと思ってんだって！

「うっわ、きっも」

「普段のテンションで言うのやめてくれ！　……っつかお前も怪あやしいツールとか入れんなよ、俺達まで巻き添えでＩＰＢＡＮされるんだからな」

「入れないわよそんなの！　馬ば鹿かにしてんの!?」

　シューはぷんぷんと怒ってみせるが、俺は覚えているぞ、こいつの悪あく行ぎようを。

「そう言うがシュヴァイン、以前に自動ポーションのツールを入れてポーションの使用が止まらなくなったことがあったではないか」
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　そう、そんな事件があったのだ。禁止されている外部ツールに興きよう味み本位で手を出したシューは、ぽわーんぽわーんとポーション使用エフェクトが出たままになって大いにテンパったのである。

「そういえば私はＢＯＴです事件というのもあった気がするが……」

「いやああああ、黒くろ歴れき史しを掘り返さないで！」

　やいのやいのと言いながらクライアントをインストールし、ゲームを起き動どうする。

　聞き慣れすぎるぐらいに慣れたＢＧＭと共にＩＤとパスワードを入力する小さなウインドウが表ひよう示じされた。

　プレイする場所は違ってもこっちはいつものログイン画面でなんだか安心する。

「あれ？　ルシアン、フルスクリーンにするのってどうすればいいんですか？」

「ＡＬＴキー押しながらＥＮＴＥＲキー……ってアコ、お前全ぜん画面でやってるのか？」

「おかしいんですか？」

　俺おれの隣となりのデスクにちょこんと座ったアコが不ふ思し議ぎそうに見上げてくる。

　フルスクリーン、全面表示というのはゲームのウインドウだけをモニターに表示して他のウインドウは一いつ切さい映し出されない状態だ。言わばゲーム以外に何もできないモードである。

「だってお前、全画面じゃＷＩＫＩとか見ながらできないだろ。それに何か通知だのメッセージだのが送られて来たらゲーム自体が最さい小しよう化かされて動けなくなるし」

「うん、いつもそれでやってますけど？」

「初しよ心しん者しやかよ！」

　いや一年以上やってなお初心者なアコだけども！

　くそ、それで時々謎なぞに動きが止まって俺が死ぬんだな、わかったぞ。

「……え、何言ってんの？　フルスクリーンが普通じゃないの？」

　ここにも初心者が居た！

「お前もかシュー！　前ぜん衛えいだろうが！」

「だ、だって全画面の方がパソコンに優しいって言われたし！　スペックが悪いからその辺りで気を遣ってんのよ、悪い!?」

　ああ、そうか。

　そういえばフルスクリーンの方がちょっとパソコンに優しいらしい。スペックが足りない場合はその辺りで調ちよう整せいする場合もある。

「なるほどね、そりゃ悪かったよ、怒んないでくれ」

「ふん」

　拗すねたようにキーを押し込み、シューもＬＡを全画面で表示した。

　どう考えてもこのパソコンならウインドウモードで充分だってことは言わないでおこう。

「でもさ、ゲームしながらデータ確かく認にんしたい時ってあるだろ。どうしてるんだ？」

　ふと気になって聞いてみる。

　データを脇わきに表ひよう示じできないならどうしてるんだろうか。

　何の気なしに尋たずねただけなのだが、瀬せ川がわは微び妙みように頬ほおを染めて、俺おれから目を逸そらして言う。

「……それはほら、手元のメモで」

「お前ネトゲの攻こう略りやくを手書きでメモってんの!?」

「うるさいわねっ！　あたしの好きなようにやればいいでしょっ！」

　シューはばんばんと机を叩たたいた。

　確かに小さな手でマウスを操そう作さしながら、ちらちらとメモを見てゲームをしているシューを想そう像ぞうするとなんだか微ほほ笑えましいけど。

「ちなみにマスターはどうやってんの？」

「私も普ふ段だんは全ぜん画面だな。……トリプルモニターだが」

『金持ちうぜえ』

　アコと俺、見事に台詞せりふが重なった。




「さて、全員無ぶ事じにログインできたか？」

「はーい。あ、ルシアンだ。こんにちは、ルシアン……っと」

◆アコ：こんにちは、ルシアン

　アコがそう言うと、俺の画面にアコからのチャットが表示される。

　何の意味があるんだよ、その行動に。

「隣となりに居るんだからチャット打たなくて良いって」

「あ、そうですね」

　っつうかチャット打つの遅おせえ。キーボード見ながらゆっくりゆっくり打つのかよ。

　そんな状態でチャット好きだからパーティー自体危あぶなくなるっていうのに。

「んでどうすんの？　狩かりにでも行く？」

　言葉と共にシューのキャラクターが肩をすくめるモーションを取った。

　ちらりと見ると本人も同じように肩をすくめている。

　いやはや、こいつも素直な奴やつだな。

「うむ、今なら連れん携けいも完かん璧ぺきだろう。昨日きのうの続きでブルーンク大火か山ざんで狩りをするぞ。普段よりずっと良い効こう率りつが出るに違いない」

「折せつ角かく四人集まってるのに効率狩りって……まあ、あたしは良いけどね」

「よし、では出発──」

「いやちょい待ち」

　俺はマスターの言葉を遮さえぎった。

　前々から気になって仕方がなかったことがある。今日きようこの機き会かいにはっきりさせておきたい。

「アコ、ちょっと装そう備び見せてみ？」

「はい？　どうぞ」

　隣となりに座ったアコの画面をのぞきこむ。こちらからアコに身を寄せているようで落ち着かないが、意い識しきしないように気をつけて装備欄らんを確かく認にんした。

「お、おおお……」

　思わず感かん嘆たんの声が漏もれる。

　こいつは、こいつはひでえや……。

　一いっ瞬しゆん気きが遠くなってしまった。いかん、これはいかんですよ。

「……アコ、今から大火か山ざんに行くって言ってるのにどうして装備が水みず耐たい性せいなんだ？」

「このドレス、ルシアンにもらったから大事に着てるんです」

　きゃっ、と両手で顔を隠かくすアコ。

「きゃっじゃねえよ！　それを渡したのは海で狩かりする時の為ためだろ！　素直に火ひ耐たい性せい着てこい！」

「ええー、炎ほのおのローブって可愛かわいくないですよ？」

「あんた、そういう問題じゃないでしょうが……って、うっわ。なにこれ」

　俺おれ同どう様ようにアコの画面をのぞきこんだシューは唖あ然ぜんとして言った。

「この杖つえ、わけのわからないエンチャントついてるんだけど、何なの？　聞いたことないわよピンクスターのキラキラロッドなんて」

「これ、敵をたたくとキラキラって星が飛ぶんです。凄すごく可愛いんですよ！」

　アコは得意満まん面めんで言ったが、シューの方は驚きよう愕がくと納なつ得とくの合わさった複雑な顔で吼ほえた。

「戦せん闘とう中ちゆうなのになんか定期的にキラッ☆　キラッ☆　ってなってると思ったらあんたの仕し業わざだったのね！」

「ぶっ、ははははははは」

「なんで笑ってんのよマスター！」

　ああ、俺達は知らぬ間にとんでもない地じ雷らいを育いく成せいしていたようだ。

「えっ……もしかして、私の装備、弱すぎ？」

　今いま更さら気付いたのか、アコがおろおろと俺達をうかがう。言うまでもないだろそんなの。

「弱いっつうか柔らかいっつうかいっそ舐なめてると言うか。ちょっと待ってろ、倉そう庫こに回復用の慈じ愛あいのロッドが入ってるから貸してやるよ」

「それ持ってますよ？」

「じゃあ使えや！」




　アコに本人曰いわく『可愛くない』装備を押しつけ、俺達はようやくブルーンク大火山マップに到とう着ちやくした。見ているだけで熱そうな火山の内部。火ひ属ぞく性せいのそれなりに強いモンスターが溢あふれるマップだが、四人で危うくなるような場所でもない。

　入り口のゲートを抜けて四人狩かり場の入り口に並び、炎ほのおに包まれた洞どう窟くつの奥に目をこらす。

「んじゃとりあえず良さそうな場所に拠きよ点てんを置くわよ。アコ、ＢＵＦＦかけて」

「はーい」

　味み方かたを強化する魔ま法ほうを要求された支し援えんキャラのアコがおっかなびっくりキーボードを叩たたき、シューにスキルを使用する。

　じょわーん！　と派は手でな音が全員のスピーカーから響ひびいた。

「みんなの音も聞こえるんですね」

「そりゃ一いつ緒しよに居るからな」

「へえ……じゃあこうすると……」

　じょーわんじょわーんじょわーんじょわーんじょわーん。

「ああああうるさいっ！　ってか重いわよ！　いつまでじょわんじょわんやってんのよ！」

「えへへ、ごめんなさい」

「遊んでる間に敵が来てるぞー」

「よし、ここで私のうめえ棒ぼうが火を噴ふく所を皆にみせてやろう！」

　ぱっとマスターが魔法の詠えい唱しようを開始する。

　その瞬しゆん間かん、俺おれとシューは同時に叫んだ。

「マスターは課か金きんアイテム禁止！」

「な、なに!?　そう言われると使うアイテムがないぞ！」

「は？　ちょっと見せてよ──うっわ、なんでアイテムの半分が課金アイテムになってんの!?」

「課金の方が強いではないか、他は必要ないだろう」

　何がおかしいのかさっぱりわからない、という表情で言う。

　ああ、こういう人の力でオンラインゲームは繁はん栄えいしているんだな、と謎なぞの感かん慨がいを得た。

「ちょっとルシアンこいつどうにかして！」

「他人が課金を使う分には俺は何も損しない」

「あんた最低ね！」

　冗じよう談だんだよ冗談。

「よし、マスターは俺達が見てる前で課金アイテム使うの禁止な」

「横おう暴ぼうな！　私はギルドマスターで部長で生徒会長だぞ!?」

「うるさい黙だまれ」

　移動狩りの形で敵を倒しながら火か山ざんの奥へと進んでいく。

　敵がまとめてくるわけではないのでさして苦く戦せんするわけでもないが、なかなかこの機き体たいの操そう作さに慣れない。

「んー、操そう作さが面倒めんどくさいな」

「ルシアンは普ふ段だんと違うパソコンではやりにくいか？」

「そうじゃなくてさ」

　ぽんぽんとマウスを撫なでる。

　問題はパソコン本体ではなく外部機き器きの方だ。

「普段はクリック移動にしてサイドボタンマウスを使って片手でやってるからさ、左手使うのが面めん倒どうくさいんだよ」

「いつも片手でやってんの？　一体どんなマウス使ってるのよ？」

「普通の十二ボタンマウスだけど」

　市し販はん品ひんだ。珍めずらしくもなんともない。

　しかしシューは異い様ような物でも見るように、半はん眼がんで俺おれを睨にらんだ。

「……頭おかしいんじゃないの、あんた」

「失礼だな」

　だって片手の方が楽だし、クリック移動も対応してるなら最終的にはそうなるだろ。

「そうだ、特とく殊しゆマウスと言えば面白い物をもっているぞ。ちょっと待っていろ」

　そう言うとマスターは席を離れ、奥の棚たなを漁あさりだした。

　もう色々と運び込んでいるのか、棚の中にはいくつかの箱やツールが入っているのが見えた。

　そしてそこから大きな楕だ円えん形けいのキーボードと、飛行機きの操そう縦じゆう桿かんの様ような形をしたマウスを取り出す。

「見ろ、人間工こう学がくに基づいた超ハイテクゲーミングキーボードとマウスだ！」

「本当に人間工学に基づいてんのかよ、とんでもない形してるぞ」

「これを考えた人は未来に生きてますね。凄すごく素す敵てきです」

　うんうんと感かん心しんした様よう子すでアコ。

　あー、こいつ、こういう変なもの好きそうだよな、なにせ俺の嫁よめだし。

「んで、変な形してるけど、使いやすいの、それ？」

「それが驚くほどに使いにくい」

　マスターは欠片かけらも躊躇ためらうことなく即そく答とうした。

「……捨てなさいよそんなの」

「私、それ使ってみたいです！」

「アコはせめて普通のキーボードが使えるようになってから言えよ！」

　やいのやいのとやっている間になんとか最さい奥おうにまで到とう着ちやくした。

「ここまで来るだけで偉えらい疲れた気がするわ」

「でもアコの回復力が上がってるから普段より楽だな」

「可愛かわいくないんですけど……ルシアン、嫌いやじゃないです？」

　何を言うかと思えば。

　見かけの可愛かわいさが全く要いらないとは言わないが、狩かり場においては強力な装そう備び品ひんこそがもっとも美しい衣い装しよう。

　それこそが正式なドレスコードというやつだろうに。

「一いち応おう言うと、見かけの可愛さよりも俺おれを守る方を重視してくれた方が嬉うれしい」

「あ……そう、ですよね」

　苦く笑しようして言うと、アコははっとしたように目を見開いた。

「そうですね、幾いくら可愛くなっててもルシアンが死んじゃったら意味ないもんね。うん、ルシアンの為ために頑がん張ばりますから！」

「……あー、うん」

　そんなに純じゆん粋すいな顔で言われるとリアクションに困る。

「じゃあ適当に敵を持ってくるから、こっちに沸わいたら頼むな」

「任せておけ」

　ぐっと頷うなずくマスターの平へい静せいな顔を見て、すぐに残りの二人に視線を向けた。

「頼むぞシュー、アコ」

「はい、微び力りよくを尽くします！」

「課か金きんさせないように精せい一いつ杯ぱい努ど力りよくするわ」

「私の金だろう!?　何な故ぜだ!?」

　三人は置いておいて周りの敵をかき集める。

　俺はできる限り殴なぐられないように気をつけながら拠きよ点てんへと駆かけ戻った。

「みーんなー、十秒ぐらいで戻るぞー」

　移動しながらチャットを打たなくて良いので非常に楽だ。ほいほいと攻こう撃げきを避けながらルシアンを走らせる。

「任せろ、範はん囲い魔ま法ほうで片付け──何だシュヴァイン、何故腕うでを押さえる！」

「今！　課金アイテムを！　使おうと！　したでしょうがっ！」

「派は手でな魔法は魔法使いの命だろう!?」

「金で火か力りよく買ってどうすんのよ！」

　場外乱らん闘とうが激しさを増しているようだが、大だい丈じよう夫ぶなんだろうか。

「もう着くぞー、いいかー」

「くっ、仕方あるまい……いつでも来い！」

「おっけー、いいわよ」

　ギリギリのタイミングで二人は自分の席にもどった。

　よし、間に合う。

「さーん、にー、いーち、今！」

　俺おれのキャラクターが本ほん拠きよ地ちに飛び込んだ直後、氷こおりの魔ま法ほうが降り注そそいだ。

「喰らうが良い、我がパーフェクトブリザード！　ははは、まさにパーフェクトなタイミングだ！」

「完かん璧ぺき過ぎて全部マスターに流れてるじゃないのよ！」

「ひゃっほいし過ぎです！」

　ターゲットを固定する前に大だい威い力りよくの魔法を受けたモンスター達は、すぐにマスターの操あやつる魔法使いへとターゲットを切り替えた。

　課か金きんしていない魔法では一いち撃げきで葬ほうむり去ることもできず、全ての敵が彼女に襲おそいかかる。

「普ふ段だんの私と今の私、どうして差がついた……慢まん心しん、課金の違い……」

「パーフェクトブリザード、マスターは死にます」

　アコが目を伏せて黙もく祷とうを捧ささげた。

「いや本当にマスター死ぬって、ちょっと、マジで……マジで死んだー！」

　敵の大たい群ぐんに囲まれたマスターはあっさりと溶けていった。

　うん、そうなるよね。わかってた、魔法が発動した瞬しゆん間かんにわかってたよ。

「どうすんのこれ！　アコ、蘇そ生せい蘇生！」

「えっと……ルシアン、リヴァイブってどのアイコンですか？」

「俺、この戦いが終わったら、シューと結婚するんだ」

「諦あきらめるのが早いわよ！」

「もう私と結婚してるじゃないですか！　何なに言ってるんです!?」

「アコ、壁に寄りなさい壁に！」

　とはいえマスターの魔法はしっかり当たっている。全員が死にかけたものの、何とか殲せん滅めつはできた。

「いきなり疲れたわ……」

　マウスから手を離してうなだれるシューに、腕を組んだマスターが得とく々とくと語る。

「それは課金をしないからだ。課金を惜おしむからこうなるんだ。いいか、課金とは運営へのお布ふ施せだ。それを怠おこたると運営という神から天てん罰ばつが下るのは当然の話、そんなことは言うまでもないだろう」

「その宗しゆう教きようみたいな考え方やめて！」

　シューのキャラクターがゲームの中で『ｏｒｚ』と吹き出しを出した。放っておくとリアルでも地面に倒れ伏しそうな勢いだ。──いや、俺も同感だけど。

「シューちゃん、それもよく使ってるけど何て読めばいいんですか？」

　アコが不ふ思し議ぎそうに言う。

「ｏｒｚって……おーあーるぜっと、じゃねえの？」

「私は『がっくり』という単たん語ごで読んでいるが」

「オーズよオーズ、他は認めないわ。……んじゃちょっと席外はずすから、やってて」

「トイレか？」

「聞くんじゃないわよ」

　ひらひらと手を振ってシューが部室を出て行った。

　確かにこの部室はコンピューター用に冷やしてあるからトイレも近くなりそうだ。

　シューが居なくなって、残されたのは俺おれ達たち三人。

「……よし、この隙すきが狙ねらい目だな」

　俺はにやりと笑って言った。狩かりへの出発前からこの機き会かいを狙っていたのだ。

　自分のキャラをちょっと操そう作さし、シューのデスクへと歩み寄る。

「ルシアン？　どしたの？」

「いいかアコ、ちょっと見てろ、これをこうして、な」

　カチカチとシューのマウスを操作する。

「ほほう。そういうことなら良いものがあるぞ」

　横からのぞきこんでいたマスターが同じようにカチカチと操作する。

「お、いいねいいね」

「可愛かわいい！」

　カチカチ、カチカチ、カチカチ──。

「ただいまー。アコ、あたし生きてる？」

「ちゃんと元気ですよー！」

　部屋に入ってきたシューにそしらぬ顔で声をかける。

「もうすぐ敵を持ってくるところだ、準備しろー」

「はいはい、わかったわよ。ったく、人ひと使づかいが荒い……わ、ね？」

　椅い子すに座ってモニターと向かい合ったシューの動きが止まった。

　くくくくく、予想通りだ。

　その唖あ然ぜんとした顔、それが見たかった！

「ちょっ……は？　え、何？」

「シュー、もう行くぞー」

「行くぞーじゃないわよ！　何よこれ、何であたしクマの着ぐるみ着てネギ握ってんの!?」

　そう、シューのキャラは狩かり場のドレスコードを華か麗れいに無む視しし、見た目のインパクトと愛らしさしかない熊くまの着ぐるみと、イベントネタアイテムのネギソードを装そう備びしていたのだ。

　言うまでもなく俺とマスターの仕し業わざである。

「戦せん闘とう中だぞ、真ま面じ目めにやれよ」

「可愛かわいさより役に立つかが大事なんですよ、シューちゃん」

「アコにだけは言われたくないわよ！　あんた達、あたしの装備勝かつ手てに──もう敵が来てるー！」

　ちょうど俺おれが拠きよ点てんに飛び込んだところだ。

　今回は死人が出ないように敵の量を調ちよう整せいしているが、だからと言って見ているだけで済む量ではない。

「ほらほら、無む駄だ口ぐちを叩たたいていないで戦えシュー」

「ああもうわかったわよ！　どうなっても知らないから！　ってうわああ何このネギ結けつ構こう火か力りよくあるじゃない！」

「ははははは、そのネギは私がフル強化してあるからな！」

　ネギを用意したマスターが高らかに笑った。

　おお、マジだ。普通に敵を切り裂さいてる。ネギパネエ。

「マスターは金の使い方がおかしいのよ！　ああ、私のシュヴァインちゃんが……」

　ネギを振り回して敵を切り刻むクマのぬいぐるみ。

　それはもう酷ひどくシュールな光こう景けいだった。

「あんた何してくれてんのよ！」

「軽いジョークだって、怒るなって！　怒……うっわぁ!?」

　その後、俺が中の人に切り刻まれた。




　こちらはシュールではなくバイオレンスだったのが誠まことに残念でならない。




　キーンコーンカーンコーン、と部ぶ活かつ終了のチャイムが鳴った頃ころ、俺達は一ひと狩かり終えて町に戻ってきていた。

「ああ、普ふ段だんの狩りよりずっと疲れた気がする……」

　両手をマウスとキーボードから離し、手をぷらぷらと揺らしながらシューが言った。

「効こう率りつは上がったではないか」

「途と中ちゆうからアコの操そう作さを半分ルシアンがやってたからでしょうが」

「ルシアン、本当に上う手まいですよね」

「あんたは練習しなさいっての」

　んー、とシューが身を伸ばした。

　町に決めたいつもの溜たまり場、喫きつ茶さ店てん。

　普段通りにアコが俺キャラの横に寄り添い、ピコンとウィスパーチャットが開いた

◆アコ：お疲れ様です、ルシアン

「アコ、だからそれは要いらないんだって」

　それじゃあ普段と何も変わらないだろうが。ゲームのキャラクターであるルシアンじゃなく、アコの横に居る俺と会話してもらわないと。

「あ、そうですね。じゃあ……」

　うんうんと頷うなずき、アコはぐっと俺おれの耳みみ元もとに顔を寄せた。

「な、おい、アコ……」

「……お疲れ様です、ルシアン」

「～～～っ！」

　耳元で『ささやかれ』て、温かい吐と息いきが耳に触れる。

　びくんと身を固めた俺にアコはそのままの体勢で続けた。

「いろいろ助けてくれてありがとう、いつもより皆の役に立てた気がします」

「そ、そっか、良かったな」

「……で、も！」

　そのまま俺の腕をつかみ、つねるようにぎゅーっと握る。

「生きて帰ったらシューちゃんと結婚するって、なんですか！」

「いやあれはただのネタで」

「なら私に言えば良いのに。ルシアンだいっきらい！」

　言って、アコはぱっと身を離した。

　さらにぷいっと俺から顔を逸そらす。どんな表情をしているかは見えない。

「あ、いや、ごめ……」

　慌あわててもごもごと言い訳わけをする俺の言葉を遮さえぎるように、アコはぽつりと言った。

「──嘘うそ。大好きです」

「あ……アコ」

　姿し勢せいを戻してこちらに向き直り、拗すねた猫ねこのような仕し草ぐさで言うアコ。

　見ているだけでどんどん体温が上がっていく気がした。

　普ふ段だんチャットで言われていることと大差ないのに、こうしてリアルで言われると……ダメだ、流されそうになる。流されても良いんじゃないかって気がしてくる。

　そんな思いに囚とらわれていると、アコがくるりと表情を変えて俺を見上げた。

「どう、どうですか？　惚ほれましたか？　いえ、惚れ直しましたか？」

「…………その一ひと言ことが余よ計けいだ。それがなければ危なかった」

「そ、そんな……私やらかしたんですか」

「やらかしもやらかしだな。全く……」

　くそ、折せつ角かく危なかったのに──いやいや、そうじゃない。危ないところだった、耐えられて良かった、だ。

「あのねえ、西にし村むら……あんた目的わかってるー？」

　そんな会話をする俺達を瀬せ川がわがジト目で見ていた。

　えーと、目的って……ああ、そうだった！　アコの旦だん那な発言とかをやめさせなきゃいけないんだった！

「あ、ああそういえばそうだっけ、ははは……」

「はははじゃないわよ！　あんたの為ためにやってんのよ！」

　ばんばんと机を叩たたくシュー。いやはや申し訳わけない。

「現代通つう信しん電子遊ゆう戯ぎ部ぶ、目的未み達たつであるな。これは明日あしたも部ぶ活動をせざるを得ない」

「えええ、これまだ続くの？」

「いやならやめても、いいんですよ？」

　アコはにこにこと言ってパソコンを示した。

　家のパソコンのスペックが低い彼女には逃のがれがたい誘ゆう惑わくだろう。実際シューは渋い表情で眼前のモニターを見つめた後、諦あきらめたように息を吐いた。

「……ま、いいわよ。嫌いやじゃないし」

　俯うつむいて言う瀬せ川がわ。

「楽しかったですねー」

「……そうだな」

　純じゆん粋すいに笑って言うアコに、俺おれも頷うなずいた。

　目的とは違うんだけど、うん。凄すごく楽しかったな。

「確かに楽しかったけど……」

　ゆっくりと俺達を見回してふっと息をつき、瀬川は小さな声で言った。

「むしろリアルとゲームの境きよう界かいが薄くなってくような気がするのよね……」

「何か言ったか、シュヴァイン？」

　ふっと笑って言ったマスターに、瀬川は首を振った。

「別に。さ、もういいでしょ。あたしは帰るわよ」

　瀬川はさっさとパソコンの電でん源げんを落とすと、鞄かばんを持って席を離れた。

　そのまま振り返ることなくドアへと直行する。

「あ、おい、一人で帰るのか？」

「なんであたしがあんたと帰るのよ」

「……そりゃそうか」

　シューならともかく、瀬川は俺と帰ったりはしないだろう。それは確かに当たり前のことだ。

　部屋を出る瀬川を見送ってマスターに声をかける。

「マスターはどうする？　もう帰るのか？」

「私は少し学校に用がある、二人は先に帰って良いぞ」

　冷静に、しかし楽しげに言うマスター。

　二人は、ね。

　要するに、二人で、だろ。

「じゃあ、えーと」

「はい、帰りましょう、ルシアン」

「……ああ」

　追いかけて瀬せ川がわと帰れよ、とは言えなかった。

　帰る途と中ちゆうずっとシューちゃんシューちゃん言われ続けた瀬川が切れる姿すがたしか想そう像ぞうできなかったからだ。




「今日きようは本当に楽しかったですね、ルシアン。明日あしたが本当に楽しみです」

「ま、そうだな」

　アコは通学路ろの先に沈む夕日に目を細め、ちょっと疲れた様よう子すで漏もらした。

「久しぶりに連続で学校に来たんでちょっと疲れましたけど……」

「普ふ段だんはどんな生活送ってんだよ……」

「えっと、最終的にはルシアンに養ってもらうので途中のことは別にいいかなと」

「これこれ待ちなさい」

　どんな人じん生せい設計だ。俺おれはそんなもの認めたつもりはないぞ。

「え、まさかルシアンは共とも働きが理り想そうですか？」

　そういう問題じゃなくて。

　ただ、まあ──どちらかと言うと。

「そうだな、共働きの方が良い」

「え？　何ですって？」

　アコは即そく座ざに聞き返してきた。

「……だから共働きの方がいいって」

「え？　何ですって？」

　アコは即座に聞き返してきた。

「共働きが──」

「え？　何ですって」

　アコはもはや食い気ぎ味みに聞き返してきた。

「お前なあ！」

「きゃーっ」

　笑いながら通学路を逃げるアコを追う。

　しかし小さな体たい躯くのアコだ、追いかけるまでもなくすぐに捕つかまえた。

「この野や郎ろう、反省しろ」

「すいませんでしたー」

「ったく……」

　あっさりと捕つかまったアコの頭を撫なでつけると、彼女は機き嫌げん良く目を細めて微ほほ笑えんだ。

　そんな彼女を見ながら少しだけ考える。

　こいつ、本当に学校にはあんま来てないのか？

「…………」

「ルシアン？　どうしたの？」

「ああ、いや。人ひと前まえでルシアン呼ばわりされるのも慣れてきたなって」

「ご、ごめんなさい、西にし村むら君」

　アコは今いま更さらに呼びなおした。

　周りには部ぶ活かつ終わりで下校する生徒がそれなりに居て、ちらちらと見られている気はする。しかし、恥はずかしいなぁ、ぐらいの感想で耐えられるようになった辺り、俺おれにも耐たい性せいができてしまったらしい。

　要いらない、そんな耐性は要らない。

「あの、西村君」

「ん？」

　若じやつ干かん凹へこみながら歩みを進めていると、アコがくいくいと俺の袖そでを引いた。

「こうして歩いてると、私達も友達に見えますか？」

「そりゃ見えるだろ」

　実じつ際さい友達だしさ。

「じゃあ恋こい人びとには見えますか？」

「微び妙みようなラインだな」

　二人で歩いてるけどそれだけだし。

「ならリア充じゆうっぽくは見えるかな？」

「俺が近くで見てたら死ねと思うのは間違いない」

　それは確実だ。

　こんな可愛かわいい子と二人で、袖をつかまれながら歩いているのだ。爆ばく死し判はん定てい間違いなしだ。

「ふふふ……ざまあみなさいリア充ども」

「落ちつけ落ち着け」

　暗い笑いを浮かべるアコをたしなめ、通学路ろを歩く。

　日が沈むにつれて段だん々だんと夜が近くなっていく。

　鮮あざやかなオレンジから深い黒へと町の色が変わり始めていた。

「何だかんだで結けつ構こう帰るのが遅くなったけど大だい丈じよう夫ぶか？　親に連れん絡らくとか入れたか？」

　アコに尋たずねると、アコは俺の顔を見ることなく、前だけを見て答えた。

「そういうのは大丈夫です。両親はほとんど家に居ないので」

「……そうなのか」

「そうじゃなかったら毎晩ゲームなんてできないですよ。いえ、ちゃんと帰ってきたら落ちてお迎えはしてますけどね」

　そこまで言って、アコは俺おれに視線を向けて微ほほ笑えんだ。

　俺は家に家族が居てもやってるんだけども──そこは脇わきに置いて。

　両親が家に居ない、と言うアコの声は少し硬かったように思う。こちらを見ることなく、言い切ったアコの言葉。悪いこと聞いたかな。

　っつか、友達も居ないって言ってたし、学校にもあんまり来てないし、家族も家にはあんまり居ないのか。

「……んー」

「西にし村むら君？」

「いや、なんでも。……コンビニで肉まんでも買って帰ろうぜ、半分やるよ」

「何ですかそれ、リア充じゆうっぽい！」

「だろ？」

　目を輝かせるアコの背を押して、ゆっくりと歩みを進めた。

　ゲームの中とは別の意味で、この子をもう少し助けてやりたいなと、そんな偉えらそうなことを考えた自分を、頑がん張ばって吹き散らした。
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　さらに数日、現代通つう信しん電子遊ゆう戯ぎ部ぶは活動を続けた。

「ほらどうよ、あたしのルシアン捌さばきは！」

「おい馬ば鹿か、そんなに山ほど連れてきても耐えられるわけが」

　シューの操そう作さするルシアンが大量の敵を引き連れて俺おれ達の前にやってきて、そのままなすすべもなく敵の塊かたまりに飲み込まれた。

「ふふふふふ、私が一番マスターを上う手まく使えるんです！　ってあああ、ごめんなさい、魔ま法ほうキャンセルしちゃった！　ルシアンが死んじゃう！」

　死んじゃう、っていうか死んだ、もう死んだ！　俺に多量のデスペナルティだけを与えて無む残ざんに死んだ！

「な、なにこいつ！　柔らかっ！　使えないわね！」

「柔らかくねえよ、お前の操作が下へ手たくそなんだろ！　あああ俺の経けい験けん値ちが！　くそ、お前もつっこめシュヴァイン！」

「あたしのシュヴァインを殺すなー！　マスター、はやく回復！」

「無む課か金きんキャラはパワー不足で使ってて楽しくない」

「課金しないと死ぬ病気か何か!?」

　それぞれが本来自分が使っているのとは違うキャラクターを使って戦う。

　この日の挑ちよう戦せんは『ルシアン』を固定しないという名目のキャラ交こう換かん会かいだった。

「ねえこれ、アカウント共有に入るんじゃないの？」

「いやいやいや、一時的にパソコンの前に居るだけだし、ＢＡＮとかないって！」

　うん、多分な！




　翌日は経験値ではなくレア狙ねらいの狩かりをしてみたりもした。

　殺さつ伐ばつとした状況に陥おとしいれて、俺とアコの仲を引き裂さくのが狙いだ。

「あ、出た！　出たわよヴァレンティヌスの鎧よろい！」

「うおおお、マジで出た！　信じられねえ！」

　強力な耐たい性せいとステータスアップ、それに膨ぼう大だいなライフを上昇させる一級品の鎧。

　さらにはヴァレンティヌスセットというセット装そう備びの一いつ角かくでもある。全部装備するとなんかもう凄すごいことになるらしい。

　ユーザー市し場じよう価格百Ｍ単たん位い──ゲーム内マネー一いち億おく単位のアイテムだ。

　レアを狙いに行って、結果出ずに殺伐とするのが目的だったのだが、出てしまえばそれはそれで殺伐とするのがオンラインゲームである。

「ヴァレンティヌス……バレンタイン……なんだかすっごく腹の立つ名前の鎧ですね、捨てません？」

「落ち着けアコ！　百Ｍ単位の装備を名前の雰ふん囲い気きで捨てようとすんな！」

「どうしたものか。売って分配するか、それとも誰だれかが使うか」

「使いたい！」

　俺おれは即そく座ざに言った。

　これがあればルシアンはさらに硬くなれる！

「あたしも欲しい！」

「無む論ろん、私も欲しいぞ」

「私が取って捨てます！」

　全員が手を上げて所有権を要求し、互いに睨にらみ合う。

　殺さつ意いすら混ざっているだろう視線を絡からませながら全員がゆっくりと立ち上がった。

「全員が欲しいと言うなら……」

「仕方あるまいな」

「情なさけは無用よ！」

「いきます！」

　じゃーんけーん、ぽん！

　と、レアの分配で大もめしたり。




「あれ、止まったわよ？」

「む、鯖さばが落ちたか」

　翌日は珍めずらしく鯖落ちが起きた。

　鯖というのはそのままサーバーだ。そしてサーバーが落ちるとは、要するにサーバーがダウンしてゲームにログインできない状態である。

　オープン[image: β]や正式サービス直後なんかはよく鯖落ちもするが、安定期に入るとなかなか落ちないのがオンラインゲームのサーバーだ。思い出してみるとＬＡの鯖が落ちたのは結けつ構こう久しぶりのことだと思う。

「まだ夕方ですし、掃そう除じのおばちゃんが電でん源げんひっこぬいたんじゃないですかね？」

　何度かログインを試しては弾はじかれながらアコが言う。

「鬱うつ陶とうしいおばちゃんだな。誠まことに遺い憾かんだ」

「日本製せい、新型弾だん道どうミサイル遺憾の意い三号を用意しましょう」

　何ど処こに向ける気だ、やめろアコ。

　しかしＬＡにログインできないとなると、どうするかな──あ、そうだ。

「ここ、別にＬＡ部って訳わけじゃないだろ。入れないなら別のネトゲでも探すのはどうだ？」

「ほう、別のオンラインゲームか」

　ちょっと乗り気なマスター、それとは正反対にシューは眉まゆをひそめた。

「今いま更さら他のネトゲ？　別にＬＡだけでいいわよ」

「でも鯖さば落おち中は暇ひまだろ、何かオススメはないか？」

　言いながら俺おれ自身も探してみる。んー、あんまりめぼしいのはないか。

「おお、良いのがあったぞ」

　と、自分の画面に公式サイトを表ひよう示じし、マスターが俺達を呼んだ。

「このネトゲなんてどうだ。なんとちょうど今日きようの夕方からオープン[image: β]が開始する、海外発のＭＭＯＲＰＧ。元のゲームはそれなりに有名で、運営は鯖の弱さで有名なあそこ。さあどうだ、これは間違いなく熾し烈れつなログインゲームが楽しめるぞ」

　わくわく感一いつ杯ぱいの笑顔で言うマスター。

　ログインゲームというと、限界を超えた数のプレイヤーが一度にログインをしようとするせいで通常ではありえない挙きよ動どうをするログインサーバーに、ただひたすらＩＤとパスワードを打ち込みつづけることで誰だれよりも早くゲームへのログインを目め指ざす、ディープなネットゲーマー達に大だい人気の、あのログインゲームのことか。

　今回は有名タイトルで人が集まり、さらに鯖は脆ぜい弱じやく。登とう録ろくした人を無制限に、そして無料でプレイさせるオープン[image: β]テストが昼のニートタイムではなく夕方から始まる──なるほどな。

　にやりと笑ってマスターを見ると、彼女も『理解した』者の笑えみを浮かべている。

「…………」

「…………（こくり）」

　ちらりとアコに視線を向けると彼女も大変良い顔をしていた。

　流石さすがは俺の嫁よめだ、わかってるな。

「はぁ？　何がログインゲーよ。そんなの何が楽しいのよ。ＬＡが復帰するまで適当にネット見てれば良いじゃない」

　が、残念なことに、ここには一人の異い分ぶん子しがいた。

　こいつは何もわかっていない。オンラインゲームプレイヤーにとって最も楽しい一ひと時ときのことを理解していない……！

　ギルティ、ギルティ、ギルティ……俺達の声が重なる。

「ちょっ、え、なに？　なんなの？」

「はぁ……ログインゲーやりたくないとか素人しろうとすぎんだろお前」

「オープン[image: β]で一番楽しいのがログインゲームだろう。そんなこともわからないのかシュヴァイン。私は部長として情なさけないぞ」

「私達で全てのログインゲームを過去にするんですよ！」

「いやいやいやあんたらがおかしいって！　何よ、ログインゲームって!?」

「説明しよう！」

　大いに慌あわてるシューに、マスターはぴっと人ひと差さし指ゆびをたてた。

「ログインゲーム──露ろ具ぐ院いん夏げ獲え無むとは、古代中ちゆう国ごくに存在した地下組そ織しき『露具院』において用いられた拷ごう問もん『夏げ獲え無む』のことだ！　これは立っているだけでも命を奪うばわれるような酷こく暑しよの夏、何もない荒こう野やに敵を放つものである。放たれた敵は探そうとも探そうとも獲え物ものも水も無い状態で無む残ざんに死んでいくという、恐るべき拷問なのだ。犠ぎ牲せい者しやの多くは飢うえから自身の服、体の一部すら食い破るため『怨おん裸ら印いん』と呼ばれている。その被ひ害がい者は、イチロー怨裸印、城しろ怨裸印、西洋ではディドゥーン＝ボン怨裸印氏しなど、非常に幅広い」

「現代において、新しいネットゲームのオープン日に、どれだけ頑がん張ばっても何も得られないというのに、誰だれよりも早いログインを目め指ざして必死にログイン作業を繰り返すプレイヤーの行いをログインゲームと呼ぶのですが……それは露ろ具ぐ院いん夏獲無が由ゆ来らいなんです」

　と、マスターの解説をアコが引き取った。

「それ嘘うそよね！　絶対嘘よね!?」

「いやいや、俺おれは本で読んだことあるぞ？」

「どこの本よ！　言ってみなさいよ！」

「……みんめーしょぼう、とか言ったかな？」

「やっぱ嘘じゃないのよ！」

　嘘じゃねえよ、失礼だな。

「ちょっと待って、やるの？　マジで？　どうせ半日で飽あきるのに!?　わざわざアカウント作って必死にログインすんの!?　何も得られないのに!?」

「急いでクライアントをダウンロードしろ！　マスターとしての命令だ！」

　嫌いやがるシューを押し切り、その日は下校時じ刻こくまでログインゲーを楽しむことにした。

「く、ログイン自体は突とつ破ぱしたというのに、鯖さばセレがエラーを吐くか……だが一度ログインすればログイン画面には戻らない。私はこのまま連打で勝負をかけさせてもらう！」

「待てよマスター、サーバー選択まで行ってそこで止まる場合はクライアントの再起き動どうが効くらしいぞ」

「む、本当か？　よし、なら再起動を……お、おいルシアン！　鯖セレどころかログインの時点で詰まったぞ！」

「かかったな情じよう弱じやくなマスターが！　俺はその隙すきに上に行くぜ！」

「はかったな！　はかったなルシアン！　く、こうなれば一時的にパスワードを簡かん略りやくなものに変えて対たい抗こうするしかない！」

「来た、来ました！　ついに鯖選択を抜けてキャラ作成まで来ました！　私のトップ通過ありますよ！」

「やめろ、キャンセルを押すんだアコ！」

「駄だ目めだ、そこでキャラを作ると後あと々あと後こう悔かいするぞ！」

「キャラ作成…………を押したらクライアントが止りました！　ビジー状態に入ってます！　パソコンごと巻き込んで固まりました！」

「ざまああああああああああ」

「ログイン連れん打だ階級へようこそアコ君！」

「ねえ、これ、何が楽しいのよ……」




「いやー、今日きようは楽しかったな、マスター」

「うむ。これはシン●ル１２００『ＴＨＥ　ログイン』が発売されないのが不ふ思し議ぎでならない面白さだ」

「タイムアタック動画が作られて『オープン一週間後』ってタグがつくんだろ」

「今回はオープン二時間で混雑が解消されてしまったがな。その原因となるゲーム内容のつまらなさだけは少々のマイナスだ」

「ネトゲでゲーム内容がつまんないのにログインだけを堪たん能のうしないでよ……」

「あそこで固まらなければ私がトップ通過だったのに……」

　たっぷりと楽しんだ俺おれとマスター、そしてげんなりと言う瀬せ川がわと、未いまだ納なつ得とくのいっていないらしいアコ。

　俺はアコの頭に手を乗せると、そのままぽんぽんと撫なでた。

「そう凹へこむな。この負けがあるからこそ次のログインゲーがまた楽しめるんだ」

「……はい、そうですね」

　アコは俺を見上げると、少しだけ頬ほおを緩めて目を細めた。

　そんな俺達を見て、シューがぽつりと言う。

「あのさ、この部……意味なくない？」

「なんでだよ、毎日楽しく活動してるじゃん」

「してるけど、そういうんじゃなくて。元もと々もとは玉置たまきさんが西にし村むらの嫁よめだって寝ね言ごとを言うのをなんとかするってのが目的だったんじゃないの？」

「そりゃそうだ。当たり前のことを今いま更さら言われても困るよ」

　っていうか元々ってなんだよ、今もそれが目的だろ。

　そう笑った俺をいぶかしげに見て、シューはゆっくりと手を伸ばした。

「その状態で？」

　伸ばした手で、アコを撫でる俺の手を指した。

　えーと……あ、うん。

「…………」

「……っ！　……っ!!」

　ゆっくりと手を離そうとすると、アコの頭の方が俺の手にひっついて移動した。

　可愛かわいいなあ、本当に甘えたがりの猫ねこみたいだ。家に持って帰って飼かおうかな、こいつ。

「あんたさ、もう諦あきらめたら？」

「諦あきらめたらそこで終わっちゃうだろ！」

「諦めないから終わらないってわけでもないでしょーが」

　いいや、諦めない限り俺おれの戦いは終わらないんだ！

「ね、諦めませんか？」

「やめろアコ、俺を引きずり込もうとするな！」

　俺の手を引いて誘ゆう惑わくするアコの誘いを必死に振り払った。

　実際問題、ちょっと方向性がズレてきてるな、というのは感じていた。

　アコの方はちょっと気を抜くと俺を旦だん那な扱いするままで何も変わらず、単に俺達四人の仲が深まっていくだけのような。

　アコに心変わりをさせるぞ、という目もく標ひようはそのままなんだけど、こいつ可愛かわいいなー、可愛いなー、ってずっと思ってる俺も居るし。

　でもさ、だからといって直ちよつ結けつ厨ちゆうにはなりたくないんだよ。ゲームとリアルはやっぱ別じゃんって気持ちは変わらない。距離が近くなったのは、単にほら、リアルのアコとも仲良くなってきたしちょっとぐらい親しくしてもいいかなってのがあって、そういう気持ちで、な？

　そんな風ふうに心の中で言い訳わけをしていると、マスターが難しい表情をしているのに気付いた。

「マスター、どうかしたのか？」

「いや、結果が出ていないのは少し困ると思ってな。残念だがこの部ぶ活かつにはそろそろタイムリミットが来るのだ」

　マスターはよくわからないことを言いだした。

「タイムリミット？　なによそれ？」

「この部が存在していられるタイムリミットだ。元から色々な部分で無む茶ちやをして認にん可かして頂いただいた部だが、どうしても手の出せない部分があって無む理りがでているのだ」

「具体的には？」

　うむ、と頷うなずき、マスターは両手を広げて部室を示して言う。

「顧こ問もんがいないんだ」

「……あー」

　言われて見れば、この部で教きよう師しの姿すがたを見たことがない。

　本当にただの一度も、ない。

「顧問はすぐに見つける……という建たて前まえで創そう設せつしたはいいが、先生方もお忙いそがしい。ネトゲ部に時間を割さいてくれる人はどうも居そうにないな」

「じゃあタイムリミットっていうのは」

「顧問がいないということで強制廃はい部ぶになるまでの時間制限だ。職しよく員いん会議で議ぎ題だいに上がるまで後あと一週間というところだろう」

　残り一週間!?

　そもそも部ぶ活かつを始めてまだ一週間ぐらいだってのに、随ずい分ぶんと短いな！

「うっそぉ、本当に？」

「きっついなあ、それ」

「仕方がないだろう、元からお前達の希望に沿う為ために無む理りに作った部なんだ。ある意味で時間制限があるからこそ無理を通せたようなものだ」

　俺おれ達の希望ってか、完全にマスターの独どく断だんじゃねえかよ。

「私達……？」

　俺と同じ疑問を抱いたのだろうアコに、マスターは大変良い笑顔を向けた。

「アコ、何か質問でも？」

「何もありません、サー！」

　サー！　じゃねえよ。

　しかしなるほどねえ。無む茶ちやするなあと思ったら本当に無茶だったのか。どうせ顧こ問もんがいないから次の職しよく員いん会議で解散だし、まあいいかって感じだった訳わけか。もしも顧問がみつかればその先生が責任持つだけだし。

「一いち応おう顧問を探してはいるんだがな、まあ無理だろう。ネトゲ部の顧問についた教きよう諭ゆが職員室でどんな視線に晒さらされることか」

「想そう像ぞうに難くねーなー」

　そりゃもう針はりのむしろだろう。職員室に居づらいことこの上ないと思う。

　んー、でもうちの担たん任にんとか新人なのにだらけてるし、案あん外がいやってくれそうなんだけどなあ。

　ちょっと聞いてみっかな、なんて思いながら、今日きようの部ぶ活動も終了した。




「部活、なくなっちゃうんですね……」

「残念だなぁ、折せつ角かく性能の良いパソコンが使い放ほう題だいなのに」

「そこじゃないでしょう、そこじゃ！」

　今日も今日とてアコを連れて帰る。

　楽しそうに俺のそばを歩くアコはやっぱり部活帰りの男子生徒から視線を集めていて、ついでに俺にも黒い視線が注そそがれている。そんなことも慣れを通り越して優ゆう越えつ感かんを覚えるぐらいになってきたけど、これももうすぐ終わりなんだなと思うと少し残念だったりする。

「君と一いつ緒しよに居る時間が減るのが寂しいよって、新しん婚こんなのに単たん身しん赴ふ任にんに行かされる旦だん那なさんみたいに言ってくれてもいいじゃないですか！」

「条件が具体的過ぎて気持ち悪いわ！」

　そしてアコは相変わらず残念だった。

「ルシアン──じゃなくて、西にし村むら君もちょっとはデレてもいいと思うんですけどねえ」

　確かく率りつ的にはすぐに出る筈はずのプチレアが何な故ぜか出ない、みたいな口く調ちようで言うアコ。

　まあ気持ちはわかるんだよ、気持ちは。

「男にデレを期待すんなよ。……いや、我ながら、俺おれじゃなければもうデレてんじゃないかって気はするけどさ」

「そうなんです？」

「そうなんだよ」

　ふーっと息を吐き、アコから目を離した。

　夕日に照らされて紅あかく染まる町と、それに染まる自分の顔が言い訳わけになることを願って、ぽつりぽつりと本ほん音ねを漏もらす。

「実際アコは可愛かわいいし、気も合うし、一いつ緒しよに居て楽しい。昔のトラウマが未いまだ消えない俺じゃなければすぐに諦あきらめて楽になってたんじゃないかと思う。その点で言えばちょっとアコには悪いかなって思わなくもないよ」

「え、えええっ!?」

　そう言った俺に、アコは目を丸くした。

「西にし村むら君がデレました！　これはまさか夢ですか!?　早く起きないと部ぶ活かつに遅れちゃう！　西村君、ちょっと私のほっぺをつねって下さいたたたた痛い痛い痛いです！」

　こいつほっぺた柔らかいなー。

　折せつ角かくわざわざ本音を言ってやったのになー。

　あー、殺したいなー。恥はずかしいこと言った俺を殺してしまいたいなー。

　そのままぐいぐいと頬ほおをいじっていると、何やら段だん々だんとアコの表情が緩んでくる。

「ふわあ、西村君が……ルシアンが、私の顔をさわってる……」

「なんで喜んでんの、お前」

「だって！　だってルシアンがデレた上に自分からのスキンシップですよ！」

　やれって言ったのお前だろうが。

　なんだかなあ、とアコの頬を離すと、彼女はゆらりと俺の体に顔を寄せてきた。

「ふへへ、ルシアン……ああ、凄すごいルシアンの匂におい……」

「え、俺の服、臭くさい？」

「そうじゃなくてほら、あれですよ、その……ああもう！　辛しん抱ぼうたまりません！」

「何がっ!?」

　据すわった目つきで言うと、アコはぐわっと俺の首元に顔を寄せた。

　そのままぐりぐりと顔を押しつけ、聞こえるぐらいにスーハースーハーと深しん呼吸をする。

「ルシアンくんかくんか！　はすはす！　くんかくんか！」

「な、のっ、ちょっ、やめろやめろ！　かかってる！　鼻息がかかりまくってるから！」

　もの凄い吸ってる！　なんか俺が吸われてる！

　そして俺の顔の辺りにアコの頭が来てて、そこからすっごい良い匂いがする！

「匂におうだけじゃ足りません！　これはもう直接味あじわうしか！」

「味っ!?」

「ペロペロ！　ルシアンペロペロ！」

「ちょっ──」

　直後、ぬるりとした感かん触しよくが首くび筋すじに走った。

　思し考こうが空くう白はくに埋まった隙すきにもう一度、二度としめった柔らかい何かが肌はだの上を往復する。

　肌に感じる荒い吐と息いきが俺おれの口までのぼってきてアコと吐息を交換しているような気分だ。

　普通なら鳥肌の立つような不ぶ気き味みな感触が、少しだけ気持ち良いと思え──って、されるがままになってる場合か！

「う、うわああああああっ！　何舐なめてんだお前っ！」

　全力でアコを引きはがすと、彼女は必死に俺に手を伸ばし、口から赤い舌したをのぞかせた。

「ああっ！　もうちょっと！　もうちょっとペロペロさせてください！」

「ここ通学路ろだぞ！」

「ルシアンの体ならどこでもいいから！　どこでもいいからペロペロさせてください！」

「俺の理り性せいにダイレクトアタックすんのやめろ！　無む理りだから！　俺のライフポイントはもうとっくにゼロだよ！」

「はーい」

　やるだけやって満足したのか、アコはそこそこ満ち足りた様よう子すだったが、俺の方はもう息も絶え絶えだ。

「ったく……なんでアコは俺の所に来たんだろうな。もっと別の男の所ならこうはならなかっただろうに。これも一種の物ぶつ欲よくセンサーか」

「こ、怖こわいこと言わないでください。物欲センサーがちゃんとお仕事したら私の所に西にし村むら君がドロップしないじゃないですか」

「俺をドロップアイテムみたいに言うなよ！」

「凄すごいレアですね、一個でたら一ひと財産の超ちよう級きゆう品ひんですよ」

　どこがレアだよ。俺なんか一ひと山やま幾いくらの店売り品だ。

　どう考えてもアコの方が希き少しよう品ひんだろうが。

「むしろ超レアなのはお前の方だっての」

「いーえー、西村君の方ですー」

　ぷいっと顔を背けて言うアコにイラっとした。

　何を理由にそんなことを言うか。

「お前の方が貴き重ちようだって」

「違いますー、西村君の方が価か値ちが高いですー」

「アコの方が絶対貴重だっつの」

「私にとっては西にし村むら君以上の物はないんです」

「俺おれにだって──って何だよこの会話！」

　あっぶねえ、会話の流れに乗せられてろくでもないことを言いかけた！

　慌あわてて口をつぐんだ俺に、アコはあからさまに舌した打うちをする。

「くう、もう一声だったのに……」

「俺の言質げんちとったからって何も変わんねえからな！」

　なんだかなぁ。

　ただ、そうだな、やっぱ部ぶ活かつなくなるの残念かな。

　こうしてリアルのアコと馬ば鹿かな話ができなくなるのは寂しいって、そう思うのは間違いない事実だった。

「あ、西村君、今日きようはあんまん買っていきましょう、あんまん！」

「俺の口はにくまんの気分なんだけど」

「あんまん！」

「にくまん！」

「…………じゃーんけーん」

「ぽん！」

　気分はにくまんだったけど、あんまんも、まあ悪くはなかった。

　もちろん、じゃんけんは俺が勝ったんだけどな。




「なんとかなんねえかなぁ……」

　翌朝、ホームルーム前の教室で、俺は一人呟つぶやいた。

　結局一ひと晩ばん中じゆう、部活廃はい止しをどうにか止められねーかなーと考えていた。

　別にいいじゃん、嫁よめだからどうとかじゃなくて、友達のアコが残念がってるから力になってやりたいなって思ってるだけだし。もうちょっと友達のアコと話す時間があってもいいなって思ってるだけだし。

　そんなの普ふ通つう普通、普通だよ！

　もう必死の自己弁べん護ごだった。残念ながら自覚は有る。

　大体さ、そんなに大きな問題じゃないんだ、要するに顧こ問もんさえいれば良いんだ。適当な先生を捕つかまえて現代通つう信しん電子遊ゆう戯ぎ部ぶの顧問になってくれませんか、って聞けば良いんだ──いや、絶対やってくれねえけど。

「どうすっかなー。あー、どうすっかなー」

「どーしましょうかねー」

　目を閉じたまま漏もらした俺の独ひとり言ごとに当たり前の様ように言葉が返ってきた。

　そっと目を開くと、地面に膝ひざをついて視線を合わせたアコがにこにこと笑顔で俺を見つめていた。

「なんで居るの、お前」

「それはもちろん旦だん那な様さまに朝のご挨あい拶さつを」

　雑ざつ談だんにふける周囲のクラスメイトの声が一いつ瞬しゆん静まり、また戻る。しかし視線がちらちらと向けられ、ひそひそと噂うわさされているのがあからさまにわかる。

　もうさ、男の視線が物理的に痛いレベルなんだけど、これって肉体的に悪い影えい響きようとかでてないかな、大だい丈じよう夫ぶか？

「あー、玉置たまきさん。それはゲームの話で、リアルは違うんです。いい加か減げんにやめなさい」

　クラスメイトの手て前まえ、冷静に説せつ教きようするように言う。

「えー」

「えーじゃねえよ」

　そこで嫌いやそうにするから誤ご解かいが消えないんだよ。

　っつか不満そうにしてるその顔が既すでに可愛かわいいんだよ、反はん則そくじゃねえかそんなの。

　よし、ちょっとアプローチを変えて説得してみよう。

「それにな、さっきの旦那様って言い方じゃ嫁よめってよりメイドみたいだったぞ。それは違うんだろ？」

「むむ、そうですか。じゃ、じゃあ──」

　アコはゴクリと唾つばを飲むと、上うわ目め遣づかいに俺を見つめて、珍めずらしく本当に照れた様よう子すで言う。

「もう朝ですよ……あ、な、た♪」

　蕩とろけたような声、柔らかい笑えみ、優しい言葉。

　俺おれを見つめる瞳ひとみに籠こもった確かな愛情と、それを証しよう明めいするように幸せ一いつ杯ぱいの表情。

　それは目を覚ました瞬しゆん間かんに彼女がいたのなら、この一日を幸せに過ごせると確信できるような光こう景けいだった。

「お、アコ、もうすぐ予よ鈴れい鳴るぞ。そろそろ戻れよ」

「ええええっ!?」

　そして俺はその全てを思いっきり放り投げた。

「渾こん身しん！　渾身でしたよ今の！　我ながら結けつ構こうぐっとくる感じだったと思いますよ！　ここでスルーなんですか!?」

　流石さすがのアコもさっきの発言は恥はずかしかったらしい、かなり本気で傷ついた様子で言った。

　確かに破は壊かい力りよくは凄すごかったんだけど、なんつうかほら、ちょっとそういうの重いし。

「んー、あの台詞せりふを使いこなすには今のアコではステータスが足りない」

「くっ、ラヴが足りない！　レベルが上がれば愛情を上げられますか？」

「人生オフラインは自動ステ振りだから愛情が上がるとは限らないんじゃね」

　もし上げるスキルを選べるなら俺の人生こうなってないです。そんな思いで答えると、アコは苦にが々にがしげに拳こぶしを握った後、そっと窺うかがうように俺を見た。

「……募、愛情特とつ化かステ、旦だん那な＠１、お願いします」

「希望に満ちた目で見上げてきてるところ悪いが、もう嫁よめ募ぼ集しゆうは〆しめました」

「そ、そんなぁっ」

「あんたら……くっ……」

　微び妙みように遠い距離で瀬せ川がわが凄すごく突っ込みたそうな顔で拳こぶしを握っていた。

　あいつも自分を解き放てば楽しくなるのになあ。

「みんなー、そろそろ座りなさい、予よ鈴れい鳴るわよー」

　と、そう言いながら斉さい藤とう先生が入って来た。教きよう壇だんに向かう先生は、ふと俺おれの席の前で足を止める。

「あら、玉置たまきさん。今日きようも来ているのね、偉えらいわ。でも早く一組に戻らないと予鈴が鳴るわよ」

「は、はい。じゃあ西にし村むら君、また……」

「おーう」

　先生の前だからか、ぼそぼそと言って、アコは教室を出た。

「……西村君、玉置さんと仲が良かったの？」

　そんなアコを見送って、斉藤先生はそう聞いてきた。

　嫁云うん々ぬんを別にしてもアコは良い友達だと思う。もうすぐなくなっちゃうけど、同じ部ぶ活かつの仲間でもあるし。

「ええ、仲は良いですよ」

「そう。なら仲良くしてあげてね。きっと玉置さんも喜んでると思うから」

　先生は嬉うれしそうにうんうんと頷うなずいた。

　あの、なんか完全に問題児じがマシになった時の先生のリアクションなんだけど、あいつ普ふ段だんどうしてるんだろう。なんだか背せ筋すじが寒くなった。

　そういえば顧こ問もんの話、聞いてみようと思ってたっけ。

「そうだ、斉藤せんせー、うちの顧問やってくれません？」

「顧問？」

　尋たずねてみると、先生は不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。

「あれ、西村君、部ぶ活かつなんて入ってたの？」

「現代通つう信しん電子遊ゆう戯ぎ部ぶです」

　そう答えながら、生徒の部活もちゃんと覚えてんだなって、ちょっと感心したりもした。

　そんな俺とは逆に、斉藤先生は

「……あ、あそこね。会長の御ご聖しよう院いんさんが何かやってた所……」

　そう言って嫌いやそうに溜ため息いきまで吐ついた。

　先生にこんな態度させるって、一体何なにやったんだよ、マスター。

「あのね、西にし村むら君」

　それどころか真剣な表情で俺おれを見ると、お説せつ教きようでもするように言う。

「教きよう師しの立場として学生のプライベートな趣しゆ味みに云うん々ぬん言うつもりはないけれど、私個人としてオンラインゲームはオススメしないわ。あれはのめり込むと本当に危ないものなの。君の人生に取り返しのつかない影えい響きようをあたえる危険すらあるわ。それもわざわざ学校でまでやろうだなんて、やめておいた方が良いわよ」

「う……は、はい」

　そう言われると口答えできない。

　自覚はあるけどやめられない、そういうタイプのものなんです。

　しかし先生、ネトゲのことよく知ってるなぁ。

「あれ、先生ってネトゲ詳しいんですか？」

「まあねぇ」

　尋たずねてみると、先生は周りから聞こえないよう小声で言った。

「少し前、嗜たしなむ程てい度どにやってたのよ」

「マジで!?　じゃあ顧こ問もんやってくださいよ！」

「だから、やらないわよ」

　苦く笑しようすると、先生は出席簿ぼでぽんぽんと俺の頭を叩たたいた。

「ああいう遊びは深みにはまらないことが大事なの。学生の内は加か減げんがわからないんだから触れない方が良いのよ」

「でも大人おとなになってやる時間あるんですか？」

「そこが難しいのよねぇ」

　本気で止めようと思っているわけでもないらしく、先生はやれやれと首を振るだけだった。

　と、キンコンカンとチャイムが鳴った。

　先生ははっと顔を上げると、ざわめくクラスを見回して言う。

「ほら、皆みんな席せきに着いて。ホームルーム始めるわよー」

　勧かん誘ゆう失敗。

　んー、どうすっかなぁ、ネトゲやってたらしい先生でもこのリアクションじゃ、他の先生は相当厳きびしいよなあ……。

　授業中もうんうんと悩み続けたのだが、結局名めい案あんは出てくれなかった。

　部ぶ活かつが始まってもやっぱりうんうんと悩む。

　四人そろってうんうんと悩む。

「ルシアン、マスター、私良いこと思いつきました！」

「……嫌いやな予感がするけど、言ってみろ」

「部活が潰つぶれちゃったら、その度たびに新しい部活を作れば良いと思うんです。現代通つう信しん電子遊ゆう戯ぎ部ぶ２、みたいに！」

「ほう、それはいい考えだな！」

「マスターに危ない発はつ想そう与えるんじゃないわよ！」

「……お前らなぁ」

　考えても考えても答えは出てくれなかった。




　　　　†††　　　†††　　　†††




　深夜、一人でうろうろと町まち中なかを歩く。

　勿もち論ろんリアルの町じゃない、ゲームの中の町だ。

　普ふ段だんはアコ達と遊んでいて勿論楽しいんだけど、こうして一人でゲームをする時間っていうのもそれはそれで楽しい。のんびりお店を見て回ってみたり、普段と違うキャラクターを使って狩かりをしてみたり。ソロ活動もまたオンラインゲームの楽しみだと思う。

　パーティープレイでは敵の攻こう撃げきを正面から耐えられる盾たて役やくをしているが、今日きようは昔使つかっていた大たい剣けん装そう備びで狩りをして戻ってきた。味み方かたの盾になる役目も楽しいが、好き放ほう題だいに敵をぶった切るプレイもまた楽しめる。

　気晴らし、という意味ではちょうどよかった。

　そういえばアコが新しい杖つえが欲しいとか言ってたっけ。構ってやらずに放っておくと可愛かわいくて面白いアイテムに大金をつぎ込み兼かねない奴やつだ。先にこちらで目め星ぼしをつけておこうか。

　そんなことを考えながらうろうろと町を歩く。プレイヤーが好きに値ね段だんをつけるユーザー露ろ店てんの区く画かくを抜け、公式オークションハウスへと脚あしを向けたところで、猫ねこ耳みみをつけた女性キャラクターが店を眺ながめている横を通り過ぎた。

「……あれ？」

　そのキャラクターの外見になんだか見覚えがあって、俺おれはルシアンの足を止めた。

　ガチなバトル型ＭＭＯよりもずっとポップで可愛い雰ふん囲い気きに作られているＬＡのこと、キャラクターの外がい観かんにはそれなりの自由度どがある。似たようなキャラクターってだけでもそんなに多くはない。それに見覚えがあるのはこの人の外見だけじゃない。この人と俺──大きな剣を抱えたルシアンが並んでいる図に酷ひどく既き視し感かんがあったのだ。

　オプション設定を開き、普段は切っている全キャラクター名表ひよう示じをＯＮに切り替える。これでこの人の名前も表示されるはずだ。

　マウスカーソルを合わせて名前を確かく認にんする──と同時に彼女の上に吹き出しが表示された。

◆猫姫：あれ、ルシアン？　ルシアンなのにゃ？

◆ルシアン：え……

　画面に表示された彼女の名前は、そりゃあそうだ、思いっきり見覚えがあるよなぁと納なつ得とくするに足る物だった。

◆猫姫：やっぱりルシアンだにゃ！　うわあ、懐かしいにゃあ

　俺おれのトラウマを作り出した最大の元げん凶きよう。

　可愛かわいらしい外見の裏で実は中なか身みが男のネカマ猫ねこ耳みみ娘むすめ。

◆ルシアン：猫姫、さん……

　二年前に俺の天てん使しだった、あの猫姫さんだった。

◆猫姫：久しぶりだにゃあ、ルシアン。まだこのゲームやってたんにゃね？

◆ルシアン：お、お久しぶりです。もちろんやってますよ

　俺が覚えているとおりの猫姫さんに、動どう揺ようしながらもチャットを返した。

　落ち着け落ち着け。あれからもう二年も経たつんだ。俺だってあの時の悲しい俺とは違うんだ。

◆猫姫：良かったにゃー。あの後ギルドから居なくなっちゃったから、もしかしてこのゲームもやめたんじゃないかって心配してたのにゃ

　ごめんね、と手を合わせるモーションを取って言う猫姫さんは、こうして冷静に見ていてもやっぱり可愛い。これはあの時だって騙だまされても仕方がないな、と自己弁べん護ご。

◆ルシアン：もちろんですよ。ギルドは離れてもあの時のメンバーとは今も話すし、猫姫さんのことだって凄く良い経験になりましたから。今では俺の信念ですよ

◆猫姫：へえ、そうなのにゃ？　ちなみに、その信念って？

◆ルシアン：リアルのことは気にすんな、ただしネトゲに女は居ない！

◆猫姫：にゃはははは

　ぽんぽんと手を叩たたき、猫姫さんは機き嫌げん良く笑った。

◆猫姫：矛盾してるにゃあ。でも気持ちはよくわかるにゃ

　そりゃまあ中身男おとこの猫姫さんにはよくわかるだろうけどな！

◆ルシアン：で、猫姫さんこそどうしたんですか？　俺が抜けてしばらくしてから見なくなったって聞きましたけど

◆猫姫：ちょっと仕事が始まって忙しくなったのにゃ。今日はリアルで久しぶりにゲームの話を聞いたからちょっとログインしたんにゃけど、普段は全然入らないにゃ

◆ルシアン：へえ、そうなんですか

　社会人だったのか。そういやおっさんだとか言ってたっけ。

　そう考えると凄いタイミングで会えたものだ。

　こうして話してみると我ながら意い外がいにも、猫姫さんへの隔かく意いは全然ないみたいだった。ある意味で中身が男だって確かく認にんしているのが逆に心を楽にしているようにも思う。恥はずかしいところも見られているし、何も気にせず話せる。

◆ルシアン：あの、猫姫さん。もし良かったら……ちょっと相談、いいですか？

◆猫姫：うん？　どうしたのにゃ？

　初恋のお姉ねえさん──いや、おっさんなんだけど、お姉さんに甘えるような感覚で、俺おれはアコのことを話し始めた。

◆ルシアン：────そういう訳で、その子は全然リアルとゲームを区別してなくて、頑張って説得してるんですけどなかなかわかってくれないんですよ

◆猫姫：なるほどにゃあ、それは大変にゃ

　それなりに長い話になったが、猫ねこ姫ひめさんは相づちを打ちながらずっと聞いていてくれた。

　そして聞き終えると、うんうんと重々しく頷うなずいて言う。

◆猫姫：ルシアンのしてることはとても正しいと思うにゃ。その子は何と言うか……危ういのにゃ。ルシアンが特別良い男の子だったから良いんにゃけど、もしも一歩間違ってたらその子はとても辛い目に遭ってたかもしれないのにゃ。ルシアンはその子をとっても大事にしたのにゃ。誇りに思っていいのにゃ

◆ルシアン：そう言われるとほっとします

　そう、だよな。アコと会ったのが俺じゃなかったらって考えると、彼女の距離感かんは凄すごく怖こわい。アコと仲良くなった今だからこそ本当に不安になる。悪い男に騙だまされたりしたら、って。

◆猫姫：それにネトゲで嫁だからリアルでも俺の嫁だぜぐへへみたいな男ってキモイにゃ

◆ルシアン：わかってますよ！　だから何とかしたいんじゃないですか！

　あえてそこに触れなくても良いのに！　俺は直ちよつ結けつじゃない、そんな男じゃないんだ！

◆猫姫：にゃはは、ただの冗談なのにゃ

　そう笑った後、猫姫さんは、

◆猫姫：しかし最近の学生にとってオンライン空間が身近になりすぎて、その弊害として子供が自ら危険に向かって行ってしまうって話は研修でもあったんにゃけど……こうして実際に聞くと重いものがあるにゃね

　と、なにやら難しいことを言った。

◆ルシアン：研修？

◆猫姫：ああ、こっちのことにゃ

　なんかそういう関係の仕事でもしてるのかな。いや、猫姫さんのリアルとかマジで興きよう味みないっていうかできることなら知りたくないけどさ。

　猫姫さんは、うーん、と悩むと、

◆猫姫：その子との関係はもちろんルシアンの好きにすると良いにゃ。お互いにちゃんとお話しするのが一番にゃからね。でもそれとは別に、その子の考え方に問題があることを教えてあげるのも大事だと思うのにゃ。ルシアンとは別の男の子と会う、なんてことになったら、危ないかもしれないのにゃ

◆ルシアン：ですよね、そういう先の不安もありますし……。ありがとうございます、安心しました。やっぱりあいつにちゃんと話します

◆猫姫：それがいいにゃ。ちゃんとした若い子が居て猫姫さんも安心にゃ

◆ルシアン：あ、あはは……

　おっさん臭くさいことを言われて苦く笑しようするしかなかった。

　俺おれ、昔はあなたのこと好きだったんですけども。

　でも、だからこそ、なのか。猫姫さんに相談してずっと心が軽くなったような気がした。

◆猫姫：じゃあもう夜も遅いにゃ。学生さんは寝る時間にゃ

◆ルシアン：わかりました。あの、良かったらまた相談してもいいですか？

◆猫姫：もちろんにゃ

　猫姫さんは快くそう言ってくれた。

◆猫姫：ちゃんと収まるか気ににゃるからにゃ、時々ログインするにゃ。見かけたらいつでも声をかけて欲しいにゃ

◆ルシアン：ありがとうございます！

　そんな会話を最後に、懐なつかしい邂かい逅こうを終えた。

　うん、そうだな、アコとちゃんと話そう。アコ本人の為ためにもそれが一番だ。




「おはようございます、あなた♪」

「…………アコ、いや、玉置たまきさん」

　翌日、性しよう懲こりもなく朝からやってきたアコ。

　欠片かけらの悪意もなく、純じゆん粋すいに好意だけを見せる彼女に惹ひかれるものがあるが、それを猫姫さんの言葉で押し殺し、俺は強く言った。

「玉置さん、そういうのはダメだ」

「……ルシアン？」

「ルシアンじゃない、俺は西にし村むらだ」

「え、あ、はい、西村君」

　ここまでは素直で宜よろしい。

　俺は大きく息を吸い、正面からアコの顔を見て続ける。

「あのさ玉置さん、前から何度も言ってるけど、ゲームとリアルは別なんだ。俺と玉置さんはゲーム内では結婚してるけど、ゲーム外では普通の同級生なんだ。普通に話をするぐらいは一いつ向こうに構わないけど、そんな風ふうに無ぶ遠えん慮りよに距離を近づけられると困るんだ」

「…………」

「それに俺に限った話じゃない。大して人ひと柄がらもわからない相手にそんなにも気を許すのは危ないことだろ。玉置さんにとっても良いことじゃない。──わかるよな？」

「…………」

　かなりの覚かく悟ごを持って言い切ったのだが、アコは特に言い返すことなく、じーと俺を見つめてくる。最初にゲームとリアルを一いつ緒しよにするなと言った時のショックを受けた表情とは違う、こちらをうかがうような顔。なんでこんな顔をするんだろう。

「だからそんな旦だん那なだとか夫ふう婦ふだとか簡単に言わないで、もっと節せつ度どを持った関係を──」

「ルシアン、誰だれに何を言われたの？」

「……はい？」

　一いつ瞬しゆん耳を疑った。

　アコさん？　何を仰おつしやっているので？

「誰かに会ったんでしょう？　それで何か言われたんですよね？　誰？　マスターじゃないだろうし、シューちゃんでもないですね。二人とは違うのに、でもルシアンにこんなに影えい響きようを与える人。それって誰？　ねえルシアン、誰なんです？」

　アコは淡たん々たんと、しかし言葉で俺おれに詰め寄るように言った。

「お、落ち着けアコ」

「落ち着いてますよ？」

「そ、そうだな」

　確かにアコの言葉と態度自じ体たいは落ち着いてる。その点で言えば俺の方が慌あわててるぐらいだ。気がついたら呼び方もアコに戻しちゃってるし。

　ただ表面的にはわからない部分、見えないどこかが凄すごく荒れ狂ってるような、そんな風ふうに見えるんだけど。なんつーか、ダメージを食らって行動パターンの変わったボスモンスター、みたいな。

　──怖こわすぎだろ、それ。

　恐ろしい想そう像ぞうに身み震ぶるいしていると、アコは平へい坦たんな表情のままで口を開く。

「ルシアン、もしかしてその人、女？」

「い、いやいや、違うって」

「そっか、女なんだ」

　じっと俺の瞳ひとみを見つめて言う。

　待て待て、それ勘かん違ちがいだぞ!?　勘違いに確信を持つなよ！

「な、なんなんだよアコ、どうしたんだ？」

「あのねルシアン。奥さんっていうのは、旦那様の浮うわ気きは一目でわかるんですよ」

　アコは完かん璧ぺきに真ま顔がおでそう言った。

　わかってねえ！　言い切った割に全然わかってねえからお前！

「ないないない、浮気とかしてねえよ！」

　ってかそもそもアコとそういう関係じゃねえし！

「確かにある人に相談に乗ってもらったよ。アバターは女キャラでもあるけど、大だい丈じよう夫ぶだよ。あの人中なか身みは男だから」

「……やっぱり女だった」

　耳に届くか届かないか、という声が聞こえた。

　どんどん怖こわくなっていくんだけど、だ、大だい丈じよう夫ぶか？

「何度も言うけど、中身は男──ってか、おっさんらしいからな？　アコが気にすることは何もないからな？」

「あはは、勿もち論ろん気にしてなんていませんよ」

　口く調ちようだけ朗ほがらかに、しかし目は笑わずに、アコ。

「でもルシアン、挨あい拶さつだけはしたいので名前を聞いてもいいですか？」

「……今までのアコの発言で、今のが一番怖こええ」

「ちょっとルシアンの言ってる意味がわからないんですけど」

　アコは貼はり付いたような笑顔で言う。俺おれはお前の方がわからねえよ。

「だって何の挨拶をするんだよ。わざわざ俺の友達に挨拶する必要なんてないって」

「ルシアンの相談に乗ってくれて『有ゆう益えき』なアドバイスもくれた方でしょう？　是ぜ非ひ是非お話がしたいです」

「絶対言いいたくねえ！」

　怖い、こいつ怖い！

「良いから、言ってください」

「言わないって」

「往おう生じよう際ぎわが悪いですね……流石さすがの私も怒りが有う頂ちよう天てんですよ……」

「日本語おかしくなってんぞ、お前」

　アコは本当に怒っているらしいのだが、その怒りの方向性がおかしい。最初に距離を考えろって言ったことに怒ってるんじゃなく、猫ねこ姫ひめさんの言葉に影えい響きようを受けたことを怒ってるように見える。怒ってるというか、むしろ嫉しつ妬とというか。

「ルシアン……これ以上抵てい抗こうするようだと、出しゆつ荷かしますよ」

「しゅ、出荷？　何ど処こに!?」

「ルシアンは出荷よー！」

　アコはおほぉぉぉと吼ほえた。

　うわあ、アコが錯さく乱らんしてる！　俺は家か畜ちくか何かか!?

「みんな座りなさいー、予よ鈴れいなるわよー」

　その時、タイミング良く先生が入ってきてくれた。

　先生は吼えていたアコに気付くと、寄ってきて言う。

「さ、ホームルーム始めるわよ。玉置たまきさんももう戻らないと」

「むぐぐ……はい……」

　やっぱりアコの人ひと見み知しり気ぎ味みはそのままだ、幾いくら燃えさかっていても先生に口答えする気き合あいはないらしい。

　何度も振り返りながら教室を出て行くアコをどうしたものか、俺おれは頭を悩ませた。




◆ルシアン：……というわけで、一発で全部バレました

　数日後ご、結局はＬＡの中で再び猫ねこ姫ひめさんに相談するという手を取った。アコにバレたら余よ計けい怒るかもしれないけど、まあそれはそれだ。

◆猫姫：ルシアンはわかりやすいからにゃあ

　俺の話に、猫姫さんは朗ほがらかに笑った。

◆ルシアン：わかりやすいって言ったってあれはちょっと。出荷されそうになりましたよ

◆猫姫：らんらんは出荷にゃー

　出荷はやめてほしい。

　それはともかくにゃ、と仕切り直して、猫姫さんは続ける。

◆猫姫：でもルシアン。それはつまり、君をずっと見てくれてるってことかもしれないにゃ。もしかすると、彼女の思いは嘘じゃないのかもしれにゃいよ？

　嘘じゃないって──どういう意味だよ。

　そういう風ふうに都つ合ごう良よく考えるのが直ちよつ結けつへの第一歩じゃないのか。

◆ルシアン：それは……なんですか、猫姫さんまで敵ですか

◆猫姫：冗談にゃ。でもルシアン、余り焦り過ぎもダメなのにゃ。あんまり女の子を追い詰め過ぎたら大爆発しちゃうかもしれないのにゃ？

◆ルシアン：それは……怖いですけど

　あの時ですら若じやつ干かん爆発した感じだったのに、これが大爆発となるとどうなることか。近くの瀬せ川がわまで巻き添えにして誘ゆう爆ばくしたら謝っても謝りきれない。

◆猫姫：……あれ？

　と、猫姫さんが頭の上にクエスチョンのマークを出して辺りを見回した。

◆ルシアン：どうしました

◆猫姫：ちょっと……呼ばれたのにゃ。悪いんだけど、今から行ってくるのにゃ。ルシアン、話はまた今度でいいかにゃ？

　なんだ、他の奴やつに呼ばれたのか。

　猫姫さんは昔から人気者だったから色んな人に声をかけられたりもするだろう、少ないログイン時間をこんなに俺に割さいてもらって悪いぐらいだ。

◆ルシアン：ええ、勿論。聞いてくれてありがとうございました

◆猫姫：ちゃんと聞けなくて申し訳ないのにゃ。またちゃんとお話しするにゃ

◆ルシアン：はい、また

　去って行く猫姫さんを見送った。

　相変わらず彼女と話すと落ち着くなあ。これも年としの功こうって奴やつか。

　さて、俺おれも店の商品でも確かく認にんして落ちるか──と移動した所で、物もの影かげに見覚えのある人ひと影かげが目についた。

　白いローブを着た黒くろ髪かみの女性キャラ。

　頭の上には俺と同じ、見み慣なれたギルドエンブレムが表ひよう示じされている。

　今いま一番見みたくない顔がそこに居た。

◆アコ：ふふふ……見ましたよルシアン……

◆ルシアン：お、お前……アコ……

　見られた。アコに、猫ねこ姫ひめさんと相談しているところを見られた。

　モニター越しにも伝わってくるアコからの怒ど気き。やばい、猫姫さんの言葉じゃないけど、大爆ばく発はつしないか不安でならない。どうしよう、どうしよう。

◆アコ：今の人がルシアンの言ってた、相談した人、ですね？

◆ルシアン：あ、ああ。そうだよ

　恐る恐るそう答えると、アコは溢あふれんばかりの怒りエモーションを浮かべて吼ほえた。

◆アコ：あの人が……あんな、にゃ♪　とか言い放ってた女がいいんですか、ルシアン！　あれがルシアンの理想だって言うんですか！

◆ルシアン：だからそんな関係じゃなくて──

◆アコ：ルシアンはああいう人がいいんですかにゃ!?

◆ルシアン：語尾に惹かれたわけじゃねえよ！　言い直すな！

　アコの方こそ、フキー！　と毛を逆さか立だたせた猫みたいだった。

　うわあ、怒ってる、怒ってるよアコ。

　しかも困ったことに、普ふ段だんと違ってゲーム内のことだ。ちょっと嫉しつ妬と深ぶかいって部分を考えても、非は俺の方にあったりする。

　俺だってアコがゲーム内で他の男と二人で仲良く相談してたらちょっと妬やいたと思うし。

　だからちゃんと誤ご解かいを解いて謝らないといけないんだけど──。

◆ルシアン：いやな、あの人はそういうんじゃなくてさ、ちょっと昔の知り合いなんだ。前言ったろ、告ったらネカマだった人。その人が猫姫さんだよ

　とりあえず事情をちゃんと話そう、と素直に打ち明ける。

　するとアコはしばらく黙だまりこんだ後、さらに俺に詰め寄って、

◆アコ：るしあんから告白された人……ですって……

　あ、やばい、余よ計けいなこと言ったかも。

　もっと怒ってるぞ、アコ。

◆アコ：そんな妬まし……羨ま……けしから……えっと、ネカマなんてそんな酷い裏切りをした人、許せません

◆ルシアン：チャットなのに本音がだだ漏れだぞ

◆アコ：私だってルシアンからプロポーズしてほしかったのに！　愛してるって言ってよ！

◆ルシアン：いや、悪かったって……

　アコは結けつ構こうストレスをためこんでいるみたいだった。

　彼女の方から見るとリアルで距離を取られているのは辛つらいことなのかもしれない。ちゃんと謝ろう、としたところで、アコがチャットを打った。

◆アコ：こうなったらあの女、目に物見せないと……

◆ルシアン：ちょ、やめろ馬鹿！

　おいおいおい、猫ねこ姫ひめさんは関係ないだろ！　あの人に何する気だよ！

　暴ぼう走そうしかけるアコに、俺おれは慌あわてて言った。

◆ルシアン：あのな、冗談にしたって言っていいことと悪いことがあるぞ。あの人は相談に乗ってくれてただけだ。迷惑かけるような真似をしたら絶対に許さないからな。俺に文句言うのは良いし、謝るけど、あの人を巻き込まないでくれ

◆アコ：ルシアン……そんなにもあの人が……

◆ルシアン：違うって言ってんだろ。今回は本気で言ってるんだ。聞き分けが悪いアコは嫌いだぞ

◆アコ：うう……でも……わかりました

　アコは納なつ得とくしていない風ふうだったが、一応は頷うなずいた。頷いたんだけど……大だい丈じよう夫ぶかなあ、こいつ。本当に猫姫さんには迷惑かけないでくれよ。

　そんな俺の気持ちを知ってか知らずか、アコはそそくさと俺から離れると、

◆アコ：じゃあちょっと用事があるので、私はこれで

◆ルシアン：用事？

◆アコ：はい、今日はいつもの所には行けないと思います

◆ルシアン：……そっか。じゃあまたな

◆アコ：はーい

　そう言ってどこかへ走って行ってしまった。

　来ないと言いながら、もしかしたら来るんじゃないか──そう思って喫きつ茶さ店てんで待っていたが、結局アコは来なかった。

　実のところ、毎日必かならずと言って良いぐらいにいつもの場所にやってくるアコが欠席するというのは、とてもとても珍めずらしいことだった。
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「あいつ、何なに考えてんだろ……」

　朝の教室、机に鞄かばんを置いてぼーっとする。

　以前は誰だれかしらと雑ざつ談だんしていたんだが、毎日のようにアコが来るのでなんとなく待つようになっていた。クラスメイトと話してる所にそーっと寄ってきて俺おれの袖そでを引くアコの姿すがたとか、独ひとり身みの奴やつに見せると殺さつ意いまで混じった視線を向けられるし。俺とアコはそういうんじゃないんだと言っても意味ないしさ。

「はい、みんなおはよー」

　予よ鈴れいが鳴る少し前斉さい藤とう先生が入ってきた。

　教きよう壇だんの前に向かおうとして──俺の前で足を止める。

「ちょっと西にし村むら君、玉置たまきさんって今日きようは来ないの？」

「え？　あー、アコ……玉置さんですか。えーと、約束してるわけじゃないからわかんないですけど、今日は来ないんじゃないですかね、もう遅いし」

「ふーん」

　斉藤先生は難しい顔で俺を見つめた。

　なんでアコのことなんか聞くんだろ。

「で、それがどうかしたんですか？」

　聞くと、先生は極ごく々ごく真ま面じ目めな顔で言う。

「ねえ、西村君って、玉置さんと付き合ってるの？」

「ふぉっ!?」

　思わず変な声が出た。先生が生徒にそれ聞くか!?　直球で!?

「い、いやいや。そういうんじゃないですよ」

「本当に？　私は不ふ純じゆん異い性せい交こう遊ゆうだーとか言わないから大だい丈じよう夫ぶよ？」

　うん、それはわかってる。真面目に先生やってますって人じゃないし。元ネットゲーマーってだけでその点は信頼できる。

「本当ですって。俺が言うのも何だけど、アイツが俺の彼女だぞって言って恥はずかしいような奴じゃないし。ただアコって友達があんまり居ないらしいから、それで俺の所に来てるだけだと思いますよ」

「……そうねえ」

　信じてくれないだろうなーと思いながらも両手を振って必死に言い訳わけをする俺に、斉藤先生は意い外がいにも頷うなずいて言った。

「私ね、文ぶん芸げい部ぶの顧こ問もんだから図と書しよ委員も一いつ緒しよに担当してるのよ。玉置さんも図書委員だから、委員会で何回か声をかけたことあるの。でも全然喋しやべってくれなくて。担たん任にんの先生に聞いてみたら教室でもずっと黙だまってるらしくてねえ」

「マジですか？」

「そう、マジよ」

　友達が居ないって、結けつ構こうガチな話だったのか。

　本ほん人にんも学校を休みがちって言ってたけど……うーん、こうして他人に聞いてもやっぱりアコっぽくない話だよな。

「俺おれの前じゃ全然そんな感じじゃないんですけどねえ」

「うん、だから驚いちゃって。うわ、イメージ違う！　って。やっぱ彼かれ氏しの前だと素すがでるのかなーって思ったんだけど」

「違いますって　アイツも重じゆう度どにオタ臭くさい奴やつなんで、同どう類るいの前では喋しやべれるってだけですよ」

「……まあ、そういうのはあるわねぇ」

　やはり経験者なのか、先生は深く頷うなずいた。

　やっぱ話が通じる奴の前では全ステータスに無む駄だなボーナスが乗るのって俺達の特とく徴ちようだよな。その代わりにリア充じゆうの前では勝かつ手てにデバフがかかるんだけどさ。

「……ね、西にし村むら君、今度玉置たまきさんのクラスに行ってあげてくれない？」

「へ、なんで？」

「西村君の前の玉置さんを見せれば、きっとクラスでも友達できるんじゃないかなって」

　良い考えでしょ、と先生は嬉うれしそうに言った。

　しかし、どうかなあ。

「どうでしょうねえ、話しかけてもらっても結局喋れなくて、余よ計けいに気まずいことになるって可能性もあると思うんですけど」

「あはは、そんなことないって。女の子にも結構隠かくれオタは居るしね」

「……そうなんですか？」

「そうそう。うちのクラスなら瀬せ川がわさんとか、ね？」

「………………」

　にこっと笑って言った先生に、俺はノーコメントを貫つらぬいた。

　おおシュヴァインよ、バレてしまっているとは、情なさけない……。




　放課後ご、掃そう除じ当番を済ませて部室にやってくると、シューとマスターはもう来ていた。

　しかし一番見たかった彼女の姿すがたが見当たらない。

「あれ、アコは？」

「開かい口こう一番にそれ？　もうちょっと言うことあるんじゃないの？」

　くるりと椅い子すを回して、瀬川がギロリとこちらを睨にらむ。そんな顔も馴な染じむと可愛かわいく見えてくるもんだ。

「おう、おはよう瀬川」

「……それ、朝に言いなさいよ。もう夕方よ」

　朝に声かけたら怒るじゃん、お前。

　内ない心しんでそう思いながらも、ごめんごめんと謝っておく。

「挨あい拶さつは大事だな、こんにちはルシアン。……さて件くだんのアコだが、職しよく員いん室しつで確かく認にんしたところ、今日きようは休んでいるらしい」

「……部ぶ活かつを？」

「学校を、だ」

「そりゃあの子、学校に来て部活には来ないってタイプには見えないわよ」

「まあ、な」

　先生と本ほん人にんが言うにはもともと休みがちだったらしいし、たまに休むこともあるだろう。

　俺おれのせいかと少し不安になったが、そういうことなら大だい丈じよう夫ぶかな。

「でも休むなら休むって先に言っておきなさいよね。わざわざ部室に来ちゃったじゃない」

　瀬せ川がわは肩をすくめると、鞄かばんを手に席を立った。

「あれ、ゲームやってかねえの？」

「アコの意い識しき改かい革かくの為ためにやってるのに、アコが居ないと意味ないじゃない」

「そりゃそうなんだけど……」

　しかしこの部活が存そん続ぞくしていられる時間は余り長くない。

　明日あしたからは週末で学校は休み。来週に入ったら最初の職員会かい議ぎでこの部活の廃はい止しが決まるだろう。その日取りがいつかはわからないけど──今日が最後でもおかしくないぐらいだ。

「俺はやって行こうかな。マスター、どうだ」

　マスターを見ると、彼女もふっと笑ってうなずいた。

「ああ、付き合おう。部長なしで部活など、気分がしまらないだろう」

「だな、ありがと」

　自分のパソコンに歩み寄り、電でん源げんを入れる。椅い子すに座って起き動どうを見守りながら──

「……さて」

「……なあ？」

　椅子から立ったものの、未いまだに部室を出ずにじっとしている瀬川に、二人で視線を向ける。

「う……し、仕方ないわね、そんなに言うならやってくわよ」

「何も言ってねーし」

「うっさい」

　結局お前も部活やりたかったくせに、最後まで素直じゃねえんだから。

「ヒーラーがいないからほどほどにな」

「居ても居なくても大してかわんないわよ」

「アコもそこまで下へ手たじゃねえって」

　苦く笑しようしながらゲームにログインする。

　すると、そこに──

◆ルシアン：……なんで居るんだ、お前

◆アコ：あ、ルシアン。おはよう

　何な故ぜか当たり前のように、休んでいたはずのアコが居た。

「なにやってんの、この子」

「アコらしいではないか」

　マスターは鷹おう揚ように笑ったが、こっちは突っ込まずにはいられない。

◆ルシアン：おはようじゃねえよ、学校はどうしたんだよ、休んでるんだろ？

◆アコ：……ちょっと、大事な用があって、家でいろいろ支度してたんです

　アコは随ずい分ぶんと言いにくそうだった。

　普ふ段だんなら俺に何を聞かれても即そく答とうだ。それぐらいは雰ふん囲い気きでわかる。

◆ルシアン：大事な用？　どうしたんだ？　いや、聞いちゃ駄目なことなら聞かないけどさ

◆アコ：その……オフ会の準備があって

　アコは妙みようなことを言った。

「オフ会？　マスター、また企き画かくしてたっけ？」

「いいや？」

　マスターが首を振る。

　んじゃ一体何なんのオフ会だ？

　ギルドアレイキャッツの次回オフ会の話……でいいんだよな？

◆ルシアン：次のオフ、アコが主催でやるってことか？

　恐おそる恐る尋たずねると、アコは首を振った。

◆アコ：いいえ、私が個人的に、知り合いと二人で

◆ルシアン：へ……なに、それ

　酷ひどく嫌いやな予感がした。

　追い詰め過ぎたら大だい爆ばく発はつする──そう言った猫ねこ姫ひめさんの言葉を思い出した。

「あのアコが……」

「あたし達たち以外とオフ会……？」

「そんな馬ば鹿かな」

　二人と顔を見合わせた後、恐る恐る尋ねる。

◆ルシアン：二人でオフ会って……女と、だよな？

◆アコ：……本人は男の人だって言ってました

◆ルシアン：ちょっ、おい！

「はあ!?　ふざけんなよ!?」

「ありゃー、マジっぽいわね。どーすんのよ、これ」

「ふむ……？」

　複雑な顔をするシュー、いぶかしげなマスター。

　いや、そんなことよりアコだ。あいつ何なに考えてるんだ。

◆ルシアン：やめろ馬鹿、そんな危ないことすんな

◆アコ：危なくなんてないです、必要なことなんです

◆ルシアン：男と二人でリアルで会うことが、かよ!?

◆アコ：それは……でもルシアンの言うようなことは絶対にないです、心配しないでください

◆ルシアン：違うったって……

　そんなのアコの気持ちだけの問題で、相手が何考えてるかわからないじゃないか。

　ったく、しゃあないな。ちょうど心配してた所だし、猫ねこ姫ひめさんの手前もある、一応カバーぐらいはしてやらないと。

◆ルシアン：あー、なら俺も行くよ。ＬＡのオフ会なら俺が行ったって別に問題ないだろ

◆アコ：そ、それは……ダメです！

「……え？」

　俺の申し出に、アコは驚くほど強い拒きよ絶ぜつを示した。

◆ルシアン：何でだよ、アコの知り合いって大抵俺の知り合いだし……

◆アコ：ダメです、絶対ダメ！　何があってもルシアンだけは連れて行けません！

「……なんだそれ」

　俺だけのけもの、って言うのか？

　こっちは心配してんだぞ──なんて恩おんに着せる気はないけど、そうまで拒絶されると腹が立ってくる。本当に何かあったらどうすんだよ、後になってからじゃ取り返しがつかないんだぞ。

　アコに伝えるべき言葉に悩んでいると、後からログインしたマスターとシューがチャットを表ひよう示じした。

◆シュヴァイン：ちょっとアコ、あんたらしくないわよ。珍しくルシアンが自分からついていくって言ってんのに、断固お断りとか、どうしたってのよ

◆アプリコット：そうだな、普段のアコなら大喜びで引っ張っていって、彼が私の旦那ですと大騒ぎしているところだろう？　何かあったのか？

◆アコ：う……

　二人の問いに黙だまり込むアコ。

　そこまでのことは言わないけどさ。

◆ルシアン：いや、旦那として連れて行けなんて言う気はないって。ゲームとリアルは別だし、旦那気取りで行きたいって訳じゃない。でも危ないのは確かなんだ、悪いことは言わないから、二人でってのはやめておくか、俺じゃなくてもせめてシューやマスターと──

　一いつ緒しよに行った方が──と打ち込む途と中ちゆうで、先にアコからのチャットが表ひよう示じされた。

◆アコ：そ、そうです。だって、ゲームとリアルは別なんでしょう!?

◆ルシアン：……は？

　なんだか焦あせったような言葉。

　それこそ本当にアコらしくない言い方だったが、それ以上にチャットの内容に愕がく然ぜんとした。

◆アコ：ルシアン、ゲームとリアルは違うっていつも言ってましたよね。私が何が違うのって聞いてもちゃんと答えてくれないのに、ゲームとリアルは絶対に違うって譲らなくて。……だったら私がリアルで他の人と会うからって、ルシアンが気にすることなんてないじゃないですか

◆ルシアン：ア、アコ……お前……

　文字を打つ手が止まる。

　それぐらい、アコの言うことは俺おれにとって思し考こうの埒らち外がいにあった。

◆アコ：むしろルシアンはどうしてそんなに心配してくれるんですか、その方がずっとおかしいじゃないですか。リアルのルシアンは私と結婚なんてしてなくて、何の関係もない、ただの他人なんでしょう？　ゲームとリアルは別なんでしょう？

　アコの言うことは間違ってなかった。

　俺は確かにそう言ってた。ただの他人だなんてそこまで言う気はないけど、他の男と会うのを止めるような立場には絶対に居ない。むしろそんな立場に居ちゃダメだ、居たくないって、そうアコに言い続けてきた。

　だから──

◆アコ：ルシアン、ゲームとリアルって何が違うんですか

「…………」

　その言葉に、俺は何も言い返せなかった。

　黙だまり込んだ俺から一歩、二歩とキャラクターの距離を取り、アコは言う。

◆アコ：だから、私は行きます。いいですよね、ルシアン

　ゲームとリアルは別だ。だから関係ない。俺に何の権けん利りもない。心配する権利すらも。こんな質問に許可を出す権利すらない。

　──そりゃそうだ、その通りだよ、言い返す言葉は何もねえよ。

　だけどな、お前が、この場面で、それを言うのかよ！

　ああわかったよ、その気なら俺は構わねえよ！

◆ルシアン：……ああ、好きにしろよ

「ちょっと、ルシアン!?」

「本気か、ルシアン」

　ゲーム内のチャットにリアルの二人が反応する。そんなことさえ煩わずらわしい。いいだろ、どうせ関係ないんだからな！

◆ルシアン：お前の言う通りだよ。俺はアコの旦那じゃないからリアルで会うなら何の関係もねえよ。止める理由なんて何もないな！　他人が差し出がましいこと言って悪かったよ！　精々楽しんでこい！　何が起きても知らねえからな！

　ガンガンと指が痛むくらいの勢いで打ち込んで、俺は即そく座ざにＬＡのクライアントを落とした。

　それ以上アコと話したくなかったし姿すがたを見たくもなかった。

「ルシアン、普ふ段だんのお前からするとアコの発言は正せい当とうだ。単に八つ当たりだぞ」

　マスターが言うが、俺おれは本気で睨にらんで言い返した。

「わーってるよ、そんなもん！　でもわかってるのに納なつ得とくがいかないから困ってんだろ、それぐらいわかれ！」

「そ、それはすまん」

「すまんじゃないわよ、マスターが謝ってどうすんの。ってかおかしいのはアコの方よ。ルシアンのリアクションなんてわかってるんだから普段のアコなら絶対こんなこと言わないのに。ちょっと聞いてみるから待って……あ、こら！」

　シューがキーボードを叩たたいているのを無む視しして席を立ち、俺はそのまま部室を出る。

「いいんだよ別に。これで良かっただろ。アコもちゃんとゲームとリアルが別で、俺がリアルじゃ旦那でもなんでもないって認めたんだ。この部ぶ活かつの役割も終わりだし、俺も直ちよつ結けつ厨ちゆうなんかじゃない。良いこと尽くめだ。この後アコが一人で酷ひどい目に遭あったって知るかよ！」

「なっ、あんた、待ちなさ──」

　バン、と思いっきり扉とびらを閉じた。

　ああ、イライラする。

　イライラして当たり前だ。アコの奴やつ、男と二人だけでオフ会とか、危ない目に遭いに行くようなもんじゃねえか。俺が何の為ために必死に理解させようとしてたと思ってるんだ。

　しかもだ、その挙あげ句くに、これからオフ会する男のことは脇わきにおいて、俺の方だけゲームとリアルは別だとか……ああそうだよ別だよ、俺達に何の関係もねえよ。あいつが俺の前で元気なのはオタ話が通じる奴の前だからってだけさ！　俺にそれっぽい話を振ってくる隠かくれオタな他のクラスメイトと何もかわんねえよ！　特別なんかじゃねえんだよ！

　だけど、だけどさ！

　くっそ、なんかむかつく！
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　夜が明けて、朝になって、日が高くなって、それでも俺は胸のムカつきを抱えたままだった。

　ベッドに寝ね転ころんで天てん井じようを見上げる。

　もやもやする、とんでもなくもやもやする。

　目を瞑つむっても、他のことを考えようとしても、頭に浮かぶのはアコのことばかり。

　ルシアン、ルシアン──そう俺に懐なついてくるアコの笑顔が意い識しきに貼はり付いて離れない。

　時間はもう夕方だ。その男とはとっくに会ってるんだろうな。

　俺おれの前でしか見せないと思ったあの笑顔を、別の男の前で浮かべているのかな。

　その光こう景けいを想そう像ぞうしただけでわけのわからない感情が溢あふれてくる。自分の中にこんなにも無む駄だな力があったのか、というぐらいに強く拳こぶしを握りしめる。それでもなお足らず、ぎりっと歯を噛かみしめた。

「ぐ……」

　口の中に微かすかに血の味が広がる。

　その鉄てつ臭くさい味が、酷ひどく嫌いやな想像を掻かき立てる。

　アコのやつ、危ないことになっていたりしてないか。辛つらい目にあったりしていないか。

　想像するだけで体がうずうずとして、どうにもじっとしていられない。

　いっそ走り出せたらずっと楽なんだろうと思う。そうするべきなんだと思う。でも俺はいつまでも部屋を出られないままだった。

　最後にアコが言った言葉が今でも頭を離れない。

『ルシアン、ゲームとリアルって何が違うんですか』

　そう言ったアコに、俺は今でも返す言葉が何もない。

「ああもう、くそっ」

　俺は起き上がると、部屋にあるパソコンを起き動どうした。

　無む意い識しきにＬＡを動かす。

　アコが居ればいいなと思ったが、当たり前だがそこには居ない。

　その代わりにマスターとシューの二人が座っていた。ちょうど良い、と声をかけようとしたところで、先に二人の頭ず上じようにチャットが表ひよう示じされた。

◆アプリコット：来たか、ルシアン

◆シュヴァイン：ちょっ、あんた何やってんの!?

　シュヴァインのロールプレイも放っぽり出して、瀬せ川がわがすぐに詰め寄ってくる。

　なんだよ、どうしたっていうんだ。

◆ルシアン：いきなりご挨拶だなー、どうしたんだよ

◆シュヴァイン：どうしたもこうしたも、あの子は今──

◆アプリコット：まあ落ち着けシュー

　ぽんぽんとシューの肩を叩たたき、マスターが言う

◆アプリコット：昨日シューが苦労して聞き出したんだがな、アコのオフ会の時間は夕方の六時だそうだ

　夕方？　六時？

　なんだそれ、夜に女じよ子し高生引ひっ張り出してどうしようってんだその男！

◆ルシアン：夕方って思いっきり直結臭いじゃねえか

◆アプリコット：ああ。それも向こうが前ヶ崎にまで来るそうだ。それがアコの条件だったらしいからな

◆ルシアン：そこまでしてアコに会いたいってのか。くそ、どう考えてもヤバイだろ。あの馬鹿、なんでわかんねえんだよ

　時計を見ると、ちょうどもうすぐ六時、という時間だった。

　思わず電話しようか携けい帯たいを握る。

　でもボタンが押せない。たった数回ボタンを押せばアコにつながるってのに、そのボタンが本当に重い。

　だってさ、アコが電話に出てくれなかったらどうする？

　電話に出てくれても、迷めい惑わくそうな声を出したらどうする？

　電話の向こうで知らない男の声が聞こえたらどうする？

　そしてもしも俺おれからの電話を喜んでくれたとしても──伝えられる言葉が何かあるのか？

◆シュヴァイン：なんで行かないのよ

◆ルシアン：……え？

　画面の中でシューがぶんぶんと剣を振り回していた。

◆シュヴァイン：あんたの家、駅からそんな遠くないでしょ、まだ間に合うわよ

◆ルシアン：行く……って言ったって

　言われて部屋の時計を見る。確かに時間は六時少し前、今すぐ家を出て自転車をこげば間に合うかもしれない。

◆ルシアン：でも……俺にそんな権利ねーし

◆シュヴァイン：権利って何!?　友達が危ない目に遭いそうなのに止める権利がないっての!?

◆ルシアン：アコが自分で、二人で会いたいって言ってんだぞ。そこに割り込むのかよ。そんな権利ないって……アイツが言ったんだぞ

　良い所で友達、悪ければただの同級生だ。

　アコが求めてくれなければ俺にそんな権利なんてない。だから俺はこんなに悩んでるってのに、なんでわからないんだよ。

◆シュヴァイン：なにそれ、だっさい！　格好悪い！　あんたがそんなクソみたいな男だと思わなかったわよ！

「っさいな……」

　瀬せ川がわがシューになってから腹の立たなくなっていた言葉が今は酷ひどく腹立たしい。

　ただでさえイラついているってのに、その上お前までこれかよ。

　この鬱うつ陶とうしい画面を叩たたき割ってやろうかと本気で思う。

◆シュヴァイン：こんな情けない奴、そりゃアコも愛想つかすわよ。むしろなんで一度は惚れたのかもさっぱりわかんないわ。そうね、いいんじゃないの、あんたみたいな旦那捨てて別の男の所に行った方が幸せよ！

「っ！」

　アコが俺おれじゃない男の隣となりで寄り添う姿すがたが脳のう裏りをよぎった。

　ただの想そう像ぞうなのに、何な故ぜか本気で胸が痛む。

◆ルシアン：なんでお前にそこまで言われなくちゃなんねえんだよ！

◆シュヴァイン：あの子はあんたの嫁でしょ!?　そのあんたが何もしないからよ！

◆ルシアン：何が嫁だよ、そんなのゲーム内だけの話だろ！

　なんでこんなことばっかり言うんだ、コイツは。

　さっきから人の気持ちを逆なでするようなことばかり言いやがって。

◆シュヴァイン：そんなの関係ないわよ！　その気さえあれば何だってできるでしょうが！

◆ルシアン：わかんねえ奴だな！　何もできないからこそ俺はこんなにイライラして、こんなにも不安で、こんなにもアコのことが頭から離れないんだろ！

◆シュヴァイン：……あんたね

　八つ当たりだと思いながらも、イライラした気持ちをシューにぶつけた。

　しかし何故かシューは怒った様よう子すもなく、やれやれと首を振っただけだった。

◆シュヴァイン：あのさ、あんたアコのこと好きなんでしょ。ならそれでいいじゃない、さっさと行きなさいよ

　その代わりとでも言うように、わけのわからないことを言いやがった。

　何言ってんだコイツは。

◆ルシアン：あのなあ、んなわけねえだろ

◆シュヴァイン：そんなわけあるってば！　そうとしか見えないんだって！　ちょっと直前のチャットログを見てみなさいよあんた！

◆ルシアン：今そんな気分じゃねーんだよ、ちょっとは空気考えてくれよ……

◆シュヴァイン：ええええっ!?

　アコのことが気がかりでしょうがないってのに、シューが五う月る蝿さくて仕方ない。こいつもしっかりしてくれよ、今はもっと考えるべきことがあるだろうが。

◆アプリコット：私は思うんだがな、ルシアン……いや、西村英騎君

　と、静かに俺達を見ていたマスターが言った。

◆アプリコット：わかっていたとは思うが、私もどちらかと言えばアコ寄りだ。そんなにゲームとリアルを別にしたい、なんて思ってはいない

　知ってる。放っておくとアコに影えい響きようされるから瀬せ川がわを引っ張りこんだぐらいだし、最初からあんまりリアルとゲームを分けたがってもいなかったし。

◆アプリコット：その私から見るとだな、アコもゲームとリアルを混同し過ぎではあるが、君もリアルとゲームを別にし過ぎているように思うのだ

◆ルシアン：別にし過ぎてるって、じゃあ俺がこいつの旦那ですってアコと男の間に割り込んで行けと？　そりゃ、それができたらどんなに良いかとは思うけどさ

◆シュヴァイン：いや、だからねルシアン、その言葉が既に結論をね

◆アプリコット：そこまでは言わないがな

　シューが何か言ってるのを視し界かいの隅すみには見ながらも、後で読もうと決めてチャットを続ける。

◆アプリコット：君が思う通り、ルシアンと西村英騎は別だ。アコと玉置亜子も別だ。君とアコは現実には恋仲ではない。……だがな、ゲームの中でアコを好きになった『ルシアン』という存在を、君はあまりに軽視してはいないか

◆ルシアン：軽視……ってどういう意味だよ？

　俺が『ルシアン』を軽く見てる……って言うのか？

　ゲームの中の自分だからって無視しすぎてるって？

◆アプリコット：ルシアンは君の中に居る。アコは玉置亜子の中に居る。これは絶対に揺るがない明確な事実だ。ということはつまり、君の中に亜子君を好きな気持ちがある──そういうことじゃないかね？

　マスターはリアルでそうするようにニヤリと笑った。

　俺の中にアコを好きな気持ちがある──それは俺の中の『ルシアン』が玉置亜子の中の『アコ』のことを思っているから。

　そうかもしれない。理り屈くつはあってる。

　でも、なんか──なんか、なんかさ。

◆ルシアン：なんか、納得できない

　違う、そうじゃない。俺のもやもやした気持ちはそういうのが理由じゃない。

◆ルシアン：それだけじゃない、俺の気持ちはそれだけじゃないんだ。アイツと会って、話して、触れ合って、アイツの『アコ』じゃなかった所だって好きになった。今の俺が心配してるのはゲームの『アコ』じゃない、俺の横で嬉しそうに笑ってた、リアルのアイツだ。俺はアイツが心配なんだ、アイツに傷ついて欲しくないんだ

◆アプリコット：……そうか

◆シュヴァイン：いや、今言ったって！　好きって言ったって！　ねえ、ちょっとあたしの話聞こえてないの？　ラグ？　もしかしてブラックリスト入れた？　チャット出てないの？　もしもし!?

　俺もマスターもシューのチャットは完全に無む視しして会話を続ける。

　マスターは俺の言葉に大きく頷うなずき、満足げに言った。

◆アプリコット：わかっているじゃないか、ルシアン。それでいいんだ。君は今、君の答えを得た

　うむ、と大きく頷うなずき、マスターは言った。

　答えって何だ？　何に対しての答えだ？

　アコのことをどうするか？　どうやってアコを助けるか？　そんな問題に答えが出たか？

　いや、それとも──そうか。

◆ルシアン：アコが言ってた、あの言葉への答え

◆アプリコット：うむ

　ゲームとリアルの何が違うんだって、あいつは聞いた。それがわからない、ルシアンはおかしい、って。

　でもおかしくなんてなかった。

　その答えは簡単だ。凄すごく簡単だった。

　だってリアルにあってゲームにはないものが沢たく山さんあった。

　互いを呼び合う声、向け合った笑顔、触れ合った指ゆび先さきの感かん触しよく、知らぬ間に慣れてしまった彼女の香り。そんなゲームの中じゃ知ることができなかった沢山の部分。

　もしかしたらアコは、あの友達ゼロのぼっち娘むすめはリアルの自分が全部大だい嫌きらいだったのかもしれない。

　でも、そんなことない。

　俺おれはゲームでは知ることのできないアイツを知って良かった。玉置たまき亜あ子このほんの一面しかしらない『ルシアン』なんかとは違う。もっともっとアイツを想おもう気持ちがある。

◆ルシアン：だから、違う。ゲームとリアルは違う。俺は何も間違ってない

◆アプリコット：そう思ったなら、それでいい

　すこしだけ気分が晴れた。次にアイツに会った時、言うべきことができた。

　流石さすがは俺達のマスターだ、頼りになる。

　しかし状況は何も変わらない。

◆ルシアン：でも、結局どうしようもないのに変わりないな

　俺は溜ため息いきを吐ついてそう打ち込んだ。

　俺が何を思おうとアコは男と会う。危ない目に遭あうのかもしれない。でも俺にそれを止める権けん利りはない。

◆シュヴァイン：ねえ、聞いてる？　もう良いじゃん、俺の嫁を助けに来たんだって言って行けば良いじゃん、そうしたいんでしょ？

◆ルシアン：だからな、嫁って言ったってゲーム内だけの……

　そこまで打ち込んで、俺は手を止めた

　嫁。そうだ、アコは俺の嫁だ。

　そりゃリアルでは違うよ、でもゲームでは確かに俺の嫁なんだ。

　今だってそれは変わらない、あいつは俺の大好きな女の子だ。

◆ルシアン：……そっか、あいつは俺の嫁だった

◆シュヴァイン：は？

　そうだ、そうだよ。

　あいつは俺おれの嫁よめなんだ。ＬＡの中では確かに俺の嫁なんだ。

　アコは俺の嫁だってのに、ゲームの誰だれかとリアルで会う？

　そりゃゲームの旦だん那なとしては放って置けねえよ！

　ゲーム内で知り合った男と会うって言ってんだからな！

　理由としては充分だ！　完かん璧ぺきだろ！

◆ルシアン：はは、ははははは！　そりゃ腹立つよなあ！　当たり前だよな！

◆シュヴァイン：ル、ルシアン？

　引き気ぎ味みのシューを無む視しして、キャラクターにばんばんと肩を叩たたかせる。

◆ルシアン：さすがシュー、わかってんじゃねえか！　もやもやしてたのが全部スッキリした！　よっし、待ってろよ、俺のアコに手を出そうとしたクソ野郎！　人の嫁に舐めたマネしやがって、ぶっ殺してやる！

　俺も、ルシアンも、ぐっとこぶしを握る。

　そうだ、簡単な話だ。俺のアコを誰にも渡すもんか。

◆シュヴァイン：お、落ち着いて、落ち着いていくのよ？　問題にならないようにね？

◆ルシアン：任せろ、全部片付けてきてやる

　俺は力強く請うけ負った。

◆シュヴァイン：いや、それ任せらんないって……

◆アプリコット：ははは、頑張れよルシアン

◆ルシアン：おう！

◆シュヴァイン：ちょ、ちょっとぉ!?

　まだシューは何か言っていたが、俺はＬＡのクライアントも落とさずに部屋を飛び出した。しがみつくように自転車に飛び乗り、そのまま力の限りペダルを踏みしめる。

　待ってろよあの馬ば鹿か、今行くぞ……俺の嫁のくせに、別の男とオフ会とか、ゲーム内ない旦那として認めるわけにはいかないからな！

　いやあ、もう自己弁べん護ごも甚はなはだしいな、と自分の中の冷静な部分が言うのを意い識しき的に無む視ししながら、俺は脚あしも折れよとペダルを踏み込んだ。




　駅に着いて乗り捨てるように自転車を降りた時、素晴らしいことにちょうどアコが改かい札さつから出てくるところだった。

「アコ……本当に来てたのか」

　ぜーはーと息を整える俺に気付いた様よう子すもなく、アコは携けい帯たいを見ながらきょろきょろと緊きん張ちようした様よう子すで歩みを進めている。文もん句くをつけるところもないくらい、普通に可愛かわいらしい服装。前に俺おれ達たちとやったオフ会の時は少し大人おとなしめだったが、今回はスカートも短いし肌はだの露ろ出しゆつもちょっと多く思える。勝負服ふく──とか、そんなことを考えてすぐに打ち消す。

「とにかくまずはあいつを止めて────なぁっ！」

　アコの元に向かおうとしたその時、彼女に声をかける人ひと影かげがあった。

　声をかけられたアコの表情がふっと緩む──こいつがアコのオフ会の相手か。

　俺よりも少し小さい小こ柄がらな人影。後ろ姿すがたではわからないが、きっとこいつがその男なんだろう。それも服装から見るに俺達よりも年上の雰ふん囲い気きがある。まず間違いなく大学生──いや、これはきっと社会人。

　ああ、なるほどな。社会人の分ぶん際ざいでネトゲで女子校生漁あさりの直ちよつ結けつ行為に及ぼうってのか。

　こりゃもう最低だ。人間として、男として、一人のネットゲームプレイヤーとして、アコの旦だん那なとして、もう絶対認みとめねえ、認められねえ。

「アアコォォォォォォッ！」

　俺は人ひと目めも気にせず大声で叫び、全速力で彼女の元に駆かけだした。

　運動不ぶ足そくが響ひびいて一歩踏ふむごとに脚が痛むが、痛いぐらいでアコが無ぶ事じで居られるなら安いもんだ。

「っ、ル、ルシアン!?」

　俺に気付いたアコが目を丸くする。その目に飛び込むように彼女の目の前まで走ると、そのまま彼女を抱き寄せて男から引き離した。

「え、ル、ルシアン？」

「ちょっと、君！」

　男とアコがなにやら言うが、んなもんは知ったことか！

「るっっせえええええ！　黙だまれ、この変へん態たいと大おお馬ば鹿かが！」

　思いっきり言い放ち、呆ぼう然ぜんとするアコに、俺は欠片かけらの躊躇ためらいもなく叫んだ。

「アコ、お前俺の嫁よめの癖くせに、何を勝かつ手てに男とオフ会とかやってんだよ！　俺は認めねえぞ！　リアルは関係なくてもゲームの中では俺の嫁なんだからな！」

「ルシアン……」

「返事ははい！」

「は、はいっ！」

　よろしい！　と頷うなずき、次に男に向き直る。

「あのな、コイツは俺の嫁なんだよ。冗じよう談だんで言ってるんじゃねえ、本当に嫁なんだよ！　ああゲームの中だけどな！」

　腕の中のアコをぐっと抱き、男を睨にらむ。

「そりゃ嫁ったってゲームの中の話だよ。仮か想そう空間の嫁だよ！　だからって、ゲームの中だからって伊だ達てや酔すい狂きようで結婚なんかするか！　大声で胸むね張はって言えるぐらい、俺はこいつが好きなんだよ！　いいかアコ、俺おれの目が黒いうちは男と二人でオフ会なんて絶対認めねえからな！」

「ルシアン……」

　腕の中でもぞもぞとしていたアコが、俺の言葉に動きを止めた。

　両手で俺の服をつかみ、潤うるんだ瞳ひとみで俺を見つめる彼女にようやくほっと安あん堵どの気持ちが漏もれた。

　──いや、だからこそ、この男だけは絶対に認めない！

「その嫁よめを、お前みたいに胡散うさん臭くせえネゲット野や郎ろうには絶対渡わたさねえからな！　お前どうせ二は十た歳ち超えてんだろ、未み成せい年ねんに手を出したって騒さわがれる前にさっさと帰れ！」

　アコを抱えたまま真まっ正しよう面めんから男を睨み、俺は吼ほえた。

　いや、ぶっちゃけて言うと怖こわいよ。

　そりゃ怖いさ、喧けん嘩かなんてしたことねえし、こうして女の子を引っかけようって考えるやつは柄がらが悪かったりするし。

　でも、それでも俺は嫁を守る。絶対だ。

　そう決めて、腹に力をこめて、必死に視線を尖とがらせる俺と目を合わせる。

　男は────男？　男、か、こいつ？

　よくよくみると何か違う。男って言うには髪かみが長いし、化け粧しようもしてるみたいだし、っていうか服装が男じゃない。
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　そいつは何な故ぜか、疲れた様よう子すで溜ため息いきを吐ついた。

「……ああ……そういうことね、なるほど、わかったわ。西にし村むら君がルシアン、ね」

「ああ？　何なに言って……」

「落ち着いて西村君、私よ」

　俺だって言われても、お前なんか──。

「…………さいとー、せんせ？」

「一ひと目めでわかりなさい、全くもう」

　よーく、見ると、それは毎日のように見ている俺達のクラスの担たん任にん、二十代で未み婚こんの、斉さい藤とう先生だった。

　ジーンズに上うわ着ぎを羽は織おった後ろ姿すがたはぱっと見で男に見えなくもない。

　なるほど、そうだったのか。そういうことだったのか。

「……へえ、先生だったんだ、先生が、先生が俺のアコを、ねえ」

「え？　ちょっと西村君、あなたまだ勘かん違ちがいしてない？　あのね、、私はね──」

　斉藤の野郎がむにゃむにゃと言い訳わけをしているが知ったことか。俺は腕の中で庇かばったアコにしっかりと力をこめて隠かくす。

「おいアコ、すぐに警察に電話しろ、自分の学校に通う生徒に手を出す変へん態たいレズ教きよう師しだ、一発逮たい捕ほ間違いなしだぞ」

「待って待って待って！　違うって言ってるでしょう！　私は君に──ルシアンに相談されて、だからこそ、そのアコって子をなんとかしようって思ったのよ！」

「はい？」

　またよくわからないことを言い出した。

　何いってんだコイツ、と斉さい藤とうへ白い目を向ける俺おれに、腕の中のアコがぽつりと言った。

「ルシアン、あの人は────猫ねこ姫ひめさん、なんです」

「……は？」

　猫姫さんって……あのよく気がついて、誰だれにでも優しくて、ゲームも上う手まくて、それでいて可愛かわいい、元もと俺の天てん使し猫姫さん？

　それが、あの斉藤？

「そう、そうよ、私が猫姫よ。君から相談を受けてたところ、アコさん……玉置たまきさんから別に話をもらってね──」

「うるさい黙だまれ、聞きたくない」

「えっ？」

　あれが、猫姫さん。

　まだ若わか手てのくせに普ふ段だんからだらだらと授業をして、授業中たまに結婚したいわーとか言うくせに男の影は全くないと噂うわさされる斉藤先生が、猫姫さん。

　あれが、俺おれのアコに手を出したのが、猫ねこ姫ひめさん。

「見下げ果てたクソ野や郎ろうが……こんな奴やつが俺達の担たん任にんだったのかよ……」

「──に、西にし村むら君？」

　斉さい藤とうのクソ野郎が何かを言っているが知ったことじゃない。

　もはや一いつ刻こくの猶ゆう予よもない。俺はアコを抱えたままじりじりと後ろに下がり、強く言った。

「アコ、早そう急きゆうに、可能な限り急いで警察に電話だ。オンラインゲーム内で語ご尾びに『にゃ♪』とかつけて可愛さアピールした上で、ネカマだと偽いつわって自分の学校に通う生徒に手を出そうとする超ちよう弩ど級きゆうの変へん態たいレズ教きよう師しだ、即そく刑けい務む所しよ行き間違いなしだぞ」

「ばばばばば馬ば鹿かを言わないで！　私は、私はね！」

「うるせえ変態レズ直ちよつ結けつ厨ちゆうが！」

「大声でとんでもないことを言わないで！　お願い玉たま置きさん、ちゃんと説明して！　あなたはわかっているんでしょう!?」

　超弩級変態レズ教師の斉藤がアコに向けて言った。

　さっきからわーわーと言い合いをする俺達を余よ所そに、アコはほとんど静かなままだった。

　そんな彼女が、ゆっくりと動く。

「……ふふふ、こうなったら仕方がありませんね」

「お、おい、アコ？」

　アコは俺おれを見上げると、どこか暗い笑えみを浮かべた。

「そうです、あの人は確かにルシアンの好きだった猫姫さんです。私が呼んだんですから、間違いありません」

「アコが斉藤を……いや、猫姫さんを呼んだ？　一体どうして？」

「それはあの人がルシアンをたぶらかしたからです」

　アコさん、何をおっしゃっているので？

　アコは当然だとばかりに言ったが、俺にはさっぱり意味がわからなかった。

「アコ？　どういうことだ？」

「玉置さん？　あなた、同い年の彼かれ氏しについて相談があるからって言ってたでしょう？」

「ふふふふふふふふふ」

　アコは俺達の声に黒い笑いを漏もらした。

　腕の中に抱えたアコ、さっきまでは強く触れ合って熱いぐらいだった彼女から、何な故ぜか酷ひどく冷たい気け配はいを感じる。

「猫姫さんが本当は女性なのは、言葉の雰ふん囲い気きからわかっていました。だから、だから許せなかったんです。だって、仕方がないじゃないですか。ルシアンは本当の奥さんである私よりも、猫姫さんを信じていたんですよ！」

　アコの声は決して大きくはなかった。しかし胸の奥おく底そこまで響ひびくような不ぶ気き味みな迫はく力りよくが俺の背せ筋すじに冷たい感かん触しよくを与えた。

「このままで、もしも猫ねこ姫ひめさんが本当は女性であることがわかったら……ルシアンは私じゃない人、あの人を選んでしまうかもしれない。そんなこと、絶対に耐えられません。だから私は決めたんです」

　言って、アコは懐ふところから一本のカッターナイフを取り出した。

　駅前のネオンに銀ぎん色いろの鈍い光が輝く。

　アコはそれを両手でしっかりと握ると、カチ、カチ、カチ……と刃はを伸ばしていく。
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「お、おい、アコ？　何する気だ？」

「た、玉置たまきさん!?　路ろ上じようでそんな危ない物を……」

　ちょっ、洒落しやれになってねえぞそれ！　刃は物ものはいかんでしょうよ！

　慌あわてる二人を気にした様よう子すもなく、アコは力強く言う。

「そいつはルシアンを悪い道へと引きずり込む魔ま女じよなんです！　だから私が！　ルシアンの本当の奥さんであるこの私が！　今、この場で、そいつを殺してやります！」

　言うや否いなや、アコは俺の腕を強ごう引いんに振り払い、一気に斉さい藤とうへと突とつ進しんしようとした────所を、後ろから抱き寄せて全力で引き留める！

「お前まえ何やってんの!?　いや、そいつ斉藤だから！　うちの学校の先生だから！」

　必ひつ死しに引き留める俺に対し、アコも思いっきり抵てい抗こうし、斉藤にカッターナイフを向けて脚あしを踏ん張る。

「ルシアン、どいてください！　そいつ殺せません！」

「学校の先生を殺すとか宣せん言げんすんなって言ってんだよ！　うわっ、ちょっやめ……ああ！」

　ついにアコは俺おれの手を離れて斉さい藤とう先生の元へ駆かけだした。タマぁとったるでぇ！　とばかりに腰だめに構えられたカッターナイフに対し、斉藤先生は怯おびえた様子もなく、

「ああもう……いい加か減げんにしなさい、この馬ば鹿か！」

　そう言った直後、ズムッと鈍い音と共にアコの体が揺れた。

　見るとアコの首くび元もとに斉藤の腕が水平に食い込んでいる──見事なラリアットだった。

「お、おお……お見事」

「ゲーマーがもやしだけと思わないで欲しいわね。学生時代はレスリング部だったのよ」

　斉藤先生はぐっと拳こぶしを突き上げて言った。

　いやあの、生徒をＫＯして勝ち誇るのもどうかと思いますけど。

　カウンター気ぎ味みに突き刺さった斉藤の腕はアコの突とつ進しんの勢いも相まって一いち撃げきで彼女の心と心しん肺ぱい機き能のうを折ったらしく、アコはしゃがみ込んでげふげふと咳せき込んでいる。

「アコ、大だい丈じよう夫ぶですかね？」

「当たり前でしょう、加か減げんはしたわよ。西にし村むら君くん、玉置たまきさんを連れて来なさい、場所を変えますよ。……ああ、すいませんでした、子供達がちょっと騒さわぎまして、あはははは」

　斉藤先生はそう言うと、周囲でいぶかしげな視線を向ける通行人に作り笑いを向けた。俺はしゃがみ込んだアコに駆かけ寄り、背中を撫なでる。

「ええと、アコ、無ぶ事じか？」

「うう……あんな奴やつに負けるなんて……」

　アコはしゃがみ込んだまま、悔くやしげに言った。

「勝ってなくて心しん底そこ安心したっつーの。ってかこんな危ない物を持って、それこそ警察のお世せ話わになってもおかしくないぐらいの……」

　地面に落ちていたカッターナイフを拾った瞬しゆん間かん、違い和わ感かんに気付いた。

　軽い。そしてなんか、ナイフの所が完全に折れ曲がってる。

「……………………」

　指でナイフをさわると、刃はの部分はふにゃりと曲がった。




「わざわざアルミホイルでニセカッターまで作って、こんな下らないことをして……私が相手じゃなかったら停てい学がくものよ」

「だって……ルシアンが……」

　斉藤先生に連れられて入った喫きつ茶さ店てんで、俺達は紛まごうことなきお説せつ教きようを受けていた。

　少々やり過ぎた自覚はあるのか流石さすがのアコもしょんぼりとしている。

「西にし村むら君くんと話してなんとなく懐なつかしくなって、凄すごく久しぶりにＬＡにログインしたのよ。そしたら偶ぐう然ぜんルシアン──いえ、西村君に、ゲームと現実の区別をつけてない子が居るって話を聞いてね。これでも教きよう師しだから心配してたらちょうどその子に相談を受けて、しかも前まえヶが崎さきの生徒だって言うんだから、放っておけないじゃない。直接話はなそうって思ってわざわざ出向いたのよ」

　そういう話だったらしい。

「このままじゃルシアンがあの猫ねこ姫ひめのモノになっちゃうから、危なくない方法で脅おどして、ルシアンから離れさせようって思って。でもルシアンに知られたら絶対ダメって言われるから、わざと怒らせようとして、あんなことを言って……」

　こっちはそういう話だったらしい。

　何だよそれ、つまり俺おれが何もしなくたって結局なるようになってたんじゃないかよ。

「じゃあ何ですか、必死になってた俺が一番馬ば鹿かだったって話ですかね」

「うーん……そういうことになるかもしれないわね」

「そうですか、ははは……あー、死にたい」

　俺もアコと並んでがっくりを肩を落とした。

　そんな俺達の肩に手を添え、無む理り矢や理り起き上がらせると、斉藤先生はにっこりと微ほほ笑えんだ。

「じゃあ二人とも、お説教よ」

「俺は関係ないんじゃ……いえ、すいません」

「よろしい」

　珍めずらしく、本当に珍しく『先生』の顔をした斉さい藤とう先生に口答えはできなかった。

「あのね玉置たまきさん。ゲームとリアル、ネットとリアルの区別がちゃんとついていない──ううん、意い図と的てきに区別していない子っていうのは、最近では珍しくはないの。ゲームやＳＮＳといったオンラインの場をあえて現実と区別せず、出会いのツールとして利用する。そういう子は沢たく山さん居るわ。あなたもそうやってお友達を作って、学校が楽しくなった。決して悪いことだと言うつもりはないの」

「……はい」

　アコの目を見つめたまま、ゆっくりと、彼女の心の中にしみこませるように言う先生。

　アコもおっかなびっくりとだが、目を合わせて頷うなずいている。

「でもあなたは若い女の子よ。危険はいつだってそばにある。そのことはわかっているわよね。だからこそ、ネットとリアルを区別しちゃいけないの。ネットで出会った相手でも同じように気をつけなきゃいけない。……ねえ、玉置さん。あなたはゲームとリアルを区別していないんじゃなくて、ゲームの信頼度どだけを勝かつ手てに高く設定しているんじゃないかしら」

　そう言って、先生はぎゅっとアコの手を握った。

　アコの体がビクンと震えたのは、手を握られたことに驚いたからなのか。それとも、図ず星ぼしを突かれたからなのか。

「リアルよりネットが好き。リアルよりゲームが好き。リアルは信しん用ようできないけれど、ネットは、ゲームは信用できる。ええ、一いつ向こうに構わないわ。そんなの個人の自由だもの。でもね玉たま置きさん、自分の身が関わる時にそれはダメよ。例えオンライン上で出会ったとしても、現実の男性と同じように警けい戒かいしないといけないの。今回はたまたま西にし村むら君がとても良い子だったから、私が本当は女の人で、先生だったから大だい丈じよう夫ぶだったわ。でも、もしも彼が節せつ度どのない男の子だったり、私が本当に男の人だったりしたら、今いま頃ごろあなたはお嫁よめに行けない体だったかもしれないのよ？」

　先生は俺おれを示してそう言った──って、黙だまって聞いてたら何だそれ！　んなことしねえよ！

「ちょ、先生、俺おれはそんなことしませんって！」

「わかってるわよ。最悪の場合、ね」

　最悪でもやんねーって、ったく。

　何となくアコの方に視線を向けると、アコは俺の顔をじっと見つめていた。

「…………」

「…………」

　そして見つめ合う内に、アコの頬ほおがぽっと紅あかく染まる。

　照れたようにうつむき、もじもじと身を揺らしながら、ちらりちらりと俺に視線を送る。

「お前、そのリアクションは違うだろ！　青くなるとか、嫌いやがるとか、そういうのだろ！　何で思いっきり照れてんの!?」

「でも私達は結婚してるんですから、そういう行為も考えられないわけじゃないですし」

「ああああああもう！　俺が散さん々ざん苦労して言ってきたこと欠片かけらも理解してないだろ、アコ！」

　がしがしと頭をかきむしる。

　やっぱこいつ全然わかってなかった。

　あの時のことはただ俺を猫ねこ姫ひめさんと会わせない為ために言っただけかよ！

　あの時の──ああ、そうだ。

「ったく……なあ、アコ」

「はい？」

　声をかけられただけで嬉うれしそうに俺を見上げるアコに鼓こ動どうが速まる。

　言って大だい丈じよう夫ぶなのか、言うべきなのかも不安だけど、でも次に会ったら言おうって決めていた。そうじゃないと、これ以上コイツと向き合えないような気がする。

「あの時さ、ゲームとリアルの何が違う、って俺に聞いただろ？」

「あ……はい」

　俺の言葉に、ふっとアコの表情が曇る。

「凄すごい考えたけどさ、全然違ちがうよ。だってさ」

　流石さすがにこれ以上はアコの顔を見ていられなかった。

　コーヒーのカップに目を落とし、黒い水面に浮かぶ自分の顔からも目を逸そらし、俺おれは言った。

「だってゲームのお前より、リアルのお前の方がずっと可愛かわいい」

「────っ！」

　視し界かいの端はしでアコの顔が一いつ気きに紅あかく染まる。

　うわあ、恥はずかしい。超ちよう恥ずかしい。

　やっぱ言うんじゃなかったかもしんない。

　ってかこんな恥ずかしい言い方じゃなく、もっと別な言い方があったんじゃないか？

　失敗した、これは絶ぜつ対たい失敗した！

「ル、ルシアン」

「……なんだよ」

　アコはちらりと俺に視線を向けて、外して、また向けて、もう一度外はずして──随ずい分ぶんと躊躇ためらった後、小さな声で言った。

「私も、リアルのルシアンに会った後──もっと、もっと好きになりました」

「…………そ、そうですか」

「は、はい」

「…………」

「…………」

　二人顔かおを逸らしたままちらちらと互いの様よう子すをうかがう。

　なんだこの空気、ダメだって、こんなの、ちょっと誰だれか助けて──。

「ねー二人ともー、先生のこと覚えてるー？」

「あああすいません忘れてました！」

　そういえば先生が居たー！

「忘れてたって……ま、若い二人だもんね、しょうがないわね」

　さっきまでの『先生モード』はもう限界だったのか、斉さい藤とう先生は普ふ段だんのだらだら教きよう師しに戻って息を吐いた。

「まあお説せつ教きようとか建たて前まえでやってるだけだしー。私に迷めい惑わくかけないなら自じ己こ責任で好きに仲良くしてて良いわよー」

「や、やった！　ほらルシアン、先生からの許きよ可かをもらえました！」

「もらってない！　あれは許可をもらったって言わない！　ってかさっきの発言はそういう意味じゃねえからな、勘かん違ちがいすんなよ！」

「不ふ純じゆん異い性せい交こう遊ゆうはダメよー」

「私達の愛はそこら辺のリア充じゆうと違って純じゆん粋すいです！」

「なら良し！」

　良くねえよ！　ざっけんな！

「先生、ふざけんのはいい加か減げんにしてください！」

「あ、あはは。ごめんなさい、ちょっと冗じよう談だんが過ぎたわね」

　俺おれがバンバンとテーブルを叩たたくと、先生は苦く笑しようして頭を下げた。

　手元のコーヒーを一口含み、苦にがそうに顔をしかめると砂糖へ手を伸ばす。

「んー、苦……。ただね、さっきまでの話は教師としての建前だってのは本当よ。私個こ人じんとしては──そうねえ、西にし村むら君」

「な、なんですか」

　先生はニヤァ、と嫌いやな笑いを浮かべると、俺とアコを見比べた。

「さっき私に切った啖たん呵か、覚えてるかしら？　大声で胸張はって言えるぐらい、俺はこいつが好きなんだよ！　ってやつ」

「うわあああ、やめ、やめてくださいよ！　いきなり何なに言い出すんですか」

　き、聞きたくねええ！　俺は必ひつ死しに耳を塞ふさいだが、そんな程てい度どじゃ幾いくらでも声は入って来る。

　もう第二の黒くろ歴れき史しとして処理しようとしていた数分前まえの思い出を、なんで引っ張り出すんだよこの人は！

「ルシアン！　私も大好きですよー！」

「ありがと、俺もゲーム内ではお前が大好きだよクソが！　それが何だって言うんですか!?」

「まあまあ、そう怒らないで」

　恥はずかしいことの連続に半なかばやけくそ気ぎ味みに言った所、先生はどこか微ほほ笑えましいものを見るように笑った。

「何ていうかね、ただのゲームのお友達にあれだけのことは言えないって、私は思うのよ。あれは確かに強い気持ちが籠こもった言葉だった、ってね。だから君が表面上じようでどう思ってるかはわからないけど、きっと西村君は西村君なりに、玉置たまきさんのことを思う気持ちがあるんじゃないかしら」

「…………そんなことは」

　ない、と言うのは、自分でも無む理りがあると思う。

　だってさ、気の合う可愛かわいい同級生が、あんな風ふうに好きだ好きだって……そんなの気になるだろ、当たり前じゃん！

「でもアコは急ぎ過ぎなんですよ。こっちでも普通にゆっくり仲良くなるって言うなら俺だって別に考えますけど、こいつ最初から旦だん那なだ嫁よめだって……」

「ルシアン……」

「だから、ね、ゆっくり進めましょう」

　ニコニコと笑って、先生は俺とアコの肩を両手でぽんぽんと叩いた。

「玉置さんも、ゆっくり理解していったらいいわ。西村君はあなたの思う『ルシアン』とは違う人間で──でも、だからこそ素す敵てきなんだって。西村君も、玉置さんがあなたのことを気にしているのは君が『ルシアン』だからじゃないって。少しずつ、ゆっくりわかっていけばいいの。貴方あなたたちは若いんだから、時間はあるわ。その位の間は私が見守っててあげる」

「……先生」

「ゲームと、リアルと。両方でしっかり二人で愛を育はぐくめたら、それは凄すごく素敵だって……そんな風ふうには思わないかにゃ？」

　ＬＡで話していた猫ねこ姫ひめさんのように冗じよう談だんっぽく言って微ほほ笑えんだ斉さい藤とう先生は、その言葉を信じても良いと思えるぐらいには素敵な女性に見えた。

　この人意い外がいと良い先生かも、なんて、そんなことを思った。




「ああ、それはよかった、先生がそう言ってくださるなら安心だ」




　その、直後だ。

　先生の後ろの席から、そんな流りゆう麗れいな声が聞こえた。

「……えっと、え？」

　くるりと振り返る先生。その視線の先を見ると、そこには長い黒くろ髪かみがあった。

　御ご聖しよう院いん杏きよう、もしくは生徒会長、ないしは部長で、主にマスター。

　見み慣なれた彼女の、見慣れた姿すがただ。

「あれ、マスターじゃん。いつから居たんだ？」

「ほとんど最初からだ。お前達の騒さわぎはずっと見ていたぞ。いや、良い啖たん呵かだったなルシアン」

「ですよね！　あれ録音して永久保ほ存ぞん版ばんにしたかったです！」

　とんでもないことを言い出すマスターに、即そく座ざにアコが同どう意いした。

「馬ば鹿か言うなって！　ってか忘れろ！」

「何を言うルシアン、お前こそアコを抱きしめた感かん触しよくを必ひつ死しに覚えている所なんだろう？」

「んなわけあるかあああっ！」

　ダメだ、最悪な場面を見られた！　これは絶対に長い間からかわれる！　間違いない！

　うわああああ、と悶もだえる俺おれを余よ所そに、先生はどこか青ざめた表情でマスターの顔色をうかがっていた。

「あ、あの、御聖院さん？　こんな所でどうしたのかしら？」

「どうした、と言われると話が長くなりますね。ですのでわかりやすく一ひと言ことで用件を述べるなら──勧かん誘ゆうです」

「か、勧誘？」

　ええ、とにこやかに頷うなずき、マスターは先生の横に歩み寄った。

「先生も仰おつしやった通り、私は彼と彼女に時間を与えたいと思っています。ゆっくりと考えて欲しい、と。その為ために作ったのが現代通つう信しん電子遊ゆう戯ぎ部ぶなのですよ」

「っ!?」

　先生が凄すごい顔をして俺おれ達たちに振り向いた。

　あの、そんな顔されても困るんですけど。俺がネトゲ部なのは言ってたじゃないですか。

　もはや完全に腰が引けている斉さい藤とう先生に、マスターはさらに迫る。

「それが困ったことに、顧こ問もんが居なくて解かい体たい寸すん前ぜんなのですよ」

「そ、それは大変ね。でも残念だわ、私はもう文ぶん芸げい部ぶの顧問で、悪いけど別の人を──」

　断ろうとした先生の耳みみ元もとに口を寄せ、現代通つう信しん電子遊ゆう戯ぎ部ぶ部ぶ長ちようは何とも嫌いやらしい笑えみを浮かべて囁ささやいた。

「──そう言わず、受けて下さいにゃ？」

「っ!?」

　ビクリと斉藤先生の体が硬こう直ちよくする。

　その隙すきを逃のがさず、マスターは言葉を重ねる。

「ネットゲームで『猫ねこ姫ひめ』と名乗って、語ご尾びに『にゃ♪』とつけて媚こび媚こびに喋しやべった上に、万まんが一いち告こくられようものなら中なか身み男おとこだと言い張ってお断りする国語教きよう師し──なんて話、私だって知らなかったことにしておきたいのです」

「な、きょ、脅きよう迫はくするつもり!?」

　上ずった先生の言葉を受けて、マスターは優しく彼女の背を撫なでた。

「そんな、まさか。これは助け合いというものですよ。私達は困っている。そして先生は困りたくない。我々は良い友になれるとは思いませんか？」

　不ふ平びよう等どうだ！　凄く不平等な取引だ！　っていうか首を横に振ったら困らせるぞって暗あんに言ってる辺り完全に脅迫だ！

「わ、私が認めなければ、誰だれも信じる人なんて……」

　呻うめくように言った先生にマスターが言ったのは一ひと言ことだけだった。

「駅前での騒さわぎ、録画していますよ」

「あ、ああ……ああああああ……」

　絶望の声を上げて、斉藤先生は陥かん落らくした。

「ひでえ、あんまりだ……」

「仕方ないでしょうが。結局は何も解決してないんだし、これで部ぶ活かつおしまいって訳わけにもいかないでしょ」

　声に視線を向けるとマスターの後ろからシューが顔をのぞかせていた。

「あれ、シュー。お前も来てたのか」

「シュー言うな。先生にゲーマーだってバレるでしょうが」

　それとっくにバレてたぞ──と言うと傷つきそうなので言わないでおいてやろう。

「気にすんなよ、先生だってそうなんだから。そもそもが顧問になってくれって説せつ得とくしてる最さい中ちゆうなんだし」

「……説せつ得とくかしら、あれ」

　笑顔のマスターと青ざめた先生を見つめ、シューは訝いぶかしげに言った。

　それについては俺おれもノーコメントを通したい。

「これで、また皆でゲームができるんですね！」

　そんな俺達の中で、アコだけは純じゆん粋すいに喜んでいた。ああ、その悪あく意いのない笑えみの裏に先生の犠ぎ牲せいがあるのか。

「──わかったわ」

　そして最終的に折れた先生は、マスターに言った。

「でも一つだけ条件があるの」

「聞きましょうか」

「それは──」

「──ええ、勿もち論ろん、構いませんよ」

　マスターは満足げに笑い、その条件を受けた。

　現代通つう信しん電子遊ゆう戯ぎ部ぶはしばしの存そん続ぞくを決めた。
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「ういーっす」

　部室の扉とびらをがらりと開くと、室内は涼しい空気に満たされていた。これだけでも充じゆう分ぶんに部ぶ活かつに来る価か値ちがあると思える。

「来たか、ルシアン。そろそろ定期メンテナンスが終わるぞ。今日きようの活かつ動どう内容は新しん実じつ装そうのクエストをいち早く突とつ破ぱすることだ、準備しろ」

　既すでに部室で待っていたマスターは起き動どうしたパソコンの前で偉えらそうに腕を組んでいた。

「どうせ俺おれはアコを連れて行くのに手て間ま取どるんだから、いち早くも何もないっての」

「ならアコの分まで準備をしておけば良いだろう。それも亭てい主しゆの務めというものさ」

「……あいよ」

　マスターの物もの言いいにわざわざ言い返さず、俺は自分とアコのパソコンに電でん源げんを入れた。

　アコのことは余り焦あせらないと決めた。アコが性急すぎていたのと同じように俺も焦りすぎていたと思う。お互い平行線せんのまま言い合うんじゃなく、互いに少しだけ折れて、いつか重なれば良いんだ。ゆっくり、少しずつ、一歩ずつ、だ。

　低い駆く動どう音おんと共にパソコンが起動する。

　アコのパソコンのパスワードを知っているのはアコと俺だけだ。

　ちなみにパスワードは、ルシアン　アコ　ラヴ　エタニティ……うう、超ちよう入力したくねえ。

　そんな作業をしていると、がらりと部室の扉が開いた。

「あー、涼しいー！　この為ためだけにこの下らない部活に来てるわよ、本当に」

「こんにちはぁ〜」

「おう、お疲れ」

　入って来たのは冷気を浴びて目を細める瀬せ川がわと、ふらふらと疲れ切った様よう子すのアコ。

　まだ週しゆう頭あたまの月曜日だ、普通ならそれほど疲れている時期ではないが、アコはそうではない。

「うー、学校休やすみたいです……部活だけ来ちゃだめなんですか……」

「それは諦あきらめろ、斉さい藤とう顧こ問もんとの約束だからな」

「うぅぅ」

　斉藤先生の出した条件、それは『現代通つう信しん電子遊ゆう戯ぎ部ぶ員いんは全ぜん員いん可能な限り学校に登校する』ということだった。

『ネトゲにのめりこむと学校に来なくなっちゃう人も居るから……』

　そう言って条件を出した彼女は、確かにいつも人を思いやっていた猫ねこ姫ひめさんのそれだったと思う。

　そしてその結果として、

「学校もう嫌いやです……ずっと遊んで暮らしたい……」

「何で学校に来るだけでそんなに消しよう耗もうしてんのよ、あんた」

「だってぇ……」

　こうしてアコが弱り切っているのだった。

　可哀かわい想そうだと思う部分もなくはないが、決して悪いことではないと思う。

　俺おれ達とアコも毎日のようにゲームの中で会って、戦い、冒ぼう険けんし、遊び、話し、少しずつ仲良くなったんだ。アコも毎まい日にち学校に来れば、いずれ俺達以い外がいの友達だって沢たく山さんできるだろう。

「アコ、クラスで友達できたか？」

「友達とか、そんな作さく成せい難なん易い度どＳのアイテム、私には無む理りですよー！」

「アイテムって、お前な」

　で、できるだろう。きっと、多分。

「ちょっとは頑がん張ばりなさいよ、雑ざつ談だんぐらいはするんでしょ？」

「日常会かい話わのスキル振ってないんですよ、ネタ会話の方にポイントガン振りしちゃったんで」

「こ、この子は……」

　やっぱ無理かもしんない。

　若じやつ干かんの諦あきらめを胸に、俺はパソコンに向き合った。

　アコはふらふらと隣となりのデスクに座ると、既すでに起き動どう中ちゆうのモニターを見てぱっと顔をほころばせた。

「あ、もう起動してる！　ありがとう、ルシアン」

「パスワードの変へん更こうを要求する」

「ふふふ、やーです」

「こういう所だけ無む駄だに頑がん固こな……」

　普ふ段だんは基本的に素直なくせに、こんなどうでも良い所でわがままを言うから何となく許しちゃうんだよ、くそっ。

　なんとなく尻しりに敷しかれているような気分になりながらＬＡのクライアントを起動する。新しいクエストの内容はまだわからないが、ふらふらとすぐ迷子まいごになるアコを連れて行く以上はしっかりと内容を理解していないと。

「あ、ルシアン、ちょっと相談があるんです」

「どしたー？」

　アコが何でもない様よう子すで言ったので俺も適当に答えた。普通の雑談という雰ふん囲い気きで、アコは続ける。

「実は今日きよう、珍めずらしく両親が早く帰ってくるんです。なのでルシアンを紹しよう介かいしたいなって」

「へえ、それは……それは……えっと、何？」

「だから、今こん晩ばん、うちで晩ご飯はんを食べませんか？　って」

　……なんで？　何がどうなってそうなったの？　っていうかどうしてそれを平へい然ぜんと言い放てるの？　俺にとっては死し刑けい宣せん告こくと同じだよ？

「どうしてその発はつ想そうに至ったのか詳しく」

「だってほら、私達って結婚してるじゃないですか。そう考えるとむしろ挨あい拶さつが遅いぐらいだなって思いまして」

「嫌いやだ、行かねえ！　それはお断りだ！　ゲームとリアルは別だ！」

「来てくださいよー。両親のことって、ゲームの中じゃ絶対にわからない部分ですよね？」

　その理り屈くつはおかしい！

　俺おれがアコに言いたかったのは決してそんなことじゃない！

「待て待て待て、どうしてゲーム内で結婚しただけで親に紹しよう介かいされるなんて拷ごう問もんを受けなきゃなんねえんだよ！」

「あ、私とお母かあさんが夕食を作りますから、ルシアンはその間お父とうさんとお話をしててくれたら……」

「誰だれ得とくなんだよそのシチュエーション！　わざとだよな!?　お前わざと言ってるよな!?」

　うわああ、と頭を抱える俺に、話を聞いていた二人がニヤリと笑った。

「ルシアンの不幸でメシが美う味まい」

「メシウマ状態！」

「お前らあああああっ！」

　怒り狂う俺からさっと目を逸そらす二人。

　そして残りの一人はニコニコと俺の腕にしがみついた。

「そうだ、もういっそリアルでも結婚しませんか？　凄すごくわかりやすいですよね？」

「しねえよ！」

「折せつ角かくなので両親への挨拶も今日きよう済ませましょう」

「お嬢じようさんを僕にくれなくていいです！」

「息子むすこさんを私にください！」

「俺の家に来る気かお前!?」

　これが、酷ひどくマイペースで、俺の話を聞かなくて、馬ば鹿かなことばっかり言って、でも本人が言うには俺のことが大好きらしい──紛まごう事なき『俺の嫁』だ。






　　　あとがき




　シャウト失礼します。

　はじめまして。もしかしたら、お久しぶりです。

　聴き猫ねこ芝しば居いと申します。

　この度たびは本作『ネトゲの嫁よめは女の子じゃないと思った？』を手に取って頂いただきまして、本当にありがとうございます。

　オンラインゲームの話を書きたい！　と思ったのも私が日々オンラインゲームを遊んでいるというのが大きな理由でして、この一冊にはそんな作者の情じよう熱ねつが溢あふれんばかりに籠こめられています。

　皆さんが少しでも笑ったり、納なつ得とくできたり、頷うなずけたり、懐なつかしい気持ちになったり、そんなとにかく楽しい一ひと時ときを作ることができたなら、それ以上のことはありません。

　ここまで読んで下さって本当にありがとうございました。

　なお私わたくし事ごとになりますが、実は私もオンラインゲーム内で結婚をしたことがあります。

　その相手である『俺おれの嫁』なのですが、女キャラクターでありながら女キャラクターと浮うわ気きをして、私とは離り婚こんしました。

　今なおトラウマであることは否定できません。

　シャウト失礼しました。




　というわけで全体チャットはこれぐらいにしまして、謝しや辞じなどを。

　イラストを描いて下さったHisasiさん。多分だいたいこんな感じ──と曖あい昧まいなイメージしか伝えられない私のキャラクターを本当に可愛かわいく描いて頂いて、心から感謝しています。ありがとうございます。

　ふらふらと話の定まらない私に辛しん抱ぼう強く付き合って下さった担当さん、今回もありがとうございます。今後も間違いなくご迷めい惑わくをかけると思うのですがどうぞよろしくお願いします。

　またこれまで私と一いつ緒しよにオンラインゲームを遊んできた方々、私がこうしていることを知らない人も沢たく山さんいると思うのですが、あわせて感謝を。

　そしてこの本を手にとって下さった読者の皆さん。今後もゲームの中のように楽しい世界を作って行けたらと思っていますのでよろしくおねがいします。

　ではまたお会いする機き会かいがありましたら。

　聴猫芝居でした。
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聴き猫ねこ芝しば居い

↓　日々の仕事に励む作者（画像はイメージです）何をしていても腰が痛いのが日常になりつつある今日この頃、たまには体をほぐそうかと外に出かけた結果こうして全米大学対抗川下り選手権に出場することになってしまったのだった。
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Hisasi

大人の漫画描いてます。

最近では、ラノベの挿絵なども描かせてもらっています。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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電撃文庫編集部

「聴猫芝居先生」係

「Hisasi先生」係











本書は書き下ろしです。
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